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わが 国 にお け る情 報 化の波 は,産 業 分 野か ら社会 ・家庭 へ と広 が りつつ あ り,デ ー タベ ー ス

の構 築及 び利 用 も中央 官庁 や一部 の大企業,研 究 開発企業 か ら地 方 自治体,中 堅,中 小企 業,

学術 教育機 関へ と広 が りつ つ あ ります。 また,デ ー タベー ス関連技術 の 開発 も目覚 ま しい もの

が あ ります。

この よ うなデー タベー ス を取 り巻 く状 況 の中 で,CD-ROMは 新 しく登 場 した メデ ィア と し

て注 目されて お り,オ ンライ ン ・デー タベース ・サ ー ビスへ与 える影 響 も大 きい とみ られ てい

ます。 しか し,そ の現状 及 び将 来展望 は,十 分 に明 らかに され て お りませ ん。

このため,CD-ROM関 連産業 の 実態 を正 し く把握 し,わ が 国 にお け るCD-ROM関 連産 業

の育成及 び利 用の促 進 を図 るため に,財 団法 人デ ータベー ス振 興 セ ンターで は昭和63年 度 にCD

-ROM調 査 研究 委 員 会 を設 置 し
,CD-ROMの 概 況,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,流 通 の

経過 と動 向,関 連技 術,国 内施策,展 望 と提 言 につ いて報告 書 を まとめ ま した。 この テーマ の

重要性 に鑑 み,平 成元 年度 も引 き続 き委員 会 を設置 し,調 査研 究 を行 うこ とに致 しま した。

本報 告書 は,以 上 の視 点 に立 ち,CD-ROMの 利用環 境,デ ー タ収 集 ・加工,情 報 流通,関

連技術 な どの現状 を分析 し,CD-ROMの 将 来展 望 と振興 の ための提 言 を と りま とめ た もの で

す。 本報 告 書 が広 く関係 各位 の参考 になれ ば幸 いです。

最後 に,本 報告書 を と りまとめ るに あた り,ご 協 力 をいた だ きま した委員 の 方 々を は じめ,

関係 各機 関 の皆様 方 に心 よ り感 謝の 意 を表 します。

平成2年3月

財団法人 データベース振興 センター

理事長 圓城 寺 次 郎
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第1章 はじめに

本報告 書 はデー タベ ース振興,活 動の一環 と して,特 にCD-ROM(CompactDisc-Read

OnlyMemory)の 普 及 に関す る現状 と課 題 を調査 し,対 策 と展望 につ いて検 討 す る こ とを 目

的 と して設置 され た委 員会 に よる調査検 討結果 をま とめた もので あ る。

この調査 の背景 とな ったの は,情 報処理 装置や 通信技術 の急 速 な進 歩 に よ り,光 記憶 装置,

光 通信技術 をは じめ とす るニ ューメ デ ィアが発展 し,新 しい分 野が大 き く開 けて きた こ とで あ

る。 一方,社 会 の あ らゆ る面で情 報化 が進 み,よ り多様 な情報 を よ り多量 に しか もよ り便利 に,

より高機 能での流 通利 用が 強 く要望 され るようにな った。 これ らが 背景 とな って,多 くの潜在

機能 によって,世 の期 待 を集め てい る新 しい情報 メデ ィア の活用 の た め にCD-ROMの 技 術 的

展 開 と関連事項 の整 備 が急務 となっ た。

1.CD-ROMの ニ ュ ー メ デ ィ ア と して の 意 義

CD-ROMの 詳細 な規格,仕 様,特 長 につ いて は,昨 年 度の 報告 に記載 されて い るの で,こ

こで はニ ューメデ ィア と しての位 置づ け をす るため の観 点か ら述べ る。

表1-1に 示 した よ うにCD-ROMの 主要 な特 長 は,大 容量,読 み取 り専用,低 価 格,大 量 複

製,小 型 の5つ で あ る と言 え る。 それぞれ につ いて説 明す る と以下 の ようで あ る。

表1-1.CD-ROMの 特 徴

1.大 容 量 540MB,網 羅 的専門別情報

2.小 型 省スペース,独 立利用

3.読 み取 り専用 管理容易,安 全性,高 機 能

4.低 価格 普及

5.大 量 複製 情報流通

1-1大 容量

標準12セ ンチの デ ィス クで,540MBの 容量 が あ るが,こ れが い か に大 きな容 量 で あ る こ と

は表1-2に 示 す。 専 門 家 が 日常利 用 した り,作 成 した りす る論 文,専 門 書,辞 書,ハ ン ドブ

ック等 の 総量 が,大 き く見 積 って も約350MB程 度 で ある こ とをみ て も,こ れ が 明確 に示 され

て い る。す なわ ちCD-ROMは,個 別専 門領域 の情報 を網 羅 的 に収 録 で き るこ とで あ り,従 来

の印刷情 報 は もと よ り,大 量情 報 を提供 してい るオ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス と も,こ の点 が本

質的 に異 な る点 で あ る。 また実際面 か らみ て も,540MBも のデ ー タ は収 集,入 力,構 造 化,

ア クセ ス法,著 作権 処 理等 に各種 の 問題 が生 じ,従 来 の大 型百 科辞 典 を量 的 に大 き く超 え るこ

とか ら,そ れ ぞれの作 業,経 費 も膨 大 とな り,ま さに大 容量 であ るこ とが いえ る。
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表1-2.専 門家 の作業 用情 報量

論文,資 料 0.05MB×1000=50MB

専門書,参 考書 0.5MB×500=250MB

ハ ン ドブ ック,辞 書 10MB×5=50MB

合計 350MB

1-2小 型

図書館や特 許情報 室等 の大 きな悩 み で あ る収納 スペ ースの確 保 は,情 報量 の増 加 と共 に よ り

深刻 にな って い る。 これ に対 す る回答 は 印刷 物 か らCD-ROMへ の変 更 で あ って,既 に米 国 の

LC-MARK,日 本 のJ-BISK,PATOLIS等 の よ うに,こ の 小 スペ ー ス の特 長 を活 か した利

用 は相 当 に進 んで いる。

以上 に述べ た特長 とCD-ROMの 具体 的用途 との関係 をま とめて表1-3に 示 す。

表1-3.CD-ROMの 特徴 と用途

図書館 教育・訓練 研究・開発 組織内利用 趣 味 ・ゲ ー ム
辞書
ハンドブック

案内,参 照

大容量 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

小型 ◎ ○ ○ ○

読み取 り専用 ○ ○ ○

高機能処理 ○ ◎ ○ ○

低価格 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

大量複製 ○ ○ ○ ○

1-3ROM(読 み取 り専 用)

CD-ROMは 文 字通 り読 み取 り専 用の 記憶媒 体 であ り,磁 気デ ィスク等 の標 準 的 な記憶 装置

と異 な り,書 換 えので きない こ とが欠点 と考 え られ て いる。 しか しなが ら,実 際 の容量 が大 き

いこ とと,更 新部分 は通常 非常 に小部分 で あ った り,多 くのデ ータベ ース が そ うで あ るように,

事 実上変更 の行 なわれ るこ との ない こ とを考 慮す る と,書 換 えので きな い こ との欠点 を上 回 る

大 きなメ リッ トがあ る。

まず第一 の メ リッ トは,読 み取 り専 用 であ るため,デ ー タの管 理 が システ ム的 に著 しく容 易

にな り,ソ フ トウ ェア もきわめて簡 単な もの とな る。 また この ことは,研 究 開発や経 営の意思

決 定 な どに必要 とされ る高度 な機 能 の追 加 に好都 合 であ るこ と も示 してい る。特 にユ ーザ のデ

ー タ との複合 処理や デー タ構 造の変更 を含 む応 用の 際 には,通 常の オ ンライ ン ・デー タベ ース

で は許 され な い機 能 が可能 とな り,こ れ が第2の メ リッ トとされ る。 さ らに第3の メ リッ トは,

故意 または誤操作 に よる情報 の消滅 や,望 ま し くな い変更 を防止 で きる安 全性 であ る。 この こ

とは ネ ッ トワ 「クに よる広 域情報流 通 と ともに,ウ イル スや ウ ォー ム によ るソフ トウェアやデ
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一タ に対 す る被 害が わが国 で も深 刻 な問題 にな って来 てい る こ とか ら も重要 なメ リッ トとい え

る。

1-4低 価格

オ ンライ ンの デー タベー スの普 及 にお いて,流 通 コス ト及 び利 用 コス トの高 い こ とが障害 に

な って い るこ とは よ く指 摘 され るこ とで あ る。CD-ROMは 印 刷物,ま た はオ ンラ イ ンDBで

通 常 用 いて い る磁気 デ ィス クに比 して,bit当 りの コス トが 格段 に低 い こ とか ら今 後 の展 開 の

明 るいこ とを示 してい る。低 コス トで あるこ とは研 究開発や,営 業 等 での利 用面 の みな らず,

教 育,趣 味,ゲ ー ム等 で は不可 欠の要 因で あ る。 また この こ とは通信 設備 や大 型計算機 の普 及

な どの イ ンフラス トラクチ ャー を前提 と しない こ とと併せ て,発 展途上 国 と先進 国 との情 報 格

差 の解 消 の決 め手 と も目 され,国 連やUNESCOで も,CD-ROMに よ る情 報流 通 につ い て検

討 が進め られ てい る。

1-5大 量複製

情報の流通にとって,価 格 とともに重要な要因が大量伝達で あるが,CD-ROMは マスター

か らの最終製品の作成は極 めて簡単であるから高速,大 量複製が 自動的に行 えることは大 きな

特長である。

2.概 要

昨年 度 の報告 以後 もCD-ROMを と りま く環境 変化 と,CD-ROMの 提 供,利 用の 増加状 況

が一層進 みつつ あ るの で,そ の事 に対応 して第2章 で,CD-ROM製 品 の現状 と動 向,特 に量

的拡大 と対象 の多様 化 を述べ,第3章 でハ ー ドウ ェアの現状 と動 向 と して,欧 米 及 び,国 内の

普 及状況,マ ル チ デ ィスク,サ ーバ シス テム な どの技術動 向,CD-ROMド ライブ 内蔵 のパ ソ

コンな どを報告 す る。 第3章 では利 用環境 の現状 と動向 と して,標 準 的 ス タ ン ドアロー ン以 外

のオ ンラ イ ン ・マル チ アクセ スや,ジ ュー クボ ックス型等 を含 めて概 要 を述べ る。 第5章,6

章 は新 しい項 目で,大 容量 デ ータで,か つ 多種 類 であ るこ とか ら,デ ータの収 集,入 力,加 工,

量 的関係 な どを具体的 に調査 した ものであ る。第7章 は高度機 能 に関 連 した応 用の展 開 と,そ

の ための デー タ入力等 の加工,変 更,付 加情報,検 索,操 作 な どにつ いて概 要 を述べ た もの で

あ る。第8章 で はハ ー ドと ソフ トの流通 をル ー ト別 に調査 し,ま た課題 も検 討 した。 第9章 で

は国際的 に も国 内的 に も関心 の 高 まって い る,知 的 所有権 につ い て の調 査 結果 で あ る。 第10

章 は具体 的 な事 例報 告 で,共 通 フ ァーマ ッ ト,情 報 図書館 の利 用 統計,地 図情 報等 が含 まれ て

い る。 第11章 は普 及促進,第12章 は規格 につ いての調査 で,第13章 で 結論 と して ま とめ とCD

-ROM普 及振 興の対 策提 案 を示 す。
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第2章CD-ROM製 品 の現状 と動向

1989年 は,3月 にCD-ROMとCD-1(ConpactDisc-InteractiveMedia)の ブ リッジ規格

「CD-ROMXA」 の発表 ,春 か ら秋 にか けてQuarterL(ソ ニ ー),FMTOWNS(富 士通),PC

-8801MC(日 本電気)な どCD -ROMド ライブ 内蔵 パ ソ コ ンの 販売 開始
,そ して,年 末 の12

月 に は 「マ ル チメデ ィア 国際会 議'89」(千 葉 ・幕 張 メ ッセ)が 初 め て 日本 で開催 され るな ど,

CD-ROMを 巡 る話題 には事欠 か ない1年 だ った。

この傾 向は90年 に入 って も継続 され る と見 込 まれ るが,CD-ROMを 製 品(ソ フ ト)面 か ら

みて も,昨 年 は急増 の年 とい って よ く,国 内,海 外 とも大 幅 に タイ トル 数 を伸 ば した。

辞 書,事 典,百 科 事典,資 料 集,デ ィレク トリーな どの 印刷物 系,オ ンライ ン ・デー タベ ー

ス のCD-ROMバ ー ジ ョン,ゲ ーム/エ ンター テイメ ン ト,パ ー ツ ・カ タ ロ グな どバ ーチ カル

・マ ー ケ ッ ト向 け
,そ れ に ソフ トウェア ・プ ログラムな ど,CD-ROMの 応 用分 野 といわれ る

各 分 野で新 タイ トル が発売 または実 用化 され,世 界 中で はこれ まで に1,000タ イ トル 以上 が制

作 ・刊 行 され てい る とみて いい(表2-1参 照)。

「世 界CD-ROM総 覧 」編集 部 に よる と
,米 国 ・欧州分 は収 録 タイ トル 数 を実 際 よ り相 当数,

抑 えて い るた め,表2-1の 数 字 とな るが,米 国だ けで 昨年1年 間,月15～20タ イ トルの 新 製

品 が発表 され てい るこ とな どか ら,日 本 を含 め た世界 全体(日 米 欧 が 中心)で は約1 ,000タ イ

トル が実 数 と してい る。

また,タ イ トル 数 の増 加 とは別 に,89年 は文 字(テ キ ス ト)情 報 に 画像,音 声 を加 えた マ

ル チメデ ィア製品へ の注 目 と期 待 が,よ り一 層強 まった年 で もあ り,マ ル チメ デ ィアCD-ROM

のほ か,CD-ROMXA規 格 に よる試作 デ ィスク も数 タイ トル が制作 された。 さ らに,90年 に

は8cmCD-ROMを 利 用 した新 製 品の登 場 も予 想 され てお り,CDメ デ ィアの 一 層の 進 展が 期

待 され て い る。

以 下,こ れ までのCD-ROM製 品の動 向 を見 てい くこ とにす る。

表2-1.「 世 界CD-ROM総 覧 」 収 録 タ イ トル 数 推 移

()内 はプロトタイプ・未発売製品

年版/巻 日 本 米 欧 州 その他 海外計 合 計

1988/Vol,1 55(12) 124(6) 22(4) 8(1) 154(11) 209(23)

1989/Vol.2 77(26) 169(2) 33(5) 9(一) 211(7) 288(33)

1990/Vol.3 173(25) 202(1) 45(4) 10(一) 257(5) 430(30)

出典:世 界CD-ROM総 覧1990/Vol.3,共 同 計画出版部発行,1990年1月
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1.デ ー タ ベ ー ス 系

医 ・薬 学,バ イ オ な ど の分 野 で,す で にDIALOG,NTIS,Compendex,MEDLINE,Excerpta

Medica,Cancer-CD(以 上,海 外),GENETYX-CD(ソ フ トウ ェア 開 発),DNASIS-DBREF

(日 立 ソ フ トウ ェ ア エ ン ジニ ア リン グ),Medicats(三 洋 電機)な ど が 発 売 さ れ て お り,企 業

・ビ ジネ ス 情 報 で はTSR企 業 情 報 フ ァ イ ル(長 瀬 産 業) ,BusinessPeriodicalsOndisc(米UMI),

LotusOneSource:CD/Investment,同CD/M&A(ロ ー タ ス)な どが新 た に 発 売 さ れ た。

医 学 情 報 の 代 表 的 デ ー タ ベ ー ス,MEDLINEは,88年 後 半 か ら大 学 の 医 学 図 書 館,医 薬 品 メ ー

カ ー な ど を 中心 に導 入 が 始 ま っ て お り,米Lotus社 の 企 業 ・財 務 情 報 「OneSource」 シ リー ズ

は,米 国 で は企 業,金 融 機 関 を中 心 に相 当数 の ユ ー ザ を獲 得 して い る とい う。

ま た,バ イ オ 分 野 で はDIALOGOndisc,NTISの ほ か,著 名 デ ー タ ベ ー ス 「BIOSIS」 のCD

-ROM版 「BiologicalAbstractsonCD」 が90年 春 に発 売 予 定 とな って い る。 ほ か で は工 業

系 でDIALOGOndisc,Compendexな ど,欧 米 で は 著 名 オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス の ほ とん ど

がCD-ROM版 と して も発 売 され る傾 向 に あ る。

2.出 版 物 系

岩 波書店の 「広辞 苑CD-ROM版 」をは じめ と して,日 本 電気 ホー ムエ レク トロニ クスの 「電

子広 辞 苑」 と東芝 の 「ラ ップ トップ広 辞 苑」,そ れ に 「模 範 六 法 」(三 省 堂),「 電気 術 語大 辞

典」(オ ーム社),「 現代 用語 の基 礎 知識 」(自 由国 民社),「 角川 類 語 新辞 典」,「最 新 医 学 大 辞

典」(医 歯薬 出版),「 ニ ュ ーセ ンチ ュ リー英 和 ・新 ク ラ ウ ン和英 辞 典 」(三 省 堂)な どが 発表

されて いる。

また,大 蔵 省 印刷 局 の有価 報告書 シ リーズの 第3弾 「有 価証券 報 告書(1部 ・2部 ・地 方上

場)」 が89年 秋 か ら発売 され,こ れ は88年12月 期 ～89年3月 期 決 算分 をCD-ROMで,残 り89

年4--11月 期 分 は フ ロ ッピー ・デ ィス クで提 供 され て い る。国 内 で は少 な い統計 情 報 分 野 で

は,「 商業 統計地 域情 報」(通 商 産業 調 査会)が28万 円で 発売 され た。

一 方
,海 外 のCD-ROMは ほ とん どがIBMPCを 対 応 パ ソ コ ンと して い るが,紀 伊 國 屋 書店

と日本 電気,日 本電気 ホームエ レク トロニ クスの3社 が,「OxfordEnglishDictionaryonCD

-ROM」 のPC-9801版 を開発 ,発 売 した。普 及 台数 の少 な いIBMPCに 変わ ってPC-9801対

応 とす るこ とで国 内市場 の開拓 を狙 った もの で,大 学 の研 究者 を 中心 に利用 を伸 ば してい る。

ほか に海外 で は,有 名 な 「ギネ スブ ック」 のCD-ROM版 「GuinessDiscofRecords」(60

ポ ン ド),米 中央情 報 局(CIA)の 「WorldFactbook」(世 界年鑑)な どが新 た に登 場 した。
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3.図 書/書 誌情報

[

国 内 で は,国 立 国 会 図 書 館 作 成 の デ ー タ ベ ー ス 「JAPAN/MARC」 のCD-ROMバ ー ジ ョ

ン 「J-BISC」 が,極 め て 順 調 に 利 用 図 書 館 を増 や して お り,海 外 で も各 国 の セ ン タ ー 的 図 書

館 の 書 誌 情 報 デ ー タ ベ ー ス が 相 次 い で 発 表,発 売 され た。

米 国 で は 米 議 会 図 書 館(LibraryofCongress:LC)の 「CD-MARC」,カ ナ ダで は 「CD-

CATSS」,欧 州 で は 「BritishNationalBibliography(BNB)onCD-ROM」,「FrenchNational

BibliographyonCD-ROM」,「GermanNationalBibliographyonCD-ROM」 と,主 要 国

のCD-ROM版 書 誌 情 報 が 出 揃 っ た。

これ ら は一 般 向 け の 製 品 とは 言 い に くい が,J-BISCも 少 数 な が ら海 外 ユ ー ザ が あ り,各 国

の ラ イ ブ ラ リア ン間 で も今 後,相 互 利 用 が期 待 され る。

表2-2.国 内 ・海 外のCD-ROM版 図書 ・刊 行物/書 誌情 報

国 タ イ ト ル 発 行 元 概 要 更新頻度

日

本

J-BISC 日本図書館協会 」APAN/MARC 年4回

CD-NOCS 日本出版販売 自社取次図●情報 月1回

東販CD-ROMシ ステム 東京出版販売 自社取次図書情報 月1回

CD-BOOK 口外 アソシエー ツ/紀 伊國屋書 店 図書情報 随 時

米

BooksinPrintPlus BowkerEl㏄tronicPub|ishing 米国図書情報 年4回

U|rich'sPlus 同 上 米国定期刊行物情報 年4回

CDMARC LibraryofCongress(LC) LCMARC 年3回

加 CD-CATSS UtlaShternatiOnal Utlas書 誌情報 年4回

英

BritishNationalBibliographyonCD-ROM BritshUbrary(8L) BNBMARC 年4回

TheCata|ogueofUKOP HMSOBooks 英国公式刊行物情報 年4回

BOOKBANK(BritishBooksinPrint) JohnWhitaker&Sons 英国・英文図書情報 月1回

仏
El㏄treBiblio(FrenchBooksinPrint) Ed衙onsduCercledelaLibrairie 西独図書情報 年4回

FrenchNationalBib|iographyonCD-ROM BibliothequeNationale FrenchMARC 年4回

西
独

GermanBooksinPrint Buchhandler-Vereinigung 西独・独語図書情報 年4回

GermanNationalBibliographyonCD-ROM 同 上 西独●誌情報 年3回

lnternationalBooksinPrint K.GSaurVerlag 米菓を除く世界の英文図書情報 年4回

出典 世界CD-ROM総 覧1990/Vol.3,共 同 計画出版部 発行,1990年1月

4.特 許

JAPIOの 公開特 許公 報,公 開実 用新 案 公 報 に続 いて,海 外情 報 で 日本技 術 貿易 が米 国特 許

情 報 「CASSIS/CD-ROM」 と,欧 州 特 許 情 報 の 「ESPACE」 の 販 売 を開始 した。CASSIS

/CD-ROMは 年 間12枚 で85,000円,発 行元 は米PTO(PatentandTrademarkOffice)。 ほ

かで は,中 央光 学出版 が 国内特許 公報 の 目次 デー タのCD-ROM化 を計 画 して い る。
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5.エ ン ター テ イ ン メ ン ト/ゲ ー ム

コ ンシューマ ,ホ ー ムユー ス市場 を立 ち上 げ るに は,こ の分 野 のCD-ROM製 品が豊 富 に,

かつ ヒッ ト作 が出 る こ とが必須 といわ れ て きた 中で,FMTOWNS用,PCEngine用 の ソフ トが

一挙 に登場 して きた
。

双 方合 わせ て90年 早 々に も100タ イ トル を越 す 勢 いで,ゲ ーム ソ フ トの 人気 作や趣 味 ,英 会

話,料 理,ゴ ル フ な ど,ま さ に一般 コ ン シューマ 向 けで,価 格 も3,000円 か ら2～3万 円が多

数 を占め る。 これ らの製 品が今 後,ど め ような売 れ 方 をす るか,極 めて興味深 い。

6.ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ グ ラ ム

パ ソコ ンの普 及 台数 に比べ て ,日 本 は ソフ トの普 及 ・利用 度が低 い とよ くいわれ るこ とだ が,

CD-ROMの 場合 で もこれ が 当て は ま り,米 国で100ド ル 以下,も し くは100～200ド ル まで の

PDS(パ ブ リック ・・ドメ イ ン ・ソ フ トウ ェア)や シ ェア ウ ェア ・プ ログ ラムが 相 次 いで 発売

され て いるの に対 し,国 内の市販 製 品 は皆無 といっ た状 態だ。

その ような中で,オ ーテ ィー シー(OTC)が 米 国製 品の輸 入販売 を開始 して いる。「EDUCORP

CD-ROM」,「PC-SIGLibrary」 な どで,価 格 は3～7万 円。 また ,米 国で はIBMPC用 ソ

フ トウェア,Macintosh用 ソフ トウ ェア を収 録 す るCD-ROM製 品 が,と もにタ イ トル 数 を増

や してい る。

7.Macint。sh対 応 製 品 の 増 加

一 方 ,こ れ までIBMPCお よび コ ンパ チ対応 のCD-ROM製 品 が ほ とん どだ った海外 製 品の

中で,Macintosh対 応 の もの が数+タ イ トル を越 えた。 デ ー タベ ース系 で は 「MEDLINEKno

wl-edgeFinder」 が 草分 けだが,SilverPlatterほ か各 社 がMac対 応 版 を開 発,一 部 販売 を開

始 してお り,さ らにDTP用 の 製 品 で は,当 然 なが ら特 にMac対 応 製 品が 目立 つ。 この傾 向 は

米 国 を中心 に,90年 に入 ってか ら も続 くとみ られて い る。

8.バ ー チ カ ル ・マ ー ケ ッ ト

国 内で は部 品検 索 用 で,「APS」(マ ツダ),「CAPS」(三 菱 自工),「P-BOSS」(小 松 製 作

所)と,大 手 メーカ ーがCD-ROMを 本 格採用 した。 日産,ト ヨタ に続 く大型導 入例 で,全 日

空 も近 い将来の本格 導 入 に向 けて準 備 を進 めて いる。

これに対 し,米 国 では 自動 車 メー カ ーの米 ボル ボ,米 メル セデ ス ・ベ ンツ も,GM,ク ライ
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スラー,米 国 ホ ンダ な ど と同 じBel1&Howellの 「IDB2000」 シス テ ムの導 入 を決 め ,早 け

れ ば90年 度 中 に も自動 車 部品検 索 システ ム を構 築す る計 画 とい わ れ る。 さ らに米 国 では政 府

機 関,USNavyで の本格 利 用が各 所 でプ ロジェク トに上 が ってい る。

国 内の1社 に よる と,さ まざ まな業種 か ら100社 を越 え るCD-ROM化 計 画,引 き合 いが 寄

せ られ てお り,顕 在 化 して い るニー ズは多種 多様 とい う。 ニー ズは あ るが ,そ れ を社 内的 に具

体化 し,推 し進 め る人材 が まだ不足,と い うのがCD-ROM採 用側 の境 実の ようだ。

表2-3.バ ー チ カ ル ・マ ー ケ ッ ト分 野 の 主 要CD-ROM製 品

業種 タ イ ト ル 発 行 元 概 要 更新頻度

自

動

車

APS マ ツダ 自動車パ ーツカタ ログ 年4回

CAPS 三菱自動車工禦 同 上 年6回

トヨタ補給部品電子 カタ ログシステム トヨタ自動車 同 上 月1回

部品番号自動検索システム 日産自動車 同 上 月1回

CDイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン トヨタ自動車 地 図、道路情報 月1回

ChryslerPartsAccesslnformationSystem ChryslerCorp 自動車パー ツカタ ログ 月1回

GeneralMotorsElectronicPartsCatalog Genera|MotorsCorp, 同 上 月1回

Honda&AcuraEl㏄tronicPartsCatalog AmericanHondaMotor 同 上 年6回

建機 P-BOSS 小松製作所 建設機械 パー ツカ夕 日ク 月1回

電
機

東芝サ ービス関連情報検 索 システム 東芝 家電製 品パー ツカタ ログ 年4回

品番翻訳システム 松下電器産業 家 電製品パー ツカタ ログ 年2回

LaserROM Hewlett-PackardCo. コ ン ピ ュー タ マ ニ ュア ル 月1回

そ

の

他

Alソ ム リエ/世 界の ワイン選 び サ ン トリー ワ イ ン ・カ タ ロ グ 随時

CD－ 住所 ダ イケ イ 電 話番号、住所 随時

CD－ ス ピー ド姓名 ・住所字 典 デー タデ ィスクシステム 姓 名、地名、郵便 番号 随時

第一生命CD-ROMシ ステム 第一生命 ソ フ トウ ェ ア 年2回 程度

都市情報管理マ ッピングシ ステム 東京ガス 埋 設ガスパ イプラ イン 年1回 程度

見積り博士 リベアテ ック出版 事故車修理見積リシステム 年2回

DMS－ 同odisc NorthernTelecomCanada 電 話交換器 ドキ ュメ ン ト 随時

出典 世 界CD-ROM総 覧1990/Vol.3,共 同 計画出版 部発行,1990年1月
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第3章 ハ ー ドウェアの現状 と動向

1.CD-ROMド ラ イ ブ の 動 向

1-1CD-ROMド ライ ブの普及状 況

(1)欧 米 の普 及状 況

米 国の 光学式 デ ィス ク ・ドラ イブ の市場 普及 はめ ざま しい ものが あ り,特 に読 み と り専用 の

CD-ROMデ ィス ク ・ドライブ ・ユ ニ ッ トは今後 も増加傾 向 にあ るが,従 来 とは若干 傾 向 を異

に して い る。

1989年 の米 国市場調 査 会 社の 報告 に よれ ば,読 み取 り,書 き込 み 可能 なデ ィス ク ・ドライ

ブ ・ユ ニ ッ トを含 めた今後 の見 通 しを以下 に してい る。光学 式 デ ィスク ・ドライブで は早 くか

ら首位 の座 に立 ったCD-ROMド ライブ ・ユ ニ ッ トはユ ニ ッ トの延 び として は鈍 化 方 向 で あ り,

書 き込 み 可能な ドライブ ・ユニ ッ トが急成 長す る模様 で あ る。'

CD-ROMド ライブ ・ユ ニ ッ トは,1988年 の米 国販 売 台数23万 台,売 上 で$120M,さ らに89

年46万 台 と伸 び,90年67万 台,そ して92年 に は107万 台 と100万 台 を越 え る模様 で あ る。 この

影響 か ら,書 き込 み可 能 な光 デ ィス ク ・ ドライ ブ は90年 が25万 台,さ ちに92に は86万 台 と急

増予 測 を行 なって い る。最近 で はMO(光 磁 気 デ ィスク),WO(追 記 型光 デ ィス ク),WORM

(一 度 書 き込 み読み取 り専 用 デ ィス ク)な どを含 め個 々の 光 デ ィス ク ・メ デ ィアの役 割 が確立

されつ つ ある と言 え よう。

現 在CD-ROMド ラ イブ は,全 世 界 で35メ ーカ ー,120近 くの モデ ルが 供 給 されて い るが,

米 国 内 で は88年 の総販 売 量 の 内,米 国 メ ー カー に よる 自給 率 は3%と 低 く,日 本,欧 州 が 高

い供 給率 を示 してい る。

また欧州 のCD-ROMド ライブ ・ユ ニ ッ トの普及 は別の 市場調査 会社 に よる報 告 で は1989年

で5万 台,90年 で10万 台 を越 え92年 に は30万 台 の推 定 が あ る。米 国 にIEI較 して低 い普 及 しか

見 込 まれ ないの は,CD-ROMソ フ トウ ェアの流通 の確立,高 性 能 の ドラ イブ開 発 な どが要 因

と考 え られ る。

(2)日 本 の普 及状 況

企 業 の業 態 に合 わせ た利 用,所 謂 バ ーチ カル の普 及 が 台数 向上 の牽1引に な っ て い る。1988

年 に約2万 台の 出荷,89年3.5万 台,90年 に4.5万 台 と推 定 され,92年 には10万 台が 見 込 まれ

てい る。 従来 か らの 実績 では,個 々の企 業 に専従 の シス テム ない しCD-ROM化 へ の取 り組 み

で,自 動 車業 界,航 空機 業界,生 保,銀 行,証 券 等 の金 融業界 な どへ の導 入が これ ら数字 に反

映 してい る。従 って今後 日本 での オ ン ライ ン等 の汎用 デー タのCD-ROM化 へ の移行 や これ ら

流通 の動 向 では前記数 字 を上 回 る事 も考 え られ る。 また業 態 での利用 にネ ッ トワー クの導 入 に

よ る分散処 理へ の取 り組 み でのCD-ROMデ ータの登用等 で,ス タ ン ドア ロー ンでのCD-ROM
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利 用 か ら,さ らにパ ソ コンや ワークス テー シ ョンに よ るネ ッ トワー ク と しての導 入 も益 々増 え

て くる もの と予 想 され る。

さ らに前記 数字 には反映 していないが ゲ ーム,娯 楽,或 い は ビューアの ような専用機 へ の市

場展 開が ここ数年で相次 いで な され,中 には家電市場 に普 及 し,欧 米 とは異 な った展 開模 様 が

ある。

1-2CD-ROMド ライブの技 術動 向

CD-ROMド ライブ を記 憶 装置 と して み た と きには,そ の機 能や 性 能 の相 当の部 分 がCD-

ROMの 標準 規格 に準拠す るため に,予 め決 め られ て いる こ とになる。

業 務 用途 のCD-ROMド ライブ で は,そ の使用法 がCD-ROMの 特質 を生 か した大 型 デ ー タ

ベー ス をデ ィスク上 で 直接 アクセ ス して検 索す る事 にあ るの で,ユ ーザや シス テム ・イ ンチグ

レー タのニー ズ は性 能,信 頼 性,技 術サ ポー ト ・サ ー ビス の3点 に集約 され る。

性 能 につ いて,記 憶 装置 の性 能 を比較 す るポ イン トは,概 ね 容量,転 送速度,ア クセ ス速度

に集約 され る と考 え る事 が出来 る。

容 量 につ いて は,デ ィス ク一枚 当 りの最 大 容量 は標 準 で552メ ガバ イ トに定 め られ て い るが,

デー タベ ースのサ イズが最 大容 量 を越 え る応 用例が増 えつつ あ る。 これ に対処 す るため に,複

数枚 の デ ィス クに作 成 され たデー タベ ー ス を同時 にア クセ ス出来 るよ うに ドライブ を複 数 台接

続 で きるデイ ジーチ ェイ ンの接 続 コネ クタが用意 され てい る。同時 に接続 で きる ドライブ の台

数 は当初4台 であ ったが,デ ー タベ ース の大型化 に伴 って,8台 まで用 意 され てい る。

さ らに,複 数台の ドライブ と電源 を同 一の ケース に納 め たマル チ ・デ ィスク ・ドライブ が米

国で 実用化 されて い る。

転 送速 度 は標 準規 格(153Kバ イ ト/秒)で 定め られ て い るが,将 来 の ドライブ の信 号処 理

回路 の処理速 度 向上技 術 の導入 に よって倍速化 が期待 されて い る。

ア クセ ス速 度 は上 記の 二つ の性能 が標 準規格 に規 定 され る部分 が 多 いの に較 べ て,各 社 の ド

ラ イブの性 能 向上 競 争の ポイ ン トにな っで い る。現 在 は,0.5秒 か ら0.3秒 程 度 にな って い る。

信頼性 に関 しては,業 務用 途のCD-ROMド ライブ で は,長 時 間 にわ た って連 続使 用 され る

場合 が多 い上 に,使 用環 境 が一般 のオ フ ィスの ような良好 な場合 ばか りで な く,自 動車 部 品検

索 システムの応 用例 の よ うに油性 の ほこ りが 多い場合 もあ り,こ れ らに起 因す る障害 が発 生 す

る問題 が顕在 化 した。

障害発生 のメ カニズ ム を分析 してみ る と,長 時間 の連 続使 用 に よ り,CD-ROMデ ィス クの

回転 に よって生 じた空気 の流 れが ほ こ りを吹寄せ るこ とに よ り,光 ピ ックア ップ の レンズ上 に

ほ こ りがた まって,つ い には読 み取 り信 号 レベル の低下 を来 す こ とにな る。

これ らに対処 して,対 塵 埃特性 を改善 し,シ ステ ムの信 頼度 を向上 す るため に密 閉度の 向上

とレンズ ク リーニ ング対策 が施 され た。
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密 閉度の 向上 では,ド ライブケー スの 開 口部 を極 力減 らす事 に加 えて,フ ロン トパ ネルのデ

ィス ク キャデ ィ挿 入 口 に2重 ドア を設 けて,キ ャデ ィを挿 入 した後 も2番 目の ドアが 閉 じて動

作 中の外部 か らの塵埃 の侵 入 を防 ぐ。

レンズ ク リーニ ングで は,ド ライブ 内部 にレ ンズ ク リーニ ング用 の ブ ラシ を内蔵 して,デ ィ

ス クキ ャデ ィの挿 入排 出時 に ピ ックア ップ の レ ンズ上の塵埃 を取 り除 く動作 を行 う。

更 に,レ ンズ上 の塵埃 が増 加、して,入 射 光量 が低 下す る とその レベ ル を検 知 して 自動 的 に動

作 を開始 した り,警 告 を発 生す る ドライブ もあ る。

技 術サ ポー ト ・サ ー ビス に関 して は,CD-ROMド ライ ブ をパ ー ソナ ル ・コ ンピュ ータや ワ

ー クス テー シ ョンに接 続 して動作 させ るため には,異 な るコン ピュー タの シス テムバ ス に対応

す るホス トア ダプ タや デバ イ ス ドラ イバ ・ソフ トウェア を用意 す る必要 が あ る。 この ため に,

シス テム ・イ ンチ グ レー タやユ ーザ に対 す る技術 的 な説 明 ・情報 の提供 ・相 談 に応 じる事や保

守サ ー ビスが,CD-ROMの 普及 ・促 進 のため に重要で あ る。

(1)八 一 フハ イ トSCSI対 応

SCSI(SmallComputerSystemInterface)は,SASI(ShugartAssociateSystemInterface)

を基 に,ANSI(AmericanNationalStandardInstitute)が 制定 した小型 コン ピュー タ用汎用

入 出カ イ ンター フエー スで ある。 その最 終規 格(SCSI-1)は1986年 に発行 され,イ ンター フ

ェー ス信 号の 定義や タ イ ミングな ど,主 と して物 理仕様 を制定 し,近 年の小 型 コン ピュー タ周

辺機 器(磁 気 デ ィスク,磁 気 テープ,光 デ ィス ク,プ リンターな ど)の 種類 の増 加 に対 応 した

イ ンター フェース を提 供 して い る。

特 に,コ ンピュータ周 辺機 器 を接 続 す る場 合,そ の機 器専用 の コ ン トロー ラ をコ ン ピュー タ

に接 続 す る従来 の一 般的 な方法 に対 し,単 一 の コン トロー ラで総 ての機 器 を接 続可 能 なイ ンタ

ー フェースの 実現の 要求 を満 た して い る事 が特 徴で あ る。デ ー タ転送 速 度 も適 度 に高速 であ り,

これ らの 長所 に着 目 し,近 年,SCSI対 応 の コ ン トロー ラ(イ ンタ ー フ ェー ス ・カー ドと も呼

ばれ る),・周 辺機 器,あ るいは コ ン トロー ラ内臓 の ホス トコン ピュー タが急 速 に普 及 して きた。

また,SCSIイ ンター フ ェース用 のVLSIを 製 造す るメ ー カの数 も増 え,数 年 前 に比 べれ ば低

価 格 の シズ テム構 築 も可 能 どな り,経 済 的 な観点 か ら も,SCSIは 今 後 非 常 に有 望 な イ ンター

フェース であ る と言 え る。 ・

ANSIで は現 在SCSI-1を 改 良 したSCSI-2規 格 を審議 中で あ り,ま もな く正 式 規格 が発 行

され る予 定 であ る。SCSI-2は 基 本 的 にSCSI-1の 上 位規 格 で あ り,デ ー タパ スの拡 張 に よ る

高速 なデ ータ転送,キ ャ ッシュメモ リ機 能 な ど拡張機 能が定義 され,よ り.高度 なイ ンター フェ

ー ス を目指 してお り,対 象 として い るデバ イスの種 類(例 えば チ ェ ンジ ャーデバ イス),コ マ

ン ドセ ッ トの数 も増 えてい る。

CD-ROMも 従 来 は リー ドオ ン リー ・デバ イスの一 部 に分 類 され て い たが,CD-ROMの 普

及 を考 慮 し,新 た にCD-ROMデ バ イスが 定義 され,CDオ ー デ ィオ機 能 が標 準 コマ ン ド化 さ
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れた。例 えばオーデ ィオ演 奏 を開始 させ るPLAYAUDIO,現 在再 生 されて い るア ドレス デー

タ を転 送す るREADSUB-CHANNEL,デ ィス クのTOCデ ー タ を転 送 す るREADTOCコ マ

ン ドな どであ る。

約5年 前 にCD-ROMド ライブ が発売 され始 め た 当初 は,SCSI-1の 最 終 規格 す ら制定 され

てお らず,適 当な共 通 イ ンターフ ェースが な く,ド ライブ発売 メ ーカ独 自の イ ンターフ ェー ス

(ユ ニー ク ・イ ンター フェー ス と呼 ばれ る)対 応 が主流 で あ り,全 て の面 で互 換性 が存在 しな

い時代 で あった。SCSI-1の 規格 発表後,周 辺機 器のSCSI化 に同期 し,ユ ニー ク ・イ ンター フ

ェース採 用 メー カ もSCSIイ ンター フ ェス対 応 に切 り替 え,SCSI対 応CD-ROMド ラ イブ が増

えつ つ ある。

しか し,SCSI-1は あ くまで も物理 的仕 様 の規格 で あ り,CD-ROMに 不 可欠 なオ ーデ ィオ

機 能制御 コマ ン ドに関 して は,メ ーカ 固有 コマ ン ド(ベ ンダー ・ユニ ー ク ・コマ ン ド)が 存 在

し,完 全 な互 換性 は実現 され ていな いのが現 状 で あ る。 この面 で は,審 議 中のSCSI-2規 格 に

よ り,メ ーカ 間の標 準化 が物 理的,あ る程 度論理的 にな され る事が 予想 され る。

なぜ な ら,SCSI-2規 格 と各社 の ドラ イブがサ ポー トして い る機 能 とほ とん ど同等 で あ り,

技術 的 には各 メーカ ともSCSI-2対 応 ドライブ は比較 的容 易 に開 発で き,各 メー カ と も標 準化

の重要性 は理 解 して い るためで あ る。SCSIイ ンターフ ェース の隆盛 お よびCD-ROMの 標準 周

辺機 器化の観 点か ら鑑 み,一 部 ゲーム専 用機 な どを除け ばSCSIが 実質 的なCD-ROMの 標準 イ

ンタ ー フ ェース とな る日 も近 い であ ろ う。

CD-ROMド ライブ には,電 源 内臓形 の ス タン ドア ロ ンタイプ と,コ ン ピュ ータ な どに組 み

込 んで使 用す る ビル トイ ンタイプ が ある。前者 には特 に外 形寸法 の制 約 はな いが,後 者 は標準

的な寸法 で ある事 が要求 され る。CD-ROMド ライブ発売 当初 はその完 成度 が低 か った事 もあ

り,フ ルハ イ トの ビル トインタ イプが大 半 で あった。

その後発売 され た八 一 フハ イ トタイプ もユニ ー ク ・イ ンター フ ェー ス対 応 ドライブ もしくは,

コ ン トロー ラ基 板 は外付 け タイプ(メ カユ ニ ッ トのみ 八 一 フハ イ ト)で あ り,当 初 か らSCSI

イ ンター フ ェース を内蔵 し八 一 フハ イ トを実現 した メー カは一部 で あった。

しか し,SCSIの 普 及,特 にSCSIイ ンタ ーフ ェー ス用 のVLSIの 開発 に よ り,現 在 で は八 一 フ

ハ イ トサ イズ(5イ ンチサ イズフ ォーム フ ァク ターで あ り,高 さが41.5㎜)の ドライブ が圧

倒 的 に主流 で ある。

コ ンピュー タの小 型化,周 辺機 器の標 準化 を反映 し,八 一 フハ イ ト/SCSI対 応CD-ROMド

ライブが 当面 主流 で あろ うこ とは疑 うべ くもない。
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表3-1.CD-ROM特 有の追加 コマ ン ド

SCSIデ バ イス共通の追加機能 コマ ン ド

CD-ROM特 有 の機 能 としての追加 コマ ン ド (但 しCD-ROMコ マ ン ドー覧 内に挙げ られて い る

コ マ ン ド)

1.PAUSE/RESUME 1.CHANGEDEFINITION

2.PLAYAUDIO(10) 2.LOCK/UNLOCKCACHE

3.PLAYAUDIO(12) 3.SYNCHRONIZECACHE

4.PLAYAUDIOMSF

5.PLAYAUDIOTRACK/INDEX

6.PLAYTRACKRELATIVE(10)

7.PLAYTRACKRELATIVE(12)

8.READCD-ROMCAPACITY

9.READHEADER

10.READSUB-CHANNEL

11.READTOC

(2)マ ル チ デ ィス ク ・ドライブ

CD-ROMデ ィス ク は約600MBの デ ー タが収 納 で きるが,マ ス ターデ ー タの 格納 で は1枚

に編 集処 理で きな い もの,或 い はデー タの期 間毎の 履歴 を必要 と して複数枚 に検 索 を要 す る も

の な ど,ド ライブ を多段 に接 続 を して検 索す る要求 が徐 々 に出現 してい る。

これ らを解決 す るに は,CD-ROMド ライブ相 互 をSCSIな どの ように デー ジー チ ェイ ン接 続

して利 用 す るが,シ ステム の物理形 態,価 格 な どか ら専用 の形態 をな した3～6ド ラ イブ の一

体 な る ものが提供 され始 め た。一般 に は(1)に 紹介 の ドライブ を専 用筐体 に数個 収納 した も

ので,コ ンパ ク トさや 価格 にメ リッ トが反映 して い る。

またCD-ROMチ ェ ンジャー の商 品名 で複 数枚 のCD-ROMを 専 用の キ ャデ ィー に収 め 単－

CD-ROMド ライブ ・ユ ニ ッ トへ 装着 しレコー ドの ジュー クボ ックスの利 用形 態 を示 した もの

が 出現 した。や は り省 スペ ース,コ ス トに反映 している。

2.CD-ROMド ライ ブ 内 蔵 パ ソ コ ン

600MBの 大容 量記憶,小 型軽量,低 コス ト大 量生 産な ど,膨 大 な情報 を経 済 的 に提 供 す るCD

-ROMデ ィス クは,オ ンライ ン ・デ ー タベ ース な どの文 字情 報 の提供 か ら商 用化 が な され,

さ らにDTP/EPを は じめ情報 サー ビス,情 報調査 な どの市場 にお いて利 用 され てい る。

またCD-ROMXAの よ うに,文 字情報 だ けで な く,音,静 止 画,グ ラ フ ィックス な どが収

め られ,マ ル チメデ ィア と しての ビ ジネスユー スか ら,さ らに教 育分 野や 民生 市場 な どへ広範

な展 開 も今後 期待 され る。 この ような状況 で1989年 には各社 か らCD-ROMド ライブ 内蔵 のパ

ソコ ンが発売 され,各 種 用途 に利 用 され てい る。
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2-1FMTOWNS

CD-ROMを コンシ ューマ 向け商品 と して位 置付 け るため に は,紙 で存 在 してい るデー タ(出

版物)を ただ単 に置 き換 えただ けのCD-ROMし か入 手で きな い と した ら,市 場 の拡 大 は望 め

ない。 一般 の消 費者 に,CD-ROMの 特 長 を活 か した高 付加 価値 のCD-ROMア プ リケー シ ョ

ンを提供 す る必 要が あ る。

既存 の出版物 と比較 して,CD-ROMの 優位性 を上 げ る と,大 容量 で ラ ンダム ・ア クセ スが

可能,オ ーデ ィオ ・デー タ を文 字 ・画像 な ど と対 応 させ て再 生 で きる。FMTOWNS前 のパ ソコ

ンで は,オ ーデ ィオ ・デ ー タではFM音 源 やMIDIな ど電子 楽器的 な能 力は あった ものの,自 然

音 を再生 す る機 能 が 欠落 して い た。 また,画 像 に お い て は,4096色 中の16色 とい う線 図 や ぬ

り絵的 な絵 の表現 能 力に限定 され ていた。 また,ソ フ トウェ ア面 で は640KB～1MBの メ モ リ

空間 限定 に よって,特 に大容 量 を必要 とす る画像 の再生 ・処 理 に は,対 応 で きない状況 にあ っ た。

,MTOWNSで は,CD-ROMの 大 容量 電子 メデ ィア と しての特 長 を発揮 す るため に以下 の よ

うなハー ドウ ェア ・ソフ トフェア機 能 の実現 を行 って い る。

オーデ ィオ

画像 ・グ ラフ ィックス

TOWNSOS

TOWNSGEAR

FM音 源

MIDIに よる電子楽器 へ の接 続

PCM音 源(自 然音 の録音 ・再 生が 可能)

ADPCM再 生(CD-ROMXAに 対 応)〔 オプ シ ョン〕

〔4倍 ～16倍 にオーデ ィオデ ー タ を圧縮 記録 〕

320×240--32000色 同時発 色

640×480～256色 同時発 色

スプ ライ ト 、

最 大4GBま で のメモ リ空間 をアプ リケー シ ョンが利 用で きる。'

上 記の機 能 を利 用 したハ イパ ーテ キス トの編 集 ・再生 を行 う。既 に,

言語や歴 史 な どのマル チ メデ ィア を利 用す るアプ リケ 〒シ ョンが開 発

され てい る。

CD-ROMXA対 応 のADPCM再 生 が実現 したため,高 品質 の オ ーデ ィオ ・デー タの 長時 間

記録 した もの,オ ーデ ィオ と画 像の 同期 再生 を必 要 とす るタ イ トル,外 国語ナ レー シ ョンの瞬

時切 り換 え,画 面 説 明の選択切 り換 えな どイ ンタ ラクテ ィブ性 に富 んだマル チメデ ィア ・タ イ

トル の制作 が で きる ようにな って きて い る。
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2-2QuarterL

1989年4月 一一6月 にIBMPC/AT互 換機;国 内 フ ォJ－ヤ ッ、トはAX機 を起 点 に し たCD-

ROMド ライブ 内蔵,SCSI対 応,ネ ッ トワ ー クな どを配 慮 した32ビ ッ トパ ソ コ ン 『QuarterL

〈PCX-300シ リーズ 〉』 が発売 され た。

と りわ け多 くの モデル でSCSIを 搭 載 し,CD-ROMド ライブ,MO(光 磁 気記録 装置)やDDS

(DATス トリーマ)な どの拡 張 を可能 に して いる。 中で もPCX-300C41,C11の モ デル は,CD

-ROMド ライブ を内蔵 し
,従 来 のパ ソコ ン とは違 った利 用面 で市場 展開 されい る。

(1)図 書 館関 連 市場

従 来 か ら国立 国会 図 書 館 では,オ ンラ イ ンを主 体 に した書 誌情 報 検 索 シス テ ム 「JAPAN

MARC」 と して図 書館 市場 に向 け書 誌情報 を提 供 してい る。1987年 に 「J-BISC」 と.してCD

-ROM化 が行 なわれ た 。 「J-BISC」 で は約40万 件 の書 誌 デ ー タがCD-ROMデ ィス ク1枚 に

収納 され,複 合 多重検 索 が 可能 で,さ らに必要 とした書 誌 デ ータ はCD-ROMか ら他 の記録 メ

デ ィアヘ ダ ウ ンロー ドす る機 能が あ る。'・

PCX-300C41やC11の モ デル で はSCSIを 標準 で装 備 してお り,MOやDDS(DATス トリー

マ)な どに必要 な書誌 デ ー タ を再記録 し,図 書 館業務 に お ける蔵 書管理 や,貸 出管理 な どへ機

能拡充 が はかれ る。

また米 国 に お け る こ の種 のCD-ROMデ ィス ク と してBOWKER社 の 「BooksInPrint」,

SilverPlatter社 の 「MEDLINE」 、 をは じめ と した各 種 医療,ビ ジネ ス,金 融,技 術 な どの 文

献検索,他CambridgeScientificAbstracts社,DAILOGInformationService社,Lotus社 な

ど200タ イ トル を超 え るCD-ROM版 デ ータ.ベー スが国 内で利 用で きる。

(2)商 品流 通情報

書籍情 報 は見 方 を変 え る と商 品 目録 で あ る書籍 流通 マス ター デ7タ と しての捉 え方 が あ る。
'
コ ンビニエ ンス ・ス トアや 書店 の受発注 管理 シス テム と しての利用 で あ る。新刊 書籍 のマ ス タ

ー はオ ンライ ンで提 供利 用 され ,大 半 の膨 大 な市場 に出回 って い る書籍 の 目録 は,CD-ROM

か らと併 用す るこ とで,顧 客の 注文 あ るい は,商 品棚 での補 充 を 自動 的 にマス ターで検 索 し,

書籍の 発注処 理 を行 な うこ とが 出来 る。 書籍 をは じめ,薬,酒,レ コー ド,他 多 くの商 品流 通

業 で は,CD-ROMがVANと 並 存 した格好 で商 品管 理,受 発注,POS(販 売即 時分 析)な ど

の処理 が可能 に な る。

(3)企 業 内CAI

学校教 育 は もちろん,企 業 にお ける教 育 として,商 品知 識 専門知識,販 売 ・代 理店教 育,

顧 客サ ー ビス,新 入社 員教 育,各 種 資格取得 な どが ある。 文字 デー タ以 外 に,静 止 画,音 が加

わ って,対 話 的 におこ な え るシステム として利 用 されて い る。
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(4)企 業 内業務 処理

企業 での定型業 務 に使 用 され る各種伝 票,用 箋,ま た,取 り扱 い説 明書,マ ニ ュアル類,電

話帳 な どCD-ROMの 特 徴 を十分 に活 か した利 用が で きる。帳 票業 務 にお い ては帳 票 の定型 フ

ォーム をCD-ROMデ ィスクに収 め,則 した アプ リケー シ ョン ・ソフ トか らこれ を呼 び出す こ

とでデ ータ を編集 処理 し,電 子 メール な どで配 布が 可能 にな る。 ネ ッ トワー ク上 に定 型書式 を

一元 化 して部署 で管理す るこ とで多 くの ユ ーザへ の利用 も可能 にな る
。

(5)CD-ROMXAス ター タ ・キ ッ トの対応

1989年5月 末 に,XA対 応 のアプ リケ ー シ ョン開発者 む けに 『CD-ROMXAス ター タ ・キ

ッ ト<CRD-200K>』 が 用意 され た。3つ の機 材 とマ ニ ュアル で構 成 され,こ れ らが利 用 で

きる。

a .CD-ROMXAイ ンター フ ェース ボ ー ド ・

IBMPC/ATも しくは互 換機,あ るいは 「QuarterL〈PCX-300シ リー ズ 〉』 な どのAX

のATパ ス に接続 して利 用す る。2組 のADPCMデ コー ダや,64KBの デ ー タバ ッフ ァを搭載

して お り,DMA機 能,ADPCMオ ー デ ィオ の音量 制 御機 能,オ ー デ ィオ 出力機 能 な どを備

えてい る。

b.MSCDEXVer2.1

XAに 対 応 したMicrosoft社 の新 しいMS-DOSCD-ROMExtensions2.10と,ド ライバ

ー ソフ トが付属 してい る。

c.XAサ ンプル ・デ ィス ク

CD-ROMXAフ ォーマ ッ トを前提 に して制作 され たCD-ROMサ ンプル ・デ ィスクが付

属 してい る。男 女の音 声 に よるナ レー シ ョン(日 本語 と英 語)や 各 種 の 音楽 をXAで 定 め る

レベルBやCの モー ドで収 め てい る。MCGAや 拡 張VGAで の 静 止画 や 部分 動 画 も収 録 されて

い る。将 来 的 に はエ ン ド ・ユ ー ザ 向 け のCD-ROMXAイ ン タ ー フ ェー ス ・ボ ー ドや,

ADPCMの エ ンコー ド・ボー ドの商 品化 も検討 中 であ る。
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第4章 利用環境の新 しい動向

1.CD-ROMマ ル チ ア ク セ ス お よび ス タ ン ドア ロン両 シス テムへの拡 張

スタ ン ドア ロ ンか らマ ル チア クセスへ:ネ ッ トワ ーキ ング ・シス テム の登場

1-1マ ルチ ア クセス への ニーズ

CD-ROMは い くつ かの視 点 か らの分類が 出来 るが,内 容か ら見 ると次 の二 系列 に分 け られ

る。

(1)若 干の索 引機 能 あ るい はマ ル チメデ ィア を持 つ辞 書,レ フ ァ レン ス な ど,基 本 的 に は冊

子体 出版物 の延 長上 にあ る電子 出版 系 ソフ ト。

(2)オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ー スのCD-ROM版,あ るい は オ ン ライン ・サ ー ビス は され て い

ないが同様 の 目的 でデ ー タベー ス と して構 築 された,い わ ゆ るデー タベ ー ス系 ソフ ト。

この 中で,こ こ数年米 国 の大学 図書館 で採用 が進 んで来 た デー タベー ス系CD-ROMに つ い

て,図 書館,利 用者 双 方か ら,ス タ ン ドア ロン形 式 に よる利 用 にい くつ か の問題点 が指摘 され

て いた。

す なわ ち,1枚 のCD-ROMが 利 用者 に長時 間 占有 され る結果,次 の 利 用 希望 者 は待機 を余

儀 な くされ,効 率 の よい研 究が進 め られな い。 多数 の利 用 希望 者が ある場 合,同 一の ソフ ト ・

ハー ドウ ェア を複 数購 入す るこ とが予算上 困難,な どで あ る。

この解決 と して開 発 され たの が,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク(LAN)環 境 下 で1枚

のCD-ROMに 複 数の 端末 か ら同時 にア クセ ス 出来 る,ネ ッ トワ ーキ ング ・マ ル チア クセ ス ・

システム(マ ル チユ ーザ ー ・シス テム と も呼 ばれ て いる)で あ る。
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1-2シ ス テム構成 図

複 数のCD二ROMを コ ン トロールす る,あ るい は複 数のPCか ら1枚 のCD-ROMに ア クセス

す るには次 の ような方式 が あった。

(1)

Q o ◎)CD-R・M

(2)、

Q

、

ワークス テー シ ョン

(3)

Q

、'

◎

ワークステー シ ョン
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(4)こ れ に対 し,ネ ッ トワー キ ング ・シ ステム はLANと 結 び次 の ような形 で運 営 され る。

'巨 三

口
o

CDサ ーバ.

(ド ラ イブ 内蔵)

口

ワークステー シ ョン ワー クステー シ ョン

口
一 口

n

ネ ッ トワー ク ・

フ ァイル サーバ ー

口
口
口

ワークステー シ ョン ワー クステー シ ョン

図4-1.シ ス テ ム構 成 図

' 、

巴●'→

一'工'

一 目
一 ⇔
一 嗣"一一一 ・

ワー クス テー シ ョン

表4-1.シ ス テ ム仕様

ネ ッ ト ワ ー ク

八 一 ド ウ エ ア グ

ト

ン

ト

ソ

戊

ソ

ネ

ン

ネ

サ

ク

ク

一

一

ー

イ

ト

ア

ネ ッ ト ワ ー ク

ソ フ ト ウ ェ ア

NOVELL

3-COM ,

PCLAN

そ の 他

CD-ROMデ ィスク ハイシェラ/ISO9660フ ォーマ ッ ト

CD-ROMド ライブ
. 容 量

データ転送速度

回転速度

ア クセス時間/

転 送速度

リー ドエ ラー レー ト

663MB(モ ー ド1使 用 時)

153.6KB/S(MAX)

200-・400rpin(CLV)

平 均250ms

400KB/S(キ ャ ッ シ ュ時MAX)

10-i2(モ ー ド1使 用 時)

CD-SERVER 性 能

モデル100T

モデ ル200T

10ユ ー ザ(通 常)

35ユ ー ザ(ヘ ビ ー ユ ー ス)

25ユ ー ザ(通 常)

75ユ ー ザ(ヘ ビ ー ユ ー ス)
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1-30NLINE'88N.Y.お よび それ以 降 の動 き

ネ ッ トワ ー キ ン グに関 す る研 究発 表 は1988年10月,ニ ュ ー ヨー クで行 われ たONLINE'88

N.Y.に 於 いてDIALOGINFORMATIONSERVICES社(DIS)のR.MEYER氏 に よってな さ

れ,当 時,ス タ ン ドア ロン型利 用の 限界 を感 じてい た米 国 の大学 図書館,教 育研 究機 関 な どか

ら注 目され,導 入が始 まった。

ここでDISが 発表 したCD-ROMネ ッ トワー キ ング ・システ ム概 要 で は,CD/Net,Optinet,

ReferenceCtr.,CD/Informachineの4シ ス テム につ いて,互 換性,ド ライブ最 大 数,ハ ー

ドウェア構 成,ワ ー クステー シ ョン数 な どの 比較 デ ー タが採 り上 げ られ ていた(デ ータベ ース

白書1989年 版,pp.20)。

以来,現 在 も積極 的 なマ ー ケ テ ィ ング 活動 を継続 して い るの はCD/Net(日 本 で の商 品名

はCDサ ー バ)とOptinetだ け とな っ て い る。 な おCD/Netの メ ー カ ーで あ るMERIDIAN社 は,

CD-ROMソ フ トの大 手SilverPlatter社 にOEM製 品 「Multiplatter」 を供給 してお り,こ の名

で採 用され て い るケ ース も多 い。

2.開 発 か ら実 用 へ

2-1ネ ッ トワー キングの評価 点

ネ ッ トワー キ ング ・シス テ ム採 用 は,前 述1-1に 挙 げた 問題 点 を解 消 す る他,デ ィス クの

損傷 ・紛失 防止,図 書館 員の サ ポー トその他 に於 け る労働 負担軽減,ソ フ ト購 入の 多様 化 な ど

のメ リッ トを もた らした。

一 方,採 用側 に は利 用セ ミナー,デ ー タベ ース ・セ ミナ ーな どの開催 とか,簡 単 な利用 マニ

ュアル作成,利 用管 理な どの業 務 も新 規 に発生 してい るが,そ れ らを越 えて評価 が 高 く,こ こ

へ来 て利用 経験 発表 が情 報関係 誌 ,ミ ー テ ィングな どで行 われ るよ うにな って来 た。

2-2BostonColtegeの 例

BostonCollegeは 学 生 ・院 生 総 数14,000名 余 の 大 学 で あ る が,そ の 中 央 図 書 館 で は 既 に1974

年 に 看 護 学 科 でNLMオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を 導 入,更 にDIALOG,SDC/ORBIT,BRS,

NEXIS,Vu/TEXTな ど 主 要 な オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を利 用 して きた。

こ こ で利 用 の 多 い フ ァ イル(ERIC,PaychologicalAbstracts,SociologicalAbstracts)に

っ い てCD-ROMへ の 誘 導 を 図 る と共 に,SilverPlatter社 と 協 議 し,当 時 試 作 段 階 に あ っ た

MultiplatterIの テ ス ト利 用 に踏 み切 っ た 。1987年1月 の こ とで あ っ た 。

MultiplatterIはPCと ド ラ イ ブ そ れ ぞ れ4台 で 構 成 され て い た が,デ ィ ス ク の 取'り 替 え は図

書 館 員 が 行 な わ な け れ ば な らず,ま た利 用 の 多 い ソ フ トは 何 日 も前 か ら予 約 が 必 要 な ど多 くの

問 題 点 が あ っ た。
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改善 へ の努 力 は1988年9月,PC4台 と ドライブ11台 で構 成 され る第1段 階の ネ ッ トワ ー キ

ング ・シ ステム とな って完成 し,市 場 に出 され るこ とに な った。

2-3わ が国 に おけ るネ ッ トワーキ ング ・システ ム

CD/Netは,現 在 わ が国 で市販 され て い る代 表的 なネ ッ トワー キ ン グ ・シス テム であ るが,

購 入希望 は主 に大学 図書館 よ り寄せ られて い る。中 で も医学 ・歯学系 大学 に於 いて関心 が 高 い。

また,企 業 の研 究 ・開発部 門か らの照会 は極 めて少 ない。

ただ,米 国の例 を見 る と,ビ ジネス情報,企 業 信用情 報 な どを利 用す る機 関 では,CD/Net

の ようなマルチ ア クセス ・シス テム に対 す るニ ーズが高 い。 これが わが 国 にど う影 響 す るか注

目され る ところで ある。

マル チ ア クセ ス に対 し,こ れ までデー タベー ス ・プ ロデ ューサー は別 に設定 した複 数 端末利

用料金 制 をとる とか,検 討 中,あ るい は一切 付加料金 を と らないな ど一 定 しなか った。 ところ

がDialog社,SilverPlatter社 な どが相 ついで,大 学 その 他教 育機 関 に対}して は付 加料 金 を課 さ

な いこ とを決 め た。 わ がが国 で はJ-BISCが 同様 の決 定 を してい る。 これ はネ ッ トワー キ ング

によ る利 用 を促 進 す る効果 を もた らす もの と思 われ,当 然 の こ となが ちわが 国の利用機 関 か ら

も歓迎 され てい る。

3.ス タン ドアロン型での新展開

3-lCD-ROMチ ェ ンジ ャー

ネ ッ トワー キ ング ・システム とは別 に,ス タ ン ドアロ ン型 の利用 に も,新 しいアプ ロー チか

らの使 い易 さへ の追求 が進行 してい る。

複 数枚 数 のCD-ROMソ フ ト,例 えばOnDiscMEDLINE(8枚),CD-cATSS(3枚),

DISSERTATIONABSTRACTS(3枚)な ど をま とめて1個 のマ ガ ジ ンケー スに格 納 し,1

台の端 末 で利 用 す るシ ス テム が開 発 された。パ イオニ ア のCD-ROMチ ェ ンジ ャー で あ る。

LANへ の接続 も可 能で あ る。

これ は1枚 ものの レファ レンス用CD-ROM枚 数 を同様 に格納 して お き,必 要 な ソフ トをハ

ー ド上 の操作 で と り出 し,利 用す るこ とに も応用 出来 る。
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公表 された主要仕様 は次の通 りである。

表4-2.CD-ROMチ ェ ンジャーの主要仕様

データ容量 3.2Gバ イ ト(540Mバ イ ト/枚)

データ転送速度 153Kバ イ ト/秒(連 続)

ア クセスタイム
▼

平均0.6秒

最 大0.8秒

リー ドエ ラ ー レ ー ト 10-12以 下

イ ン タ ー フ ェ イ ス SCSI

オーディオ出力

周波数特性
出力電圧

4～20KHz

2.OVr.m.s.(LINEOUT)

0.6Vr.m.s.(HEAEPHONEOUT)

電源電圧 100V,50/60Hz

消費電力 25W

外形寸法 210(W)×115(H)×360(D)

これはSCSIバ ス構 成 に より最 大7台 の チ ェ ンジ ャーが デ イジー チ ェー ン型 に接 続 出来,最

高42枚 のCD-ROMに ア クセスす るこ とを可能 にす る もの で,通 常のス タ ン ドア ロ ン型利 用 に

十 分対応 出来 るCD-ROMラ イブ ラ リーへ の展望 を持 ってい る。・

現在,CD-ROMチ ェ ンジャー には大 学 図書 館 方面 か らのニ ーズが 中心 とな って い るが,個

人の知 的 ワー クス テー シ ョン,い わ ゆ る電子化 書斉 に適 した ソフ トの開発 次第 で は,今 後 急速

にマ ーケ ッ トを拡大 す る もの と思 われ る。

口

○ ○
Eト

o
⊂F⊂ ト ⊂ ト ー 端'"

E手 口

〈=)__

」ユ
PC1 PC2 PC3… …

【ワー クステー シ ョン】

PC CD-ROM

チ ェ ンジ ャー

【サ ーバ】

6枚 のCD-ROM

例.英 語辞典

国語辞典

地図辞典

六法全書

人物情報など

図4-2.CD-ROMチ ェ ン ジ ャ ー 接 続 例,1

〈=⊃pc

CD-ROM

チ ェ ンジ ャー

xeq曳N曳eqx
図4-3.CD-ROMチ ェ ン ジ ャ ー 接 続 例,II
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3-2ジ ュー クボ ックス型 システ ム

日本の公 開特 許公 報CD-ROMの 如 く,1年 分 が100枚 を超 え る大型 セ ッ トに対応 し,270枚

までのCD-ROMを 一挙 に格納 し,ス タ ン ドア ロンで利 用す るシステム が,1989年12月 ロン ド

ンで開催 され た第13回 国際 オ ンライ ン ミーテ ィ ング にお いてデ モ ンス トレーシ ョンされた。

VOYAGERと 呼 ば れ る この シス テム は英 国 のNextTechnology社 に よ り開 発 さ れ;厩 に

BritishLibrary,Disclosure社 な どに採 用 され て い るが,現 実 問題 と して これ だ けの 数のCD

-ROMで 構 成 され る ソフ トは殆 ん ど見 られ ず ,ま た1枚 もの のCD-ROMを 集 め て ラ イブ ラ

リー を作 ろ うと して も購 入費 用が膨 大 な もの とな ることな どか ら,利 用者 は極 く限 られた とこ

ろに なるで あろ うとい う見 方 が多か った。

なお,BritishLibraryは 従来使 用 していた ドーナ ツ型 にCD-ROMを240枚 格 納利 用 す るCD

-ROMジ ュー クボ ックス をVOYAGERに リプ レイ ス した と伝 え られて い る。

VOYAGERシ ステ ムの主要仕様 はカ タログに よれ ば次の表4-3の 通 りで あ る。

表4-3.VOYAGERシ ス テムの主要仕様

CDLRoM格 納 枚数:

CD-ROMド ライブ 内蔵数:

デ ィスク トランス ファー速度

イ ンターフェイス:

外 形 寸法:

90,180,270枚

8

平 均5秒

RS232,SCSI

450(W)×700(H)×890(D)

(参 考 資 料)

13thInternationalOnlineMeeting,Proceedings,

LASERDISCPROFESSIONAL,VOL.2,5,1989.

パ イ オ ニ ア ㈱

MERIDIANDATAINC.(日 商 エ レク トロニ ク ス㈱)

一25一





第5章 データ収集





第5章 デー タ収集

1.概 要

CD-ROMの 登 場 以来約5年 の 間にハ ー ドウェアの規格,デ ィス クの物 理構 造,論 理 フ ォー

マ ッ ト,デ ー タ圧縮 な どに関す る課題 が逐次整 理 された結果 ,ハ ー ドウェアの普 及 に はまだ問

題 が あ るが,CD-ROMに 適 した デ ー タの 姿が漸 く見 えは じめ て い る。CD-ROM用 デー タの

収 集 方法 は,(1)オ ンラ イ ン情 報 サ ー ビス用 デ ー タベ ー スの転 用,(2)冊 子 体 印 刷 用 電算

写植 デー タの 転用,(3)光 デ ィス ク シス テム用 イメー ジ ・デー タ の転 用,(4)CD-ROM用

デー タベ ースの新規 構 築,に 大別 され る。現時 点 ではCD-ROM専 用 の デ ータベ ー スが 乏 しい

ため ア メ リカで は(1),日 本 で は(2)が 主流 で あるが,こ の ま まで は(4)の 問題 が深 刻

にな り,CD-ROM普 及の 障害 に な りかね ない。

CD-ROMに 馴 染む デ ータ は特 定 し難 いが,パ ソ コン方式 の大 容量 ス タ ン ドア ロ ン ・シス テ

ムに搭載 され るこ とを考慮 す る と,多 種類 のデ ー タの相 関関係 か ら新 しいデー タ(情 報)を 生

み 出せ る と共 に,い わ ゆ るフ ァク ト ・デー タの ように寿 命が比較 的 長 い もの が好 ま しい。 経済

情報 の ように一 過性 の デー タに関 して は,従 来 のオ ンライ ン ・デ ータベ ー スの 方が有 利 だ ろ う。

長寿 命の デー タ をCD-ROMに 収録 した もの と,短 寿命 の デー タ を磁 気 デ ィス ク に収 録 した オ

ンラ イン ・デ ータベ ー スの併 用 もあ り得 るが,「 軽便 かつ 安価 な スタ ン ドア ロン ・シス テム」

とい うCD-ROMの 謳 い文 句か ら少 し逸脱 す るか も知れ ない。 目新 しい用途 と してゲ ーム をは

じめ とす るア ミュー ズメ ン ト分 野が注 目されて い るが,本 命 はCD-ROMの 特 質 を生 か した大

型 デ ータベ ースで あ る とい う意見 も少 な くない。

デ ータベ ース を構 築 す る際 の難題 は人手 に よるイ ンデ クシ ング(キ ー ワー ドの付 与)で あ り,

特 に(1)と(2)に つ いて は,こ の作業 の 自動化が 実現す れば大 幅 な労 力節 減 が期待 され る。

一 方(4)に つ いて は
,見 識 豊 かな熟練者 の デー タ評価 能力 と,情 報 工 学 に精 通 した若 年者 の

デ ー タ加工 技術 を調 和 させ るこ とが肝要 で ある。 しか し,こ の ような条 件 を整 え るには膨 大 な

労 力,時 間,費 用 な ど を要 す るの で,国 家 規模 での支援体 制 を早 急 に確立 す るこ とが望 ま しい。

日本で はデ ータ を収 集 してデー タベ ース化す る体 制 が未 熟 であ り,特 に学術 や技 術 の分 野 で

は基 本デ ー タベ ース の大半 が欧米 に依 存 して い るのが実情 で あ る。民 間企業 でデ ー タベ ース を

構 築 した例 もあ るが,デ ー タの公開 や フ ォーマ ッ トの統一 な どに関す る問題 を克服 し難 い。欧

米 で はデ ー タベ ース の構 築 とCD-ROMの 製作 を別 の機 関で 実施 す るの が通例 とな って い る結

果,リ ー ス契 約方 式が 普及 しつつ あ り,使 用 済 みのCD-ROMデ ィス クは更新 の都 度返 却 す る

場 合が 多 い。

一27一



2.オ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビス用 デ ー タベー スの転用

周 知の ようにアメ リカ を中心 と してオ ンライ ン ・デー タベー スが 国際 的 に普 及 してお り,多

種 多様 の デー タベ ースが構 築 され てい るが,こ の方 式 では情報検 索 の専 門 家 と してサ ーチ ャー

を要 す る と共 に経済 的負担 が大 きい。一 方,CD-ROMは 歴 史 が浅 く,パ ソ コ ンの規格 の統 一

性 に問題 があ ったが,1988年5月 に開催 され たAX協 議 会 以 降 この よ うなハ ー ドウ ェアの 環境

整 備 に伴 な って,CD-ROMが 普 及す る素地 が 急速 に広 が りつ つ あ る。 しか し,CD-ROM専

用 のデ ータベ ースは まだ 揺藍期 にあ り,従 来 オ ン ライ ン ・デ ー タベー ス を転 用 して い る ものが

多い。 日本 医学 図書館 にお け る医科 系大 学 の動 向の調査 結果 に よれば,オ ンライ ンで多用 され

てい るMEDLINEのCD-ROMへ の転 用 は40～50%が1989年 度 中 に実施 し,1990年 度 には80%

に達す る模様 で あるが,オ ンライ ン ・シ ステム とは競合 しない と予測 され て い る。 図書管理 シ

ス テムにつ いて も類似 の傾 向が認 め られ,CD-ROMシ ス テム はオ ンラ イ ン ・システ ムに比べ

てデ ー タの更新 が遅 い反面,費 用 を見積 り易 い こ とが重視 され てい る。

MEDLINEは1950年 代 に 米 軍 が 収 録 して い た 医 学 情 報 か ら派 生 し,1960年 代 か らNLM

(NationalLibraryofMedicine)に 移 管 され て,70余 ケ国 にお け る四千 数 百の 医学雑誌 の情

報 か ら23種 類 のデ ータベ ー スが以下 の手 順 で継続 的 に構 築 されて い る。

① ワーク シー ト作成

各 アーテ ィクル毎 に1枚 の ワー クシー トに書誌 事項 を記 入す る。

② イ ンデ クシ ング

所定 の書式 に従 って イ ンデ クサーが キー ワー ドを付 与す る。

③ アブス トラク ト作 成

著者 が作成 したアブ ス トラク トをその まま収録 し,こ れが ない場合 には省 略す る。

④ 内容 チ ェック

イ ンデ ックス書 式や綴 りを機械 で 自動 的 にチ ェ ック し,間 違 いが あれ ば訂正す る。

⑤ デー タベー ス化

雑誌 毎 に決め られた期 限 内にデ ー タベ ース と してCD-ROMに 入 力す る。

この ように して欧米 で 出版 され たCD-ROMは,表5-1に 示 す よ うに主 と して医学 ・生化 学

に関 す る情報 や書籍 の刊行 状況 を収録 して お り,代 理店 を経 由 して 日本 で も普 及 しは じめて い

る。 これ らの 中で例 えばPDQ(PhysiciansDataQuery)は フル テ キス ト ・デ ー タを備 えて お

り,千 数 百種 類 の制癌剤 の処 方箋や 専門 医 の名簿 の迅速検 索 に よっ て死 亡 率の抑 制 に活用 され

てい る。欧米 では公共機 関 の強 力な支援 に よって国民 生活 に直接役 立 つ デー タベ ースが多数構

築 されてお り,公 共性 の高 い分野 が重視 され てい る ようで あ る。

一28一



表5-1.欧 米 か ら供 給 されてい る代表 的 なCD-ROMシ ス テムの例

MEDLINEonSilverPlatter

1966年 以降 にお け るNLMMEDLINEデ ータベー スのCD-ROM版 。生物 ・医学 に関 す る文献

の書誌事 項 と抄 録が4枚 の デ ィス ク に収録 されて い る。

CANCER-CD

YearBookMedicalPub.,ElsevierSciencePub.,NationalCancerInst .が提 供 す る癌

お よび 関 連 主 題 に 関 す る論 文 の 書 誌 事 項 と抄 録 が 収 録 され て い る 。・

CHEM-BANK

RTECS(RegistryofToxicEffectsofChemicalSubstance),CHRIS(ChemicalHazard

ResponceInformationSystem),OHMTADS(OilandHazardousMaterials-Technical

AssistanceDataSystem)を 収 録 した潜 在 的 危 険 化 学 物 質 の デ ー タ ベ ー ス 。

OSH-ROM

NIOSHTIC(TheNationalInst.forOccupationalSafetyandHealth),HSELINE(The

HealthandSafetyExecutive),CISDOC(TheInternationalOccupationalSafety)を 収 録 し

た 労 働 安 全 衛 生 の デ ー タベ ー ス 。

LISA

図書館 学,情 報科 学 な らび に関連 分 野 にお ける世界 の文 献 の抄録 で あ り,550の 雑誌 か ら,

87,000件 以上の記 事が 収録 され て い る。

PDQ

アメ リカの国立癌研究所 で作成 された癌治療のプ ロトコール と専門医の名簿であ り,千 数百

種類の制癌剤に関す るフル テキス トデータが収録されてい る。

BritishBooksinPrint

イ ギ リスで 出版 された図 書 とイギ リスの代 理店経 由で入手 で きる世 界の英 文刊行物 に関す る

書誌情報が収録 されている。
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3.冊 子体印刷用電算写植データの転用

出版業 界 には膨大 な電算 写植 デ ータが 蓄積 されて お り,書 籍 や新 聞 の印刷 や遡及検 索 に役立

ってい るが,こ れ らの 中か ら有 用性 の高 い もの を加工 してCD-ROM用 デ ータ に転 用 す る例 が

増加 しつつ あ る。 この手 段 は一 種 の メデ ィア変換 で あ り,必 要 に応 じてCD-ROMに 特 有 の画

像情 報や音声 情報 を付加 す るこ とに よ り,磁 気記録媒 体 に収録 され て い るデー タ を有効 に再利

用 で きる点 に特徴 があ る。 当初 は辞書 類 のCD-ROM版,多 国語 間 の相互 変換 が可 能 な辞 典類

な どが作成 され,ハ ー ドウ ェア の機 能 向上 やデ ータの仕様 整備 と連 動 して画像や 音声 を付加 す

る こ とに よ り,い わゆ る電子 出版 な らで はの特技 を発揮 した商 品 も登場 してい る。 この方式 に

よれ ばデー タの新 規構 築 に労力 を費 や さな くて もデ ータの加工 技術 の工夫 だ けで 目新 しい商 品

を生 産で きるため,日 本 で は表5-2に 示 す よ うに既 に かな り多数 出版 されて い る。将来 は冊

子体 がCD-ROM版 の副産 物 に な る場合 もあ るか も知 れ ない。

電算写植 デー タを活 用で きる分 野 と して,サ ー ビスガイ ド・案内情 報,辞 典 ・デ ィレク トリ

ー ,職 員録,新 聞 ・雑誌 ・ニ ュース,電 話番号 ・時 刻表 ・住所録 な どが例 示 され る。 全国 に販

売 網 を持 ち,大 量 の商品総 覧 を無 償 で定期 的 に配布す る習慣 が定着 してい る業種 の広 告 ・宣伝

費 は非 常 に大 きいが,関 連 業者 が協 力 して商 品総 覧 をCD-ROM化 す れ ば,業 者の経 済 的負 担

が軽減 され,顧 客 は各社 の製 品 を容 易 に比較 ・選別 で きる とい う利 点 が発生 す る。 同業者 間で

比 較 され るこ.とに抵抗 を感 じる業 者 に とっては,同 系統異業 種の組 み 合わせ を工夫 す るの も一

策 で あろ う。例 えば特定 の産業 分 野 にお いて,学 会 の学術情 報,素 材業 者 の材料情報,装 置業

者の 製造機器 情報,加 工業 者 の技術 情報 な どが それぞれ独立 の 電算 写植 デ ー タ と して収録 され

て い る場合 に は,こ れ らの情報 を集約 して同 一のCD-ROMに 搭 載 す るこ とに よ り,初 期投 資

が軽 減 され る と同時 に有 用性 の 高い デー タ システム を構築 で きるが,こ の 方式 の成否 は情 報公

開 と経済性 に関す る得失判 断 に依 存 す る。

磁 気 テ ープ に収 録 され た約60種 類 の統 計 デ ー タが 総理 府 に保 管 され て い るが,こ れ らは5

年 毎 に書 式が 変更 され るためCD-ROMに 転 用 し難 い と云 われ て い る。 そ こで,こ の ような貴

重 なデー タをCD-ROM化 して広 く活 用す る方法 を考 案 すれ ば,産 業 の振 興や 国民 生 活の 向上

ばか りで な く,国 際交流 や後進 国 の援 助 に も役 立つ で あ ろ う。 国 の統 計 デ ー タをCD-ROM化

した場合の利 点 と しては,民 間企業 で は収集 し難 いデー タ を公開 す る こ とに よって新 しい利 用

方法 が開 け るこ と,複 数の情 報源 か ら得 た異質の デー タ間の相 関関係 か ら新 しい情 報 を生み 出

し易 くな るこ とな どが指 摘 され る。 また,一 般 に後 進 国で はオ ンライ ン ・ネ ッ トワーク は整備

され ていないが,パ ソコ ンはかな り普 及 してい るの で,農 業 や医療 に 関す るデー タ をCD-ROM

に収録 したス タ ン ドア ロ ン ・シス テム を供給す るこ とに よ り,経 済 大 国 と しての責務 の一端 を

果 せ るで あろ う。
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表5-2.電 算 写植 デ ータに基 づ くCD-ROM製 品の代 表例

、

学研 小学 国語辞 典

約3,200語 の言葉 の読 み と漢字 が収録 されて お り,ア クセ ン トは音声 で説明 され る。

角川 日本地名大辞典

東京,大 阪な どの地名や地誌が文字,画 像および音声の情報 として収録 されている。

現 代 用語の基礎 知識

昭 和23年 以後 に登 場 した約45,000語 を政 治,経 済,社 会 な ど12分 野 に わた って収録 。

建 築 設計 資料集 成

建 築設計 に必要 な文 字 デー タ を115,000語,図 版 を5,000画 面,表 を400画 面収 録。

広辞苑

言葉が約20万 語;さ し絵 な どの 図版 が約2,000点,外 字 が約2,000収 録 されて い る。

職員録

中央官庁,特 殊法人,都 道府県および市町村の約50万 人の職員名,住 所などを収録。

英 ・和 ・独 ・露電気 術 語大辞 典

電気術語 約42,000語 が収録 され てお り,英 ・和 ・独 ・露 の4ケ 国語 に よ り検 索 可能。

電気電子用語事典

電気電子の分野で使 われる約5,000語 が収録 されてお り,図 面や数式 も参照で きる。

日本 書籍総 目録

5,200社 か ら出版 され た約41万 点の書籍 に関す る書 誌情 報 を14項 目にわ たって収録 。

模範 六法

憲法,行 政 法,民 法,商 法,刑 法,民 事訴 訟法,刑 事 訴訟 法 な ど約400件 の法 令集 。
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4.レ ー ザ ー ・デ ィ ス ク ・シ ス テ ム 用 イ メ ー ジ ・デ ー タ の 転 用

特 許庁 にお いて1984年 度 か ら実行 され て い るペ ーパ ー レス計 画 に対 応 して,(財)日 本特許

情報 機構(JAPIO)で は1985年 度か ら6年 計 画 で全 ての デー タの蓄積 シス テム と検索提 供 シス

テム の再構 築 を進 め てお り,特 許 庁 で光 デ ィス クに入力 した特許 公報 類 の イメー ジデー タ を公

開特 許 ・実用 新案番号順 にCD-ROMに 収 録 して販売 してい る。 光 デ ィス クへ の入 力 に際 して,

(1)公 報類 の 受 け入 れか ら光 デ ィス ク の納 品 まで の工 程 と品質 の管 理 シス テ ム,(2)仕 分

け,検 索マ ス タか らの イ ンデ ックス抽 出,物 品 の移動 な どを管 理す る前 処理 システム,(3)イ ン

デ ックス入力,ベ リフ ァイ,エ ラー修 正,イ メ ージ入 力 を実行 す るイ ンデ ックス ・イメ ー ジ情

報 作成 シス テムな どが構 築 されて い る。 これ らのシス テム には,イ ンデ ックスデ ータ を事前 に

作 成 す るため イメー ジを高速 で入 力で き るこ と,タ イ トル 入力 画面 を省 略 で きるこ と,光 デ ィ

ス クに書 き込 みなが ら次 のデ ー タ を読 み込 め るこ と,イ ンデ ックス とイメ ー ジが 同時 に表示 さ

れ るため チ ェック し易 い こ とな どの特徴 があ り,年 間入 力量 は2,000万 ペ ー ジに達 して いる。

特 許公報類 に関す るイメ ー ジデー タ は,図5-1に 示す シス テム を使 用 してCD-ROMに 収録

され てい'る。 先 ず,PATOLISの 検 索 マ ス タMTを 入 力 し,国 際 特 許 分 類,フ ァセ ッ ト,出 願

人 コー ド,公 開番号,出 願番 号 な どを抽 出 してCD-ROM用 に変換 す る こ とに よ り,イ ンデ ッ

クス を生成 す る。光 デ ィスクマ ス タの デ ィス ク を特 定 す る と共 にア ドレス を抽 出 してか ら,公

報 イ メー ジデー タ を抽 出 してCD-ROMに 適 したサ イズ に編 集 す る。 次 いでCD-ROMア ドレ

スの計算処理 に よってCD-ROM上 で の配 置 を決 め て か ら,デ ィレク トリ部,イ ンデ ックス部

お よび イメー ジ部 をMT上 に出 力 し,プ リマ ス タ リング工 程 でVCRテ ープ を作 成後,CD-ROM

プ レス メーカ に発注 する。 この ような手 順 で作 られ たCD-ROMに は約2,700件/枚 の公開

特 許 公報 と約10,000件/枚 の公 開実用 新 案が含 まれ,年 間100枚/セ ッ ト以上 に達 す る。

特 許庁 のペ ーパ ー レス計 画の主 眼 は,年 々大 幅 に増 加す る特 許 出願や 特許 情報 をデ ータベ ー

ス化 し,出 願 か ら審査 ・審判 ・登録 まで の特許事務 処 理 と民 間へ の情報 提供 を コン ピュー タで

効率 的 に処理 す るこ とに あ るが,そ の一 環 と して1990年10月 か ら出願,中 間手 続 お よび特 許

(登録)科 の電子手続 を受 け付 け る予 定 で あ り,全 国ブ ロ ック都 市9ケ 所 にモ デルル ー ム を開

設 して フ ロッ ピー ・デ ィス クに よる出願 な どを指 導 して い る。 この ような電子 手続 に よる特許

出願 は特許情 報 の コー ド化 と表裏 一体 の関係 に あ り,イ メー ジデー タ に比 べ て記 録領域 の節約,

高速 処理,記 録 内容 への アク セス な ど有 利 な ソー スデー タ にな る可 能性 が強 い。一 方,イ メー

ジデ ータ によ るCD-ROMは 年 間100枚 を越 え るため,利 用者 が実施 で きるの は実質 的 にSDI検

索 に限定 され るであ ろ う。 従 って,テ キ ス ト情報 に関す るイメ ー ジデ ー タのCD-ROMへ の転

用 は過 渡的現 象 にな るか も知 れ ない。
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CD-ROM

インデックス

編集処理

CD-ROM用

データ抽出

変換処理

CD-ROM

ア ドレス計算

処理

公報イメージ

データ抽出前

処理

公報イメージ

データ抽出

処理

CD-ROM

MTフ ォーマ ッ ト

編集 処理

8dot/mm

CD-ROM用MT

(3/4イ ンチVCR)

プ レマス タ リング

危 8dot/mm
CD-ROM

16dot/mm

%
JAPIO

光 デ ィス クマス タ

(公報 イメー ジ)

図5-1.CD-ROMの 作 成 シ ス テ ム

出典 中池伸 一,田 中雅 雄 「情報 管理」,第30巻,第6号,505頁,1987年
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5.CD-ROM用 デ ー タベ ー ス の 新 規 構 築

日本 にお けるCD-ROMの 応用分 野 は,教 育 ・教養,趣 味 ・家庭 ・ゲ ーム な どが極 めて 多い

が,ま だ試作 の域 を出ない もの もあ り,利 用者 によ る評価 は今 後 の課題 で あ る。 これ らの デー

タ は,ソ フ トウ ェア ・メー カが特 定 の専 門機 関(例 えば料理学 校)な ど と協 力 して ソース ・デ

ー タ(例 えば料 理の材料 ,栄 養 価,メ ニ ューな ど)を 収録 し,ハ ー ドウェア ・メー カ と共 同で

CD-ROM方 式の デー タ ・シス テム に仕 上 げ る場 合 が多 い。CD-ROM業 界 で はハ イパ ーメデ

ィアやマル チメデ ィアの実用化 が 重視 され て い るが,イ ンタラクテ ィブ機 能 を整 備 して人間の

感性 に訴 え るこ との重要性 も指 摘 されて い る。例 えば,パ ソコ ン ・シス テム のヘルプ情報 や 自

動車 のナ ビゲ ーシ ョン情報 は,画 像情 報 よ りも音声情報 と して伝 達 す る方が好 ま しい とい う意

見 もあ る。問題 は,CD-ROM製 品の性 能 向上 を図 るには画像 や 音声 を加 工す るため の高価 な

オー サ リング ・ツール を要す るこ と と,大 量 の使用 が期 待 され る家庭 用CD-ROM製 品 は低 価

格 を要請 され るこ との ジレ ンマ にあ り,家 庭用 以外 の分 野 も無視 で きない。いずれ にせ よ,CD

-ROM用 デー タを収 集す るに は多分 野 間 の交流が 不可欠 であ る。

(財)高 分 子素材 セ ンター を核 と して,高 分 子の製造,加 工 お よび利 用 に関 わ る機 関が共 同

で開 発 した高分 子デ ー タ ・シ ステ ムCAPDASは,多 数の情 報 源 か らデ ー タ を収 集 した先駆 的

なCD-ROM製 品 と して注 目され る。 この システ ムは5種 類の デ ー タ フ ァイル を搭 載 し,高 分

子 製 品の カ タ ログデー タ2,699件(4.9MB),高 分 子 ガ イ ドブ ックの 記事 デ ー タ1,633件(1.6

MB),高 分子C-13NMRデ ー タベ ー ス(英 語 版)2,546件(2.4MB),高 分 子用語集 中のJIS

用語990件(0.3MB),高 分 子分析 ハ ン ドブ ック に収録 され たC-13NMRス ペ ク トル68件(0.1

MB),小 計12,787件(9.3MB)と,画 像 デ ー タ(モ ノ ク ロ37件 お よび カ ラー16件)27.5MB,

イ ンデ ックス16.OMB,合 計52.8MBに よって構 成 され てい る。25項 目の キ ー ・メニ ュー によ

る絞 り込 み検 索,暖 昧検 索,デ ー タ ・フ ァイル 間の横 断検 索 な どが 可能 で あ り,デ ータ数が増

加 す る と高分子関係 の材料 設計,用 途 開 発,材 料 選択 な どに威 力 を発揮 す る可 能性 が強い。 デ

ー タベ ースの構 築 に際 して最 も労力 を要 したの は物性値 に関 す る単 位 の取 り扱 いで あ り,シ ス

テム 内で単位 を自由に変 換で きる ように工 夫 され てい るが,カ タロ グ提供 業者 毎 に多種 多様 の

試験 方法 を採 用 してい るため,デ ー タ を比較 す る場 合 には注 意 を要 す る。 この シス テムの機 能

は 多様性 に富 む が,検 索 キー の入 力例 を図5-2お よび5-3,検 索 結 果 の表 示例 を図5-4に 示

す。

CAPDAS用 の ソース ・デー タ は主 と して高分 子 の製 造業 者 か ら提 供 され た が,高 分 子 製品

の利 用業者 か ら例 えば高分 子の 用途 に お ける物性 値 の規制条件 をソー ス ・デ ー タ と して提供す

るこ とに よ り,物 性 値 と規 制条件 を同一 のデ ー タ ・シス テムに組 み込 めば,更 に有 用性 の高 い

CD-ROM製 品 を創 出で きるであ ろ う。
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検 索 キ 一 入 力 画 面

シ ソ

検 索
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[]

[]

項 目

番 号
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[]

[]

[]

項目名
用途 [

[
[
[

用途 を選択 して下 さい

16-01-00-00材 料 加 工

16-01-Ol-00射 出 成 形

16-01-02-00圧 縮 成 形

16-01-03-00押 出 成 形

16-01-04-00ト ラ ン ス フ ァー 成 形

]
]

]
]

]

]
]

]
]

]
]
]

]
]

]
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[

[
[
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[
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]
]
]
]
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]

[
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[
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16-02-00-OO

16-02-01-OO

16-02-02-00

16-02-03-00

16-02-04-00

16-03-OO-00

16-03・ ・Ol-OO

16-03-02-OO

16-03-03-00

16-03-04-OO

16-04-00-00

16-04-Ol-00

16-04-02-00

16-04-03-OO

中空成形,,ブ ロー成形

交通,,運 輸

宇宙,,航 空

鉄道,,船 舶

自動車,,二 輪車

自転車

機械

重工業,,エ ネルギー機械

産業機械,,工 作機器
一般機械

精密機械

電気,,電 子

産業用重電気機器

産業用電気機器

民生用電気電子機器

サブ項 目を指 定 す る と㌧小項 目入 力用 のダイ アログボ ックス が表 示 され る。

検 索 キ 入 力 画 面
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I
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[
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「
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」
「
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」
'II
L

[

項 目

番号

[16]用 途

[]

[]

[]

[]

[]

[]

[]

[]

項目名
[交 通,

[

[

[

[

[

[

[

[

,運 輸

検索 キー

小項 を入力 して下 さい

部品 レベル

図5-2.高 分 子 の用途 に関す る検索 キー入力画 面

出典:高 分 子 素材 セ ンタ ー編:「CAPDAS平 成元年度版 取扱 説 明書 」,69頁,1989年
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検 索 キ ー 入 力 画 面

論理 否定 シ ソ 項 目 検索キー

物性 を選択 して下 さい

19-01-01-00
物饗 額l

IJISK7112
19-01-02-OO 比容積lcm3/9
19-01-03-00 静摩擦係数llJISK7125
19-01-04-00

化摯離 轡lIJISK7125
19-02-01-00 吸水率,1%lJISK7209
19-02-02-00 平衡吸水率 ㍑
19-02-03-00
19-02-04-00 麟 竃 度Ill↑ 綴.paB}II機
19-02-05-00 水 素 透 過 度lmo1/m2・s・palJISK7126

機械的性質
19-06-0ユ ー00

19-06-02-00 裂継 橋/c祀1摺MKD7}}1
成形加工性

19-07-07-00 溶融粘性{溶 融粘土の温度、 シ ェア レー ト依存性}lPa・s

サブ項 目 (例では機械的性質の中の曲げ強 さ)を 指定すると,物 性値入力用のダイア ロボ

ックスが表 示 され る。

検 索 キ ー 入 力 画 面

熱 否定 纏 霧 囎 名 検索キー
[][] [] [19]物 性[曲 げ強 さlMpalASTMD695

[*][] [] [][

日 日[サ フ囎 単位 試験法
[*] [] [] [][
[*] [] [] [][

日 日[
[*] [] [] [][
[*] [] [] [][

日 日1
[*] []
[*] [] 入力 して下 さい

値 [100]

[*] [] [] [][

図5-3.高 分子 の 物性 に関す る検 索 キー 入力画面

出典 :高 分 子素材 セ ンター編: 「CAPDAS平 成元 年度版 取扱 説 明書 」,71頁,1989年
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難 否定 灘 霧

園 ーyー

[*][][]
[*][][y]

園
[*][][]
[*][][]

園
[*][][]
[*][][]

検 索

項目名

人 面

検索 が完了 しました

件数は

[03]化 合物 、材料名[ポ リエステル

検索 キー

次 の処理 を選択 して下さい

{:灘 羅 騒 芳㌘(検 索キー入力へ)

検索件数表示

区分 登録番号 構造

CTCDOO51。13耀 莞
素

分子式
その他
NMRスペクトル
構成元素
分子式

構成元素
分子式

構成元素
分子式

分子式

構 造 式,,《[0
-C6H4-C(CH

C16H1403

《図酷 謝}スへ

[CH2-CH2]n
C2H4

[CH2-CH(CH3
C3H6

商品名

タフロン,,TOUGHLON

出 光 刺 エチレン,,ID

出 光 刺 エチレン,,ID

出光 ・"Jtll,,IDE

自動 車 内装材 》

ピュアレー,,PURELAY

図版

検索一覧表示

図5-4.高 分 子の情報 に関す る検索結果 表示 画 面

出典:高 分 子素材 セ ンター編:「CAPDAS平 成元年 度版取 扱説 明書 」,83頁,1989年
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第6章 デ ー タ の入 力 ・加 工

1.テ キ ス ト ・デ ー タ

1-1デ ータの入 力処理

CD-ROMの 製作状 況 と しては,当 初 はテ キス ト ・デー タ を検 索 す るタ イプ の もの が主 と し

て作 られ ていたが,最 近 で は画像 や音 声 を収録 したAV系 の ものや ゲ ー ム ソフ トな ど も盛 ん に

作 られ て お り,ソ フ トの展 開が 次第 に広 ま って い る。

CD-ROMを 製作 す る場 合 は,デ ー タが あ るこ とが前提 とな るが,こ れ は どの よ うな仕様 で

なけれ ば な らな いか,ど の よ うな加工 が施 され るのか,と い うこ とをCD-ROMの 製 作機 会 が

多い テキス ト ・デ ータ につ いて述べ てみ る。

(1)入 力処理

CD-ROMは デ ィス クに収 録 され た デー タ を検 索す る シス テム で あ る。CD-ROMを 作 るた

め に は,デ ー タ を収録 す るデ ィス クを作 るこ と共 に,検 索 の シス テム を作 らなけれ ば な らな い。

そのため テキス ト ・デ ー タの場合 はデ ー タが デー タベー スの よ うに整 理 ・統 合 され た もの で あ

るこ とが望 ま しい。

これ は単 にテ キス ト ・デ ータが あ る とい うだ けで はな く,そ の内容 が整 理 ・統 合 されて いれ

ば,即 ちデー タベ ース の よ うな形 に にな って いれば,大 変効果 的 な検索 システ ムが作 れ るか ら

で あ る。従 って,こ の ような形 にな って いな いな らば追加 入力や何 等 かの手 当て を行 い,デ ー

タ を整 理 ・統 合す るこ とを検 討 す る必要が あ る。

保有 す るデー タ と入 力処 理の 関係 を見 てみ る と,デ ー タベ ー ス を保有 してい る場合 には,デ

ー タをその まま利用 で きるので 入力処 理や 追加 の入 力や手 当 て は不要 で あ り
,CD-ROMを 容

易 に作 るこ とがで きる。

出版 時 に ワープ ロやパ ソ コ ン,DTP,CTSな どを利 用 して 出版 を行 い,そ の 際 に作 られ た

デ ー タ をFDやMTの 形 で 保有 して い る場合 に は,こ れ をテ キス ト ・デ ー タ と して利 用 す る こ

とがで きるの で,初 期 の入 力処理 は省 略で きる。 しか し,情 報 の追加 や キ ィー ワー ドの手 当て

をす る必要 が あ る もの は,追 加入 力 を行 うこ とになる。 また,デ ー タの訂 正や 追加 が あれ ばそ

の処 理の ための入 力 も必要で あ る。

出版用 のFDやMTを 保 有 す る場合 に は,い ずれ に して も何 等 か の手 当て の た め に多少 の 入

力処 理 を伴 う。 ただ初期 の入 力 は済 ん でい るの で,デ ータの 整理状 況 に もよるが,製 作 期間や

コス ト,手 間な どが 比較 的少 な くて済 む。

デ ータ を全 く保有 して いな い場 合 は,新 規 入力 に よるデ ータ作成 か らの スタ ー トとい うこ と

にな る。 この場 合 は文 字情報 とな る原稿 と して

① 著作 者が記 述 した原稿
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② 印刷 された もの を原稿 とす る印刷 原稿

な どを用意 しなければな らな い。

これ らはいずれ も紙 の上 に表記 され て い るだ けで,こ の状 態 か らCD-ROMを 作 る とす る と,

原稿 をその ままカメ ラ入 力 し,イ メ ー ジ ・デー タ と して作 る方法 が あ るが,こ の場 合 で もキ イ

ー ワー ドだ け は原稿 を作成 し,入 力 しな ければ な らない。

テ キス ト ・デー タ として作 るため には文 字情報 を入 力 して デ ータ化す るこ とが必要 であ る。

この場合 は原稿作成 ・入 力 ・校 正な ど幾 つかの工程 と工 数 を要す るため,テ キス ト・デー タが

で き上が る までには時間 も手 間 もか か る ことにな る。

(2)入 力 システム

〔文字情報〕 〔入力機器〕 〔入 力〕 〔テ キ ス ト ・デ ー タ 〕

生原稿

印刷原稿

ワープ ロ

パ ソ コン(ワ ープ ロ)

(DTP)

CTS(専 用 入 力機)

OCR

著作者 →

入力業者

FD

印刷会社 ・→

図6-1.入 力 シ ス テ ム

FD・MT

入 力機 器 と しては 当初 は印刷 会 社 が事 業 とす るCTSの 専 用 入 力機 だ けで あ ったが,ワ ープ

ロやパ ソ コンが開発 され,こ れ ら も入 力機器 と して利 用で きる ようにな ってい る。

入 力者 は印刷会社 の専 用入 力機 の場 合 は入力専 門オペ レー タ にな るが,ワ ープ ロやパ ソ コン

にな ると著作 者 が 自分で 入力 す るこ と もで きる し,あ るいは入 力業 者 に委託 して入 力 して も ら

うこ ともで き る。 入力 につ いて はその機 器が普及 してお り,ま して 出版 の 際に は編集 の シス テ

ム化 やDTPの 活 用 も進 み は じめ て い るの で,今 後 は一般 的 な こ と と して 行 われ るよ うに な っ

て い くだろ う。

また印刷会 社 で は,OCRの 利 用 も始 まって い る。 現在 の シス テ ム は印 刷漢 字対 応 の 自動 読

み取 りシス テムで あ り,印 刷 原稿 だ けを対象 と して い るが適 性 物件 に対 しては効果 が あ る。

しか し,現 状 のOCRの 機 能 は利 用者 か らみ る と未 だ 不充 分 な もの で あ り,適 性物 件 の範 囲が

狭 い とい う状 況で あ る。

読 み取 り精 度の 向上 や原稿 条件 の許 容範 囲の拡大 な ど今後 に開 発 を要 す る課題 を抱 えて はい

.るが,簡 便 なデ ータ化の 実現や 入力 コス トの節減 ・作業期 間の短縮 の ため には是非 とも必要 な

機 器 として期 待 で きるの で,今 後の 開発 が望 まれ る。
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(3)入 力 フ ォーマ ッ ト

テ キス ト系CD-ROMの デー タ はいろ いろな 目的 か ら作 られ た もの が利 用 され るこ とに な る

が,当 初 の文字情 報 を入力 す る際 に何 を目的 と したか とい うこ とに よって,テ キス ト ・デー タ

の仕様 は異 なった もの とな る。

文 書作成 を 目的 とす る場合 は,読 み易 くす るとか見易 くす る とい うこ とが優 先 され るた め文

書面 の トリ ミングや レイア ウ トが重 要視 され る。従 って入 力時 に拡 大 文字 を使 用 した り,見 た

目に きれ いな編 集 を行 った り して体裁 の良 い文書 を作 るこ とが殆 どで あ り,入 力者が モニタ ー

を見 なが ら自分 の判 断で組 版 して い くこ とが多 い。 この場合,入 力者 は 自分 で は気 付 かないが,

シス テムが 自動 的 に組 版用 の記 号 をデー タの 中に組 み込 ん でい るので あ る。

出版 物 の作成 を 目的 とす る場 合 に もDTPに よ る もの は上 記 と同様 な処 理 が行 われ る。 ワ ー

プ ロの場 合で も入力仕様 が一 定 でな く,入 力者 の個 人的 な決め 方 で入 力 され て いる こ とが 多 い。

CTSを 利 用す る出版の場 合 に は,更 にスペ ース処 理 や数 多 くの 記 号 類 や約 物 を使用 す る上 ,

後工程 の 頁組 版処 理 をスム ース に行 わせ るための組版用 の記号 も入 力 され る。

この よ うに文書作 成や 出版物 の作 成 を 目的 とす る場合 は,で きあが ったテ キス ト・デー タ を

デー タベ ース と比較 してみ る とデ ー タの 中 に余分 なデー タが入 って い るこ とにな る。

更 に,テ キス ト ・デ ータ にはな って いるが,デ ータは文書用 や 出版 用の記述 分 だ けの ものが

殆 どであ り,検 索 のため の キ ィー ワー ドの 手 当 もされて いない。 デー タの整 理や統 合 とい う面

か らみ て も不充 分 であ り,検 索 を可 能 とす るデー タベース と同 一視 す るこ とはで きな い状況 で

あ る。

入力 はだれ で も簡 単 にで きる ようにな って くるの で,入 力処 理 に規 則 的 なこ とを設定す るこ

とは煩 わ しいこ とで はあ るが,入 力 フ ォーマ ッ トを決め るよ うに図 り,後 の 出版 用 デー タの多

目的利 用 を可能 にす るデー タベ ース化 を念 頭 にお いて,統 一 的 な仕 様 で入 力す るこ とが望 まれ

る。

(4)出 版 用デ ータの作 成 とデー タベ ースの関係

デ ータがデ ー タベ ー スの よ うにな って いれ ば統一 的 な処 理 が可 能 で あ り,CD-ROMは 作 り

易 い状 態 にあ る と言 える。 出版 用デ ータが デー タベ ースで あれば最 善 で あ るが,出 版 側 か らす

ると難 しいテーマ であ る。現 在,出 版 用デ ータ は殆 ん どの もの が編 集サ イ ドの意 向に沿 って作

られ てお り,編 集 ・組 版 を 目的 と してい る。 デー タの多 目的利 用 を考 え る場合 には どの よ うな

方法 で進 め るか とい うこ とを一応検 討 す るこ と も必要 であろ う。

但 し,ど の方法 で行 うか は出版物 の 内容や編 集 ・製作体 制 ・製作期 間,予 算 な どに よって異

な って くるので一概 には言 い切 れ な い ところで もあ る。

出版 用デ ー タの作 成 とデー タベ ースの関係 はおお よそ次の よ うに なっ てい る。
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a .出 版 を優 先 し,

原稿 用紙 →記 述 → 用 字用語 →入

(フ リー)(本 文情報)(フ リー)

デー タベ ース は後 で考 え る場合

力→出版用データ

〔☆_

→組版処理→出版

(組版用記号)

デ ー タ ベ ー ス

↑

修 正 一組 版 用記 号の削 除

デ ー タの修 正(用 字用 語,

表記 方法)

追 加 一 ・検 索 情報 ・項 目設 定

・属 性 情報 ・コー ド設定

b.デ ータベ ースの作 成 を 目指 すが,先 ず 出版 を行 う場合

原稿 用紙 → 記 述 → 用字 用語 →入 力→ 出版用 デー タ

(フ ォーマット

形 式)

(本 文情 報)(統 一化)

∴_

→組版処理→出版

(組版用記号)

デ ー タ ベ ー ス

↑

修正一組版用記号の削除

データの修正(表 記方法)

追加一 ・検索情報 ・属性情報

'c .デ ー タベ ースの作成 を前提 に して出版 を行 う場合

原稿 用紙 → 記 述 →用字 用語 →入 力 出版 用デ ー タ

(フォーマット(本 文情 報)(統 一 化)=デ ー タベー ス

形式) (検索情報)

(属性情報)

→ 組版処 理 → 出版

(組版プログラム)

図6-2.出 版 用デ ータの作 成 とデー タベ ースの関係
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1-2出 版用 デー タ とデ ー タベ ース の比 較

出版用 の情報 はデ ー タ化 され て いて もそれ はあ くまで 出版 用 デー タ であ って,デ ータベ ース

と比較 してみ ると上 表 の ような違 いが あ るの で,イ コール=デ ー タベ ースで あ る とは言 い難 い。

デー タベー ス と して扱 って い くため にはデ ータベ ースで あ るため の手 当 てが 必要 であ'る し,

多 目的 に利 用 す るこ とを考 えるな らば,当 初 よ りあ る程 度 の手 当 を してお くこ とが必 要で あ る。

表6-1.出 版 用デ ータ とデー タベ ー スの比較

出版 用データ デ ー タ ベ ー ス

目 的
・出版 一組版 ・デ ー タ ベ ー ス

・記 述 ・見 出 し ・検 索性 ・網羅性

・ フ リ ー ・フ ォ ー マ ッ ト形 式

原稿用紙 ・項 目 設 定 ・コ ー ド設 定

・字 詰設定

文字数(情 報量)
・ フ リ ー ・1項 目一規定的

・掲載分 ・全体 検索性
,網 羅性

・ フ リ ー ・統一性(規 定)

記 述 ・表記方法 ・用字用語

・使用約物

・本 文 ・項 目化

本文情報
・字 詰
,割 付情報

・組版体裁 一書体
,ポ イ ン ト

・文字列

組版用の記号類が混在する

・索 引 *検 索効果を高めるため
」 ・キ イ ワ ー ドの 設 定

・ふ りが な付加

データ内容
検索情報

・シソー ラス テーブル作成

・ シ ソ ー ラ ス の 整 理

・コ ー ド テ ー ブ ル の 作 成

・コー ド番号の付 加

・典拠録の作成

・ナ シ *網 羅性 ・利用価値 を高 め るため

属性情報 ・調査 ・原稿 作成

・追 加入力 ・校正

1-3デ ー タの加工 処理

(1)出 版 用デ ータのデ ー タベ ー ス化 変換処 理

a.変 換 処理

出版用 デ ータで あって もデー タベ ー ス ・タイプに なって い る もの もあ るの で,こ の よ うな も

の は その ま ま利 用 してCD-ROMを 作 るこ とが で きる。

しか し,殆 どの ものは前項 で述 べ た よ うに検索 を目的 とす るには デー タが不足 して いた り,
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整 理 が不充分 であ った りして い るの が実情 で ある。

この ような出版 用 デー タか らCD-ROMを 作 る場 合 には出版 用 デ ー タに対 し整理 ・統 合 を行

う と共 に,情 報 の追加,訂 正,修 正 な どのい ろいろな処 理 を行 って デー タベー ス化 を図 り,検

索 シス テムが作 れ る ように,ま た検 索が 可能 なデー タ体 系 に しなけれ ば な らない。

この ような作業 工程 を加 え るこ とに よ り,出 版 用 デ ー タか らで もか な り機 能 を持 ったCD-

ROMを 作 るこ とが で きる。

出版用デ ー タをデ ー タベー ス化す るため には,そ の ため の変換 プ ログ ラムを作 成 し,出 版用

デ ー タの 中に ある記 号や約 物 な どをキ ィー として,コ ン ピュー タ に よる変換処 理 を行 うこ とに

よっ て実現 す る。

この ように してで きた出版 用デ ータ のデ ータベー スは,本 来 のデ ータベ ーか らす ると未だ完

全 な もの とは いえないが,項 目が設 定 され た り仕様 が統 一 され るの で,デ ータの多 目的利用 に

対応 で きるもの とな る。

キー と して は下記 の ような もの が挙 げ られ る。

表6-2.出 版 用デ ー タ をデ ータベー ス化す るための キー

記述型 項 目型

利用できるデータ ・見 出 し ・項 目名

・約物(囲 み ,統 一使用) ・項 目内の統一データ

・組版用記号 ・関連項 目

・書 体 ・ポ イ ン ト ・約物(囲 み,統 一使用)

・索引語(指 定) ・組版 用記号

・書 体 ・ポ イ ン ト

索引語(指 定)

キ ー ワ ー ド ナシ ナシ

但 し,出 版 用デー タの入 力仕様 が統 一 されて いない場合 や仕様 の確 認 ・登録 が不十分 の ためプ

ログ ラム手 当てがで きな か った り,モ レていた りす る場合 もあ り,未 処理 にな る もの も発生 す る

こ とが あ るので,処 理状 況 につ いて は人 手 に よるチ ェ ック ・確 認作業 を行 うこ とも必要で あ る。

出版用 デー タを利 用す る場 合 には殆 どの もの が この方法 を とってい るが,入 力状況 が統一 的

でな い と手 当 てに大 変苦 労す るので,時 間や手 間が かか るこ とにな る。折 角テ キス ト・デー タ

を保 有 してい るの にCD-ROMを 作 れ な い,と い うよ りも出版 用 デー タ とデ ー タベ ー スの違 い

を理解 し,柔 軟 に取 り組 む こ とが必要 で あ る。

b.デ ー タベ ース化 の ための処 理工程

デー タベ ース化の ため の処理 工程 として は,出 版用 デ ー タに もいろいろ な形 の もの があ るの

で一概 には言 えないが,概 ね次 の ような処理 を行 う。

一44一



①出版用データの内容分析 一入力仕様,使 用約物 ・記号,統 一性

②データベースの構造検討

1)変 換処理仕様

2)項 目設定

③変換プ ログラムの作成

④データベ ース化変換処理

⑤ リス ト出力

⑥校正一訂正一修正

⑦データベース化

⑧追加項 目 ・追加情報一原稿作成

⑨入カー校 正一修正

(2)キ ー ワー ドの作成

検 索 を行 うた め にはキー ワー ドを必要 とす るが,出 版 用 デー タに はこれが用 意 され てい ない

こ とが 多 く,そ の場 合 には キーワー ドを作成 しな ければ な らない。

処 理 と して は,テ キス ト ・デ ータ を コン ピュー タ にかけ,キ ー ワー ド抽 出用 のプ ログラム を

使 って キー ワー ドと して取 り扱 う語 句 を描 き出 し,こ れ を リス トア ップ す る。描 き出 され た語

句 には キー ワー ドと しての適 ・不適 もあ るの で検 討 ・取捨 選択 し,指 定す るこ とに よって キー

ワー ドと して登 録 され る。

(3)イ ンデ ックス ・ファイルの作成

CD-ROMを 作 る場 合 には必ず とい って よい程,検 索性 を良 くす る とか,検 索 ス ピー ドを早

くす る とい う要望 が で る。検索 性 を良 くす るた め には,検 索項 目を豊富 にす る とか,前 方一致

や後 方一 致 な どの いろい ろな検 索方法 がで きる ようにす る とか,キ ー ワー ドを多 くして 自由 自

在 な検索 や確 度 の高 い検 索が で きる ようにす る。 しか し,CD-ROMは パ ソコ ン を利 用 した シ

ステム であ るため,無 闇に キー ワー ドを増 や す こ とは検 索時 間が長 くなって しま うこ とに もつ

なが るの で,バ ラ ンス を とるこ とが必要 で あ る。

また,検 索 ス ピー ドを早 くす るため には,検 索時 間が短 くて済 む よ うに検 索範 囲 を限 定で き

る ように した り,キ ー ワー ドの配列 や編集処 理 を行 う。従 って1つ の 語句 に対 してイ ンデ ック

ス ・フ ァイル が い くつ か作 られ るこ とにな る。 この イ ンデ ックス ・フ ァイル が どの程 度 まで作

れ るか とい うの はデ ー タの有 無次第 で ある。 デ ー タが確保 され整 理が 行 き届 い て いれ ば,そ れ

だけ イ ンデ ックス ・フ ァイル が充実 し,検 索 時 間の短縮化 に貢献 す る。 この よ うに検索 効果 を

あげ る手 立 て と して,テ キス ト・デ ー タ とは別 にイ ンデ ックス ・フ ァイル を作 成 す る。
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(4)テ キス ト ・デ ー タの 成形処 理

検 索 されて モニ ター上 に表示 され るテキス ト ・デー タの体裁 は見 易 くして欲 しい とい うニー

ズ も強 い。 これ は出版 でい う頁組 版 と同 じ考 え方 で あ り,商 品性 を上 げ るため に も必要 な処 理

とな る。

先ず,禁 則 処理 を行 わな ければ な らな い。即 ち.,、 ・」 〕)な どを行頭 に組版 して はい け

な い とか,「 〔(な どを行末 に組版 して はい け ない とい う よ うな こ とで ある。 また,数 字の

分 割禁止処理 や欧 文 のハ イフ ォネーシ ョン処 理 な ど も必要 で あ る。 テキス ト・デ ータの表 示画

面 をこの ようにす るため には予め コンピュー タに よ り禁則 処理 を含 めた組版 処 理 を行 い,見 た

目に違 和感 が な い ようにテキス ト ・デー タの成 形処 理 を行 う。

更 に,字 詰 ・行数 ・行 間な どの指 定が あ る場 合 に も成 形処理 を行 うことにな る。

この処理 は コ ンピュー タ処理 によ り表 示画面 を予 め組 版 し,固 定的 に してお くもの で あ るが,

これ によ りテ キス ト ・デー タの表示時 間 を短 くす るこ とに効果が で る。パ ソコ ンで もで きな い

こ とはないが,表 示前 に1画 面 毎 に組 版 を行 い なが ら表 示 す るこ とになる。 その ため表 示 時間

が長 くな り,ユ ーザ か らす る と待 ち時間 が長 くな るこ とに なるので,こ の面 をカバ ーす るこ と

が で きる。 、
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図6-3.テ キ ス ト ・デ ー タ の 処 理 工 程
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2.画 像 デ ー タ

CD-ROM製 作 に於 ける入力 ソース と して,テ キス ト ・デ ー タの他 に画 像 デー タが あ げ らる。

これ か らテキス ト・デー タ との対比 を しつ つ,画 像 デー タの扱 い について述べ る。

2-1デ ー タ量の大 きさ

画像 デー タの大 きさ(容 量)を 表 示端 末1画 面 当 た りの大 き さを例 に とって示す と以下 の よ

うにな る。

表6-3.表 示 端末1画 面 当た りの画像 デ ー タ容量

画像のタイプ 色数 1画 面 当た りの大 きさ CD-ROMに 格 納で きる枚数

自然画 約1600万 色 750Kバ イ ト 約600～700枚

白黒階調 256階 調 250Kバ イ ト 約2100枚

CG 16色 125Kバ イ ト 約4200枚

CG 8色 約93Kバ イ ト 約5800枚

白黒2値 2色 約31Kバ イ、ト 約17000枚

テ キス ト 25行 ×40文 字 2000バ イ ト 約27万 画 面

注)表 示 端末1画 面640×400画 素 と し,画 像 は非圧縮 とす る。

以 上の ように画像 デー」タは1枚 当た りの容量 が大 変大 きい こ とがわか る。 この こ とに よって,

CD-ROMが いか に大 容量 記憶 媒 体 とは い え画像 の格 納枚 数 に限 界が あ りシス テ ム構 成 時 に

様 々 な制 限 を加 えて しま うこ とを意 味 してい る。

従 って,テ キス ト主体 のCD-ROMシ ス テム と異 な り,デ ー タ量 や 素材 選択,検 索 シス テム

の構 成 に於 いて設計 者 は細心 の注意 が 必要 とな るので あ る。

又,上 記の表 か らわか る ように,画 像 の タイプ に よって1点 当た りの容量 にか な りの 開 きが

あ るの で,構 築 しよ うとす るシステム が要求 す る画像 品質 の見極 めが重要 なポイ ン トとな る。

2-2CD-ROMシ ステ ムの素材 として の画像 デ ー タ とその入 力 につい て

(1)素 材 と特性

画像 デ ータ をCD-ROMシ ス テムの 素材 と して捉 え た時,そ の シス テムの 目的 ・用途 に従 っ

て,様 々な画像 のタイプ ・フ ォーマ ッ トが考 え られ る。
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以上 は ほんの1例 で はあ るが,素 材 や用途 に従 って分類 され る画像 デー タの タイプ であ る。

シス テム設計 者 は設計 段 階で扱 う画像 の特性 を正確 に捉 えてお く必要が ある。

又,表 示用 端末 のハ ー ド的 な描 画特性 を考慮 に入 れて設計 を しな けれ ば な らない。 これは,

グ ラフ ィ ック描 画 はハ ー ド側 に依存 す る部分 が大 き く,か つ フル カ ラー ・デ ータ等,特 殊 な ボ

ー ドを使 わ ない と表示 で きない タイプ のデ ータ も多 いか らで あ る
。

CD-ROMイ エ ローブ ックで は画像 フ ォーマ ッ トの統一 ・規格 化 が な され て い ない為,設 計側

として は 自由 な選択 の 余地 を与 え られ てい るが,反 面多機 種 対応,汎 用化 が困難 となって い る。

表6-4.画 像 デ ー タの タ イプ ・フ ォー マ ッ ト

素材 用途 特性 画像形式

写真

Videoデ ー タ

電子カ タログ ・電子 写

真集 ・電子図鑑等

色の鮮明 さ,再 現 性 の

高いこと。

RGB888

(フル カ ラー)

地 図 デー タ 住 宅地 図 ・ナ ビゲー シ

ョンシステ ム ・統計 地

図等

計算値 として扱 え るこ

と,1枚 当 た りの 容量

が小 さいこ と。

ベ ク トルデータ

印刷 写 真(カ ラー)

イ ラス ト等

広告用画面等 自然 画程 の再 現性 は な

いが,自 然画 イメ ー ジ

で再 現可能。

デー タ量 は比較 的小 さ

く,何 枚 も格納 可能 な

こと。

Dither

(8色,16色)

図面等 CADデ ー タ検 索,部 品

図検索等

線画で輪郭が明確な も

の。

白黒 階調 データ

ベク トル デー タ

印 刷原稿(文 字中心・

白黒)

報 告 書等冊子 体 をデー

タベ ース化 したもの。

文字 が可読 な こ と,大

量に格納可能なこ と。

白黒2値 デー タ

CG CAI

ゲ ー ム

ア ニ メ ー シ ョ ン等

カ ラーが ある程 度使 え

ること,大 量 に格 納 で

きること。

CLUT

RL7,RL3

ピ ッ トプ レ ー ン等

(2)入 力方法 ∵'

素材 か らデ ィジタル ・デ ー タ として入 力す る方法 は,最 終的 に は画像の形 式等 に よ りい く通

りもの方法 が あ るが,大 別 して カラー ・ラス ター,白 黒 ラス ター,ベ ク トル の3種 類 に分 け ら

れ る。

入 力の際 に も,対 象 とな るCD-ROMシ ステムが要求 す る画像 の タイプ,品 質 いか んで,処

i理時の難 易度 が異 な るの で,入 力費 用や入 力時間 に開 きが で る。又,テ キス ト ・デー タの よ う

に ワープ ロ等 で容易 に入 力で きず,設 備や入 力技 術 が必要 であ る。
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a .カ ラ ー ・ラ ス タ ー の 入 カ

ス ミ版

→

L

ドラム スキ ャナ

フ ラッ トスキ ャナ 〉 ＼
256階 調

CCD

カメ ラ

アナログ/

デ ィジタル変換 /
○

b.白 黒 ・ラ ス ター の 入 力

－

L

デ ィジ タイザー

XYプ ロ ッタ等
〉 ＼

スキャナ

入力
ラス ター/

ベ クター 変換
/ ○

c.ベ ク トル の 入 力

→

L

YMCK

ドラム スキ ャナ

フラ ッ トスキャナ

RGB

変換

RGB

CCD

カメラ

アナログ/

デ ィジタル変換
/ ○

d.既 に入 力済 の ソース

印刷用
YMCK

データ

ー 闇 闇ー － RGB

デー タ

Videoデ ー タ

凹

CGデ ー タ

ロ

ー
アナログ/
デ ィジタル変換

→

〇
一 フ ォーマ ッ ト

変換
一 〇

図6-4.画 像 データ の入力 方法

一50一



2-3画 像 デー タの加工

画像 デー タの加工 を考 えた時,画 像の枚 数,形 式 等 によ り多少 異 な るが テ キス トの場合 と比

較 して,そ の デ ータ量の大 きさ,検 証 の 困難 さゆえに,概 して加工 時 間が非 常 に大 きい。 以下

に代 表的 な画像 形式 とその加工 方法 を紹介 す る。

(1)CG以 外 の カ ラー ・ラス ターデー タ加工

CG以 外 のカ ラー画像 は,一 旦 自然 画(フ ル カ ラー)と して 入 力 した土 で種 々 の加工 を行 う

の が一般 的で あ る。

a.△YUVエ ン コ ー ド CD-1の 規 定 す るRGB888(自 然 画)の 圧 縮 の 手法 。元 デ ー タ

の約1/3強 に圧 縮 する。

b.RGB555': RGB(赤,緑,青 の 光3原 色)各5ピ ・ッ トつ つ の,計1画 素

2バ イ トで 表 現 す る。323=32768階 調 。

c.Dither: オ フ セ ッ ト印刷 の原 理 を応 用 して8色 も し くは16色 で擬 似 自

然 画 を表 現 す る手法。 デ ー タ量 は 自然 画 の 約1/8～1/10

に な るため,大 量 の 自然 画 を格 納 したい時 有効。

d.CG化: 自然 画 の1600万 色 か ら256色 も し くは128色 等 を抽 出 し,近 似

色 を寄せ てCLUTデ ー タにす る手法 。CLUT化 の後圧縮 で きる

の で,元 画 像 の1/3～1/10程 度 に 圧 縮 可 能。 『Tibetan

ARTinLadak』 で はこれ を複数 の 自然画 か ら自動的 に使 え る

シス テム を用 いてい る。

(2)CGデ ー タの加工

CGは 市販 又 は専 用の ペ イ ン トソフ トを用 いて作成 され たFDを 何 らか の フ ォー マ ッ トに変換

す る処理 を行 っ て,CD-ROMに 格納 す る。

a .ラ ン レ ン グス7

ラ ン レ ン グ ス3

CD-1に て規 格 す るCGデ ータ の圧 縮 方 法 で あ る。 ラ ン レン グス

7で 最 大128色,ラ ン レング ス3で 最 大8色 を使 え る。 同一 色 の

連 続性 いか んで は1/10～1/100ま で の圧縮 が 可 能。高 速描 画

に も適 して い る。
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b.プ レ ー ン分 解 CLUTデ ー タ をRGB+輝 度 を表 す プ レー ン に分 解 す る。 パ ソ

コンの グ ラフ ィ ック ・ビデオ ラム に ダイ レク トで転 送で きるの

で描 画速 度が 比較 的速 い。デ ー タ量 も16色 でCLUTの1/2,

16色 で1/3に 圧縮 可能。

(3)白 黒デ ータの加工

白黒 デー タは8ピ ッ ト(256階 調)の デ ー タ と して 入力 した上 で 変換 ・加工 を行 うの が一般

的で あ る。

a.2値 イヒ:

b.Dither

256階 調 の デー タ に対 して ス レ ッシ ュホー ル ド値 を設 定 して,

その値 以上 な らON,否 な らOFFと い う よ うに2値 化 を行 う。

デー タ量 は元 の約1/8に な る。 ス レッシュ ホール ド値 の設定

は256階 調 の場 合,通 常128で あ るが,原 稿種 等 に よ り微妙。

モ ノ クロ写真等 を,カ ラーデ ィザ と同様 に擬 似 自然 画 として扱

う手法。 デ ータ量 は2値 デー タ と同 じ。

c.2値 化 され た 白黒デ ー タの圧縮

白黒2値 データをCD-ROMシ ステムの検索対象 として考 える場合,い きおい大量の画像

を格納することが要求 されるため,デ ータの圧縮 を施す必要があるケースが多い。以下に代

表的な圧縮方法 を示す。

a .MH,MR,MMR:

b.ビ ッ トラ ン レ ング ス'

G3,G4FAXの 形 式 にす る圧縮 。 デー タ量 は1/8～1/20

程 度 に圧縮 され る。 圧縮 手法 が共 通 なので,将 来 的 には汎用化

され る見込 み。

ビ ッ トのON/OFFの 連 続性 に着 眼 した圧 縮 方法。 原稿 の 内容

に よって圧縮効 率が 著 し く差 が あった り,圧 縮 手法 が不統一 な

ため,汎 用化 され に くい。

以上 は ビ ッ ト単位 にデー タ を読 んで い くため,加 工 処理 に非常 に時 間がか か るのが特 徴 で

あ る。CD-ROMの デ ィス ク作 成時 には注意 が必 要。

又,表 示 す るた め には,CD-ROMか らデー タ を読 み 出 した後,伸 長 して か ら描 画デバ イ

ス に転送す る必要 が あ るため,そ の分 表示 速度 がか か るこ と も考 慮 に いれな けれ ばな らない。
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(4)ベ ク トル デ ー タの加工

ベ ク トルデ ー タは ラスタ ーデー タに比べ て,デ ータ量 は比較 的 小 さ くて済 む が,デ ー タの 内

容,用 途 いか んで は,各 ベ ク トル に対 して何 らかの属性 を与 えなけれ ばな らず,ベ ク トル デ ー

タの レイア ウ トに工夫 が 必要 で ある。

例 えば ナ ビゲ ー シ ョンデ ータ等の場合,そ のベ ク トル が道路 なのか鉄道 なの か行政 界な のか,

また道路 な ら高速 道路,国 道,県 道,… 等 の よ うに,1ベ ク トル に様 々な定 義付 け を しな

け れ ば な らな い。更 に あ るベ ク トル の 内 部 を色 分 け した い 時 な ど,ベ ク トル が 閉 図 形 化

(Poligonized)さ れ て いな けれ ばな らな い,ベ ク トル の 向 きが一 定(右 回 りor左 回 り)で な け

れ ばな らない … な どの様 々な制 限があ り,加 工 段階 での処 理 が大 変複雑 な もの にな る。

現時 点で は,ベ ク トル デー タを使 ったCD-ROMシ ス テム は,あ ま り一般 的 で はな いが,ラ

ス ター画像 にな い きめ細 かい検 索 を実現 で きる とい う特 徴 を持 つの で,以 下 に簡 単 に述べ てみ

る。

例 えばプ リン ト基盤 回路 図のベ ク トルデ ータをCD-ROM化 す る時,各 回路 図 内の各 部 品 を

ブ ロ ック化(描 画セ グ メ ン トに分割)し て,こ れ らにテ キ ス トの属 性 を与 え る。(200オ ー'ム

の抵抗,ダ イオ ー ド ・・ ・)こ れ に対 して イ ンデ ックス ・デー タ を作成 す るこ とで,ダ イオー

ドか らこの画像 を検 索 す るこ とが可能 とな る。

この よ うな検 索 は,部 品検索,地 図 に よる検 索等 幅広 い応 用範 囲 に活用 で きるので,今 後 の

CD-ROMデ ー タベ ー ス化 の促 進 に も役立 つ もの とな るで あろ う。

以上 簡単 に紹介 して きた よ うに,画 像デ ータの加工 は,画 像 の特性 や 容量,設 備 の問題 等様 々

なフ ァクターに よ り大 変難 易度 の高 い もので ある というのが現 状 であ るが,フ ォーマ ッ トの統

一 ,ハ ー ドウエ アの統 一規格 化,そ れ に伴 う画像 オーサ リング ・システム の開発 によって,テ

キス ト ・デー タ並 みの 扱 いやす さを得 る時代 は さほ ど遠 くないの ではな いだろ うか。

⑤

曾
違
違

それぞれ属性を持ち,

その属性から画像1を

検索する。

キー:抵 抗150

抵 抗200

ダ イオ ー ド

トランジスタ

図6-5.ベ ク トル デ ータのCD-ROM化
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2-4デ ー タベー ス としての画像 デ ー タ

画像 デー タは テキス ト ・デ ー タ と違 って,一 件の デー タ(1枚 の 画像)を 更 に加工 して,切

出 しを行 って展開 してい くのが 容易 で はな いため,概 して複雑 な検 索 シス テム を構 築す るのが

難 し くな ってい る。 このため大抵 の場 合,画 像 はテキス トと混 在 でテ キス トの 補足 的な役割 で

扱 わ れ るこ とが多 い といえ る。

又,画 像 その もの を主 た る検 索対象 とす る ようなデー タベ ースで は,Visual優 先の映像 ソフ

ト的 な もの,冊 子体 その もの を取 り組 ん でCD-ROM化 した ような タ イ.プ,あ るい はCADや ナ

ビゲ ーシ ョン等特 殊 な用途 のデ ータベ ー ス として用 い られ るケース がほ とん どで あ る。

しか し,CD-ROMXA等 での画 像 フ ォーマ ッ トの規格 化,ハ ー ドの統 一 化 が進 め ば,ス プ

ライ ト,ワ イプ,デ ィゾル ブ,パ ー シ ャル ア ップデ イ ト … 等,種 々 の画像 表現 の手法 とか

らめ て,こ れ まで にないCD-ROM検 索 シス テムの構 築へ と発展 して い く可能性 が大 きい とい

え る。

いず れ にせ よ画像デ ータ をCD-ROM中 で どう使 いこな してい くか は今後 の 大 きな課題 であ

り,CD-ROM市 場 の成否 に もかか わ って くるで あろ う。
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参考 フ ロー

i 圏
オリジナル

画像データ

Video

CD-ROM用

テ キス ト

データペー ス

CD-ROM用

テ キス トデ ー タ

素材収集 ・選択

入力 ・変換

初期

画像データ

ベース

編集 ・加工

CD-ROM用

画像 デー タベ ース

検索用インデックス作成

テ キス トデータ ・マー ジ

CD-ROM用

画像データ

CD-ROM用 データ処理

○

表示端末

・検証

・ン ユ ミ レ ー ン ヨ ン

イ ンデ ックス

フアイル

・ISOフ ォーマ ッ ト化

・プ リマ スタ リング

・マ スタ リング

・プ レス

図6-6.画 像 デ ー タのCD-ROM作 成 フ ロ ー
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第7章 デ ー タ利 用 ソフ トウェ ア

(プ ロ グ ラム)





第7章 デ ー タ利 用 ソ フ トウ ェ ア(プ ロ グ ラム)

1.全 般 的 動 向

CD-ROM利 用 はHigh-Sierraフ ォー マ ッ ト(1986年5月)お よび これ と同等 なISO-9660

(1988年)で デバ イス,フ ァイル ・レベル の技 術基 盤 がほ ぼ整 い,今 後 は応 用技 術が 課題 と思

われ る。

製品傾 向 と して は,在 来 の単機 能 型か ら付 加価値 型利用 への展 開が あ る。技 術課題 は,① 検

索,表 示 な どの基 本機 能 と② 使 いや す さな どのユ ーザ ビ リテ ィに分 け られ る。 前者 で はデ ータ

ベ ース構 造 と くに全文検 索 と画像利用,マ ル チ メデ ィアな ど,後 者 はユ ーザ ・イ ンタフ ェー ス,

ハ イパ ー テ キス トな どの話題 があ る。

なお,電 子 出版一 般 に通 じる基礎 技術 と して,ド キ ュメ ン ト構 造記 述が 大 きな注 目を集 め て

いる。 一方,パ ソコ ン 自体 も32bit化 な ど技術革新 を迎 えつつ あ り,CD-ROM利 用へ の影響 が

予想 され る。

なお,CD-ROMの 問題 点 として動 作速 度が あ る。 アプ リケー シ ョン側 で の留 意点 をあ げ る。

1-1付 加価 値型CD-ROM利 用

初期 のCD-ROM製 品 は,既 存 文書ペ ー ジのイ メー ジ ・フ ァイルや 大 型 デ ータベ ー スの 移植

が多か った。 しか し,今 日で はCD-ROMの 特性 にあわせ て再構 成 され た もの や新 分 野の 製 品

が増 えてい る。

それ らは,デ ー タ を検 索,ア クセ スす るだ けで はな く,そ の利用機 能 を重視 してい る。 た と

えば,辞 書 で 単語 を検 索 す るだけで な く,ワ ープ ロ と連結 してスペル 訂正 や引 用 を可 能 にす る。

CD-ROMは 孤 立 したデ ータ資 源で はな く,ユ ーザ利 用環境 の一 環 とな る。 これ を付 加 価値 型

利用 と呼び,以 下の よ うに類別 で きる。

・単機 能 型利 用

・複合 型利 用:

・環境 指 向:

・サ ー ビス指 向

在来型。独立アプ リケーシ ョン

異種 データ複合,機 能複合

利用 目的 にそった環境 を提供

サービスを提供する媒体

① 複合型利 用:た とえばMicroSoft社BookShelfや 三傍 杖CDWord12+1は 外部 アプ リケ ー

シ ョン(ワ ープ ロな ど)と 一体化,連 動 す る。CDWordは 多国語辞 書,BookShelfは 英語 辞書

と文書 ス タ イル ・ガ イ ド,ビ ジネ ス資 料 集 な ど を複合 して い る(7-4参 照)。Lotus社One-

Sourceは 同 社の ソフ ト"1-2-3"と の連 結や 通信併 用で財 務管理 を支援 す る。
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②環境指 向:た とえばMicroSoft社Programmer'sLibraryは ソ フ トウ ェア開発 に必要 な様 々な

資料 や機 能 を提供 す る。 単一ア プ リケ ー シ ョン とい う よ り機 能 と資源:Resourceを 統 合 した

利 用環境 を提 供 して い る。

③ サ ービスの 出版:た とえば雑誌 の資料 サ ー ビス とか会員制組織 の機 関誌,企 業 内 ソフ トウ ェ

ア配布 な どへ の利 用。 出版物 とか ソフ トウ ェア い う よ り企業,団 体活 動の一 環 と してサ ー ビス

を提 供す る。例:Mac21.(10-6参 照),BMUGPD-ROM

1-2メ デ ィア と してのパ ソコン

これ までの パ ソ コン利用 は,ワ ープ ロ,ス プ レッ ドシー トな ど処 理機 能が 中心 だ った。 しか

し,他 のパ ソコ ンや ホス ト接続 でのデ ー タ交換 は,情 報交 換の一端 を担 って い る。さ らに,CD-

ROMは 情 報流 通 のチ ャ ンネル とな り,パ ソコ ンは情 報 ア クセ スの手段 と見 る こ と もで きる。

これ は"メ デ ィア としてのパ ソコン;ComputerasMedea"と 呼 ばれ,1990年 代 は,こ の よ

うな電子 出版 時代 へ の入 口 と見 るこ ともで きる。上記 の付 加価 値型利 用 も,実 は この よ うな利

用形態へ の入 口 と考 えられ る。

1-3イ ン タ フ ェー ス 共 通 化

た とえ ばProgrammersLibraryやBookShelfの よ う な 連 携 型 ア プ リケ ー シ ョ ン は,い ず れ

MacintoshやMS-Windowsの よ うな 統 合 的 環 境 へ と移 行 す る と思 わ れ る。OS/2PM,X

-Windowsな ど のGUI;グ ラ フ ィ ック ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス 普 及 がCD-ROM利 用 を促 進

す る こ とが 予 測 され る。 ま た,MacintoshのHyperCardは ハ イ パ ー テ キ ス トに よ るユ ー ザ ・イ

ン タ フ ェ ー ス の 共 通 化 で あ る(7-4参 照)。

1-4ド キ ュメン ト構造化技 術

辞書,マ ニ ュアル,リ フ ァレンスな どのCD-ROM化 は,テ キス ト ・デ ー タベ ー スの構 築方

法 とその検 索手法 が課題 で ある。

テ キス ト ・デー タベ ース は,言 い換 え れば文書 とい う構 造体 を定義 す る こ とにな る。 その汎

用性 や レイア ウ ト表現 を考 える と意外 と困難 な課 題 で あ り,文 書の論 理構 造記述 とい う手法 が

注 目を集 めて い る。具体 的 には,ISO;国 際標 準化機構 のSGMLが あ る(7-6参 照)。

*SGML;ISO -8879StandardGeneralizedMarkupLanguage .1986年 発行 。

一58一



1-5・1ハ イ パ ー テ キ ス トとハ イ パ ー メ デ ィア

SGMLと 似 た概 念 で,ハ イパ ー テ キ ス ト;HyperTextが あ る。SGMLが 構 造 記 述 で あ る の に

対 し,ハ イ パ ー テ キ ス トは 構 造 ア ク セ ス の 機 能 で あ る。Xerox社 のNoteCard,Macintoshの

HyperCardな ど が よ く知 られ て い る(7-5参 照)。

な お,HyperCardな ど 多 くの ハ イ パ ー テ キ ス ト ・シ ス テ ム は マ ル チ メ デ ィ ア ・イ ン タ フ ェ

ー ス を提 供 し
,こ れ をハ イ パ ー メ デ ィア と も呼 ぶ こ と もあ る。 また,HyperCardでSQLク ラ イ

ア ン トを 駆 動 しGUIフ ロ ン トエ ン ド と して 利 用 す る例 もあ る。

1-6マ ル チ メデ ィア ・パ ソ コン

早 けれ ば1990年 代 末 に,動 画像,音 声 な どのマル チメ デ ィア機 能 を内蔵 したパ ソ コ ンCPU

の実現 が予 測 され てい る。 そ の時代 のパ ソ コンは,高 水準 テ レビ:HDTVレ ベル の 画像 表 示

とマル チメ デ ィア ・イ ンタ フ ェース を備 えた統 合情報 処理機 器へ の進化 が予 測 され,関 連 して

デ ィジタル動 画像記 録技 術,DV-1が 大 きな注 目を集 め てい る(7-7参 照)。

ここで も,CD-ROMの マル チ メデ ィア適性 とマス メデ ィア適性(大 量 生 産性)が 注 目され

る。CD-ROMXAは,CD-1と 同様 な画像 音声同期再 生 の機 能だがパ ソ コンで利 用 で きる。

教 育やDTPRな どオ ーデ ィオ ・ビジュアル 応用が 主 と考 え られ る(第3章 参 照)。

マル チメ デ ィア応 用 は,た とえば,地 図の デー タベー ス化 や統計 の グ ラフ表 示 な どビ ジネス

需要 も大 きい と予 測 され る。 文字,数 値,図 形 お よび レイア ウ ト情 報 な どを統 一的 に扱 うマル

チ メデ ィア ・デー タベ ー スは オブ ジ ェク ト指 向のデ ー タベ ー ス設計 が最 適 と見 られ る。 まだ研

究段 階で あ るため,本 格 的 展 開 にはやや時 間がかか る と思 わ れ る。

'DTPR;DeskTopPresentation:パ ソ コンに よる広報 な ど。

2.デ ータ表現 と変換/付 加情報

CD-ROMに かか わ る規約 は以下 の ような もの があ る。

①物理媒体

② フレーム/セ クタ

③ ファイル互換性

④音声規約

⑤文字符号

⑥画像規約

⑦文書構造

⑧動画像

RedBook

YellowBook

High-Sierra/ISO-9660

CD-DA/CD-1規 約

ISO/JIS/シ フ トJIS

(CD-ROMXA/CD-1)

ISO-8879SGML

(DV-1,JPEG)

◎業界標準

◎業界標準

◎国際標準

◎業界標準

○ほぼ互換

・部分提案

○国際標準

・近未来
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この ように見 ると,画 像規約が最大 の課題である。以下,そ の動向を考 え,あ わせて文字符

号や ファイル変換を簡単に紹介す る。文書構造記述 は別項であげる。

2-1画 像 デー タ利 用

(1)利 用状 況

CD-ROMに よる画像 デー タベー スで は,自 動車 や航 空産業(た とえばBoeing社)の マ ニ ュ

アル,パ ー ツ ・カ タ ログ な どが知 られ て い る。また,日 本特 許情 報機構;JAPIOが1991年 にCD

-ROM刊 行 を予 定 して い る。 この よ うな利 用 で は,異 種 デ ー タ混 合 のデ ー タベ ース構 造,ペ

ー ジ ・レイ アウ トの記述 形式が課 題 と思 われ る。

パ ソコ ン向 けCD-ROMで 画像 フ ァイル を納 め た もの と して は,米 国NEC社ClipArt-3Dや

DiscoverySystem社 のSampler,Macintosh用 のBMUGPD-ROMやApple社 のShowCaseな

どが ある。 なか には32bit16万 色 高精 細 画 像 や3次 元 カ ラー ・アニ メ ー シ ョン も含 まれ,大 き

な もの は1フ ァイル5MB～10MB以 上 に達 してい る。PICT,PAINT,TIFFな どの 画像 フ ァ

イル 形式 が用 い られ てい る。 ただ し,デ ー タベー ス にはな っていな い。

(2)利 用の傾 向'

上 記 のMacintosh用CD-ROMで も分 か る よ うに,パ ソ コンの高解 像化,多 色 化 は 急速 にす

す んで い る。 また,標 準 画像 フ ァイル 形 式 や画 像記 述 言語 と くにPostscriptへ の関心 が 高 まっ

てい る。

① 高解 像化:IBM-PC系 で はEGAか らVGA仕 様(PS/2標 準 仕様)に 移 行 しつつ あ る(640

×400か ら1152×768な ど多段 階表 示)。 デ ィスプ レイ もマル テ ィ シンク(同 期 周

波数可 変)の アナ ログ モニ タ(無 限色 表示)に 移行 してい る。

② 専 門利 用:CAD/CAMな ど業 務利 用 では さ らに高機 能 なPGA仕 様(ア ナ ロ グCRT利 用)や

IBM-8514A仕 様 が増 え て い る。DTP利 用 では,高 解 像 度大 画 面 表 示 が ほ ぼ定

着 して い る。300dpi以 上 の 高解像 レーザプ リンタの低 価格 化 が,こ の傾 向 を促 進

して いる。

③ 多 色化:Macintoshの32bit/Pixel仕 様 が 注 目 され て い る(1989年 発表)。RGB各8bit,

16万7千 色 に透 過 性(Transparency)を 記 述 す るαチ ャ ンネ ル8bitか らな り,

自然画像表 示 と言 え る。CGや 出版分 野 で はこの形 式 が普 及 す る可 能性 が高 い。

一 般 ユ ーザ は256色CLUT表 示 が 多 い が,Macintoshの 場 合 は24bit16万 色 中の256色 表 示 で,

CLUTの 最 適 化 で かな り自然 な表 現 が え られ る。 現在,国 内パ ソ コ ンは4096色 中16色 な どが

多 いが機 能強化 は必然 とみ られ る。
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2-2画 像 の利用技 術

(1)画 像 フ ァイル 形式,PICTとTIFF

PICTは,Macintoshの 画像 フ ァイル形 式(MS-DOSで は".PCT")。 直線,円 な ど基 本 的図

形 の組合せ で 画像 を描 く,オ ブ ジェク ト指 向描 画方式 で あ る。 その 内 容 は,Macintoshの 画像

機 能,QuickDrawの 基 本 命令 とパ ラ メー タの 集合 に なっ てい て,再 編 集,変 更 可 能。 ラス タ

ー画像(Macで はPAINT形 式 と呼 ぶ)や 文字表 示 も含 み
,Macintoshで は標 準 的 に使 わ れ,

評価 は高 い。

TIFFはMicrosoft社 とAldus社 に よるラスタ ー画像 フ ォーマ ッ トで あ る。CCITT圧 縮 形式 や

NTSC規 格 対応 を含 んで い るが,ラ ス ター ・イメー ジ専用 で文 字 は扱 えない(フ ォーマ ッ ト拡

張 は可能)。MS-Windowsな どで使 われ るが,今 の ところ利 用範 囲 は狭 い。

(2)ペ ー ジ記述 言語,Postscript

Postscriptは フ ァイル形 式で はな く,画 像言 語で あ る(Adobe社)。 や は りオブ ジ ェク ト指 向

で,直 線,円,文 字 な どの組 合せ。特 に文 字 フ ォン トの扱 いが充 実 し,い わば印刷版 下 のプ ロ

グ ラム化 に相 当す る。パ ソ コン機種 や 解像 度 には依 存 しな いが,プ リンタ にPostscriptイ ンタ

プ リ一夕 を必 要 とす る。Apple社 が採 用 し,DTPブ ー ム とと もに普 及 した。 スク リー ン表 示用

に これ を拡張 したDisplayPostscriptも ある(NeXTが 採 用)。

(3)レ イ アウ ト記 述

テ キス ト ・デー タベ ー スか らDTP出 力 したい とい うケ ー スは 多 い。 レイア ウ ト情 報 とデ ー

タベ ース の関係 は,本 調 査第6章1で 詳 細 に検 討 されて い る。CTS;コ ン ピュー タ組版 の割

付指 定 は特 定 の タイプ セ ッ ト装置や文 字 フ ォン トに依 存 し,パ ソコ ン上 で は再 現で きない。 こ

の ためCTSフ ァイル か ら組版 コー ドを削 除 した うえ でデ ー タベ ー ス構 築 を行 な う。 ペ ー ジ画

像 を必要 とす る場合 は(特 許 情報 とか設計 図面),印 刷物 のペ ー ジ ・イメ ー ジをス キ ャナ で取

り込 む場合 が多 い。

米 国InterLeaf社(Unix上 のDTPソ フ ト;Publisher)やXyvision社 は国 防総 省 な どを クライ

ア ン トと して,デ ータベ ース とDTPの 連 結 をすす めて いる。大筋 として は,構 造記述 言 語SGML

をベ ース と してデ ータ ベー ス とDTP機 能 を連結,論 理 レイア ウ ト指 定 か らペ ー ジ記述 言 語へ

変換す る(7-6参 照)。

(4)動 向

大多 数 のパ ソ コ ンは640×400(ま た は480)ド ッ ト,16～256色 程 度 の 画像 仕 様 で あ り,一

方,上 位 ユ ーザで は高機 能多様化 が進 んで い る。 そ こで,画 像 フ ァイル は 固定的 な ドッ ト数,

色 数指 定 で はな く,デ バ イス独立 な記述形 式 が望 まれ る。PICT形 式 やPostscriptが これ にあた

り,仮 想 ス ク リー ン上 にマ ッ ピング す る。MS-WindowsやOS/2PMも 同様 で あ る。CD

-ROMの 画像規 約 もその ような方 向への 対応が予 測 され る
。

一61一



なお,以 上 の ような傾 向 を支 えて い るの は画像表 示プ ロセ ッサ やCPUの 高 速 高機 能 化 で あ

る。Intel社 が 開発 中のDV-1の 影 響 が大 きい と思 え る。 同社 は1991年 には170MIPSの 画 像 プ

ロセ ッサ を開発 し,1990年 代 中ご ろに は現在 のVGA程 度 の価格 で提 供 可 能 と予 告 して い る。

今後 の画像利 用の話題 は,そ の ような レベル にな るだ ろ う。

(5)JEPAで の共 通化実験

1988年,財 団法 人デ ータベ ース振興 セ ンターの委 託 で 日本電 子 出版協会:JEPAが 試作 した

CD-ROMテ ス トデ ィス ク中 に,国 産 主要 パ ソ コン5機 種 に対 し同一 画像 デ ー タ(TIFFフ ァ

イル)を 共通表示 す る実験 があ る。 限定範 囲 内では あ るが,異 機種 間 の画像仕様 の違 い を越 え

る試 み と して注 目され る。

3.検 索 デ ー タ ア ク セ ス/indexing

ここで は,CD-ROM応 用 での検 索 とデー タ利 用 とCD-ROMへ の 実装問題 を考 え る。検 索

の手法 として全文検 索;Full-TextRetleavalが 注 目 され る。

3-1キ ー ワー ド/イ ンデ ックス検索

一般的 な キーワー ド検 索 は以 下の ように動 作 す る。

① キーワー ド問い合 わせ

② キーワー ド ・リス ト検 索→ イ ンデ ックス ・ポイ ンタ取得

③ イ ンデ ックス読 みだ し→被 検索情 報 ポ イ ンタ取得

④ 被 検索情報 読み だ し

① はハ ッシュ値演 算 な どで② を呼ぶ。 普通 は②,③,④ で各1回 以 上の アクセ スが発 生す る。

該 当 レコー ドが 複数 あれば③,④ が繰 り返 され る。プ ー リア ン検索 で は② が複数 発生 す る。

ここで最 小 アクセ ス回数 は3回 にな り,お お まか に いえば1.2秒 以 内に 目的 レコー ドに達 す

る。 これが許 容 で きるか ど うか判断 を必要 とす る。許 容 で きな い場合,RAMデ ィス ク あ るい

はハ ー ドデ ィス ク併 用な どの手段 があ る。

(1)シ ーク回数

た とえば① か ら④ の 間でデ ィレク トリ移動 が あ り,ヘ ッ ドがデ ィレク トリ ・フ ァイル を読 み

に行 くと,シ ー ク回数 は倍 増す る。 フ ァイル ・ジオ メ トリも影 響 す る。逆 に③ までバ ッフ ァ上

の あ る場合,あ るいはハー ドデ ィスク に転 送 して あ る場 合,CD-ROMア クセ ス は④ の み にな

る。

例 外的 に リス ト中 たな い キー ワー ドな ど,一 次情 報の シ ーケ ンシャル ・スキ ャ ン とい った動

作 は,CD-ROMで は現 実的 で はない。ハ イパ ーテ キス ト ・システムの い くつ か は,こ の ため

にCD-ROMに 向y・て いな い と評 価 され る。 この よ うな場合,キ ー ワー ド検索 とい う手法 自体
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が不 適 当 と思 われ る。

(2)積 極 的冗 長化

た とえば企 業 リス トな ら,普 通 は分 野別,規 模 別 な ど複数 イ ンデ ックス ・フ ァイル を造 って

お く。 しか し,別 な方法 と しては,そ れぞ れの キー で ソー トお よび フ ィル タ された一次 デ ータ

・フ ァイル を複 数 ,作 成 して お く。論 理的 には無駄 が 多いが,大 容 量 のCD-ROMで は不 可能

で はな い。利 用 目的 に よって は実用性 が高 い(た とえばDMラ ベル 印字)。

3-2全 文検索

マニ ュアルや レフ ァレ ンス な どの テ キス ト ・デ ータベー ス は,論 理 的 に は連続 なデ ー タス ト

リーム と見 られ,固 定 長 フ レームの デー タベ ー ス とは事情 が異 な る。 この ため,検 索 手法 や ア

クセスの メ カニ ズム な どに新 しい試 みがみ られ る。

(1)キ ー ワー ドに よるデ ー タベー ス化

一般 にキー ワー ド・リス ト(索 引)を 造 り,イ ンデ ックスで本 文 中の キー ワー ド生起 箇所 を

ポイ ン トす る。本 文(一 次 情報)中 に もキー ワー ドであ るこ とをマ ー ク してお く場合 が多 い。

一次情報 を た とえば文 単位 の可 変長 レコー ド集合 とす るこ とが 多い
。分 野毎 に複 数キ ーワー ド

・リス トを用意 す るこ と もあ る。

以上 は基 本的 手法 で,オ フ ィス文書 や書誌情 報,一 覧情 報 な どに適 す る と思 われ る。本調 査

10章 ケ ース スタデ ィに代 表 的 な例 が あ る(口 外 アソ シェー ツ㈱CDbase)。

(2)部 分 一致

単語中の 一部分 をキー と して検 索 す る。単 語先頭 か らの前 方一 致,末 尾 か らの後 方一致,中

間一致 な どが あ る。

キー ワー ド型 デー タベ ー スの場合,キ ー ワー ド・リス トに対 す る論 理検 索 か ら部分 一致 を発

見 す る。CD-ROMの 場 合,非 キー ワー ドを検索 対象 に含 め る と,現 実 的 で はな い。 が,一 般

ユ ーザが この よ うな機 能 を利 用す るの は極 め て少 な い と言 わ れ る。

(3)リ フ ァ レンス

マ ニ ュアル や リフ ァ レンスで は本 文 中か らの参照 が頻 出す る。普 通 は,参 照 箇所 に参照 点:

referencepointを 起 き,被 参 照点:referentpointつ ま り,参 照先 へ のポ イ ンタを与 え る。 そ

れ らは参 照 リス ト ・フ ァイル と して管理 す る。

参照関係 は領 域 で もよい。 多 くの場合,章,節 などのブ ロ ック構 造 を単位 と しノー ド:node

と呼ぶ。 ノ ー ドをク ラス定 義(ま たは タイプ定義)す る場 合 もあ る。 簡 単 な応 用で は物理 長だ

けで切 る場 合 もあ る。

この手 法 は,ハ イパ ー テ キ ス トに よ くみ られ る。 その 場 合,参 照 関 係(Link)を 要 素 と し,

その属性 を管理 す るフ リース タイル ・テ キス ト・デ ータベ ー ス との見 方が で きる。
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(4)外 部 リフ ァレンス

学 術文献,統 計資 料 な どは,他 の 出版 物 または文書 を参照 す る場 合 が多 い。 また,本 文 中か

ら図 版や数表(外 部 フ ァイル)を 参照 す るこ ともあ る。

基 本的 には,上 記 と同様 に参 照 ポイ ンタをお く。 ただ し,参 照文 献相互 に互 換 な文書構 造 を

前提 とす る。 さ らに,一 般化 す る と標 準 的な文書構 造 記述の 話題へ とつ なが る(7-6参 照)。

(5)コ ンス トレイ ン ト

ー 般論 と して
,文 章 には文脈 が あ る。 単語だ け切 り出 して検 索 して も,ユ ーザ の意図 に そわ

ない場合が意 外 と多い(い わ ゆ るFalseDrop)。 そ こで,文 脈 検索 と制 約 とい う概 念 が注 目さ

れ る。

制 約:Constraintと は,た とえば知識 ベ ース探 索 で組合 せ の爆 発 を防いだ り,矛 盾 しな い よ

う制 約 を与 えるこ とを指 す。意 味検索 な どで利 用 され,制 約条 件 自体 も知識 と扱 われ る。

ほぼ 同様 に,全 文検索 で も異 常 な検 索 条件 を排除 す る ような仕組 みが期待 され る。端 的 な例

と しては,本 文 中か ら文 字列xの 出現 頻度最 大の部 分 集合 を探 す。無 制 限検 索 だ と,本 文全体

が第1位 とな り意 味 をな さない。 まず 全体集合 は除外 してお く。

(6)コ ンテクス ト;Context

文脈 問題 を指 す。一般 論 と しては 自然 言語 すべ てが コ ンテ クス トに依 存 して い る。

全文検 索で コンテ クス トは二つ の意 味 で使 われ る。一つ は検 索 の コンテ クス トで,た とえば

条 件(AandB)と(BandA)が 同 一で は無 い ような場合 が あ る。 もう一 つ は本文 中の文脈

で,た とえば"キ ューブ リックの2001年"は 映 画で あ り,年 号で は ない。

(7)近 接 性演算

た とえば 単語A,Bのand検 索 で,同 一文 中,段 落 中,語 順 な どを検 索 条 件 とす る。部 分 集

合 中 の出現 頻 度 を条件 とす るThreshold検 索 もあ る。 一般論 と して,近 接 性演 算 は コ ンテ クス

ト検 索 の一部 と考 え られ る。

米 国で はさ らに,こ れ を関係 記述 に拡張 す る試 みが あ る。 キー ワー ドの ヒス トグ ラムか ら近

接 性 マ トリッ クス 演算 を行 い,部 分 集合 間 の 関連 性 や 意 味 的 重 み を判 定 す る(米 国MCC;

MicroComputerConsortiumの ハ イパ ー テキス ト ・システム,gIBIS)。 コ ンテ クス ト概念 は

意 味理解 への 入 口にあ る と指摘 され てい る。

3-3フ ルイ ンデ ックス手 法

一 般論 と して ,文 脈 を持 つ文 書か らの 意味抽 出 は容 易で はな い。 そこで,テ キス ト ・デー タ

ベ ースで は,意 味 を問 う論 理検 索 と存 在 を指 示 す るメカニ ズム(イ ンバ ー ト ・フ ァイル)は 分

離 しよ うとい う考 え方 があ る。

イ ンデ ックス生 成時 に キー ワー ドを限定せ ず,一 切 の意味判 断 を行 なわ ない。 文書 中の全 単

語,あ るいは全 文字(ま た はその組 合せ パ ター ン)を イ ンデ ックス す るマ ップ を造 る。
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(1)パ ター ン辞 書 と検 索

マ ップ には一時 情報 の全情 報量が保 持 され,原 テ キス トに対 して可 能 な操作 はすべ て可 能で

あ る。一 方,原 テ キス トをパ ター ン分析 し,存 在 す るパ ター ンの辞書 を造 る。実 際 に は,ユ ー

ザ のニ ーズ1によ り辞 書 範 囲 を限 る。

た と えば文 字 列"AB"へ の ポイ ンタは必 ず"A"へ の ポイ ンタ に含 まれ て い る。"AB"が 辞 書

中に な くて も,(Aへ の ポ イ ンタ)+1=(Bへ の ポイ ンタ)を プ ログ ラム で検 出 で きる。 前

方検 索,後 方検 索 とい った概念 も,原 理的 には必要 な い。 しか し,速 度 が必要 な ら,こ のパ タ

ー ン を辞 書 に納 め てお く
。

(2)応 用事 例

この方法 は,原 理 的 に柔 軟で 高速 な検索 が可 能 とされ る。短 所 と して は辞書 が 巨大 化 し,本

文の数倍 に達 す るこ と も珍 しくない。 その作成 も手 間がか か る。 それ は速 度保証 の ため の冗長

化 に あた り,CD-ROM応 用 では許 容 で きる面 もあ る。

なお,詳 細 は非公 開 だ が ソニ ー㈱ のKRS-Jは この手法 を さ らに発 展 させ た もの と思 わ れ る。

'DPS -Jは 米 国PDSC社 が開発 したデ ー タ加工 ソフ トを ソニ ーが 日本 語化
,NEWSに 移植 し

た もの。

'KRS -Jは ,米 国KSC社 が 開発 した検 索 ソフ トをソニ ーが 日本語化 しNEWSに 移 植 した も

の 。

4.操 作 性

CD-ROMと 外 部 ソ フ トウ ェア との 連 携 動 作 や デ ー タ受 渡 し,ユ ー ザ に よ る カ ス タ マ イ ズ な

どの機 能 拡 張 が 目立 つ 。 操 作 面 で は,プ ル ダ ウ ン ・メ ニ ュー,ア イ コ ン,マ ウ ス な どの 採 用 が

増 え て い る。

パ ソ コ ンや ワ ー ク ス テ ー シ ョンの ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェー ス は ,文 字 中 心 のCUI;Character

-OrientUserInterfaceか ら 画 像 に よ るGUI;GraphicUserInterfaceへ の 変 化 を迎 え て い る
。

CD-ROM応 用 も例 外 で は な く,特 にMacintoshのHyperCardが 注 目 さ れ て い る。

4-1ソ フ トウ ェア連動 とデー タ統合

CD-ROMと 外部 ソフ トウ ェア,た とえば ワープ ロ との連 動 に よ り,CD-ROM中 の辞 書や

参 考資料 を参 照 し,必 要 な らワープ ロ側 のユ ーザ作成 文書 に複 写 で きる。あ るい は,CD-ROM

中の デー タベー スか らDMリ ス トを抽 出 し,DTPソ フ トで ラペ ル 印刷 を行 な う とい っ た使 い方

がで きる。

この ような使 い方 が注 目され るの は,以 下の ような理由が指摘 され る。

① リフ ァレ ンス出版 物 とい う性 格

一65一



②既 存 ソフ トとの連携 で市場性 が期 待 で きる

③統 合ユ ーザ環境 の構 築

④HighSierra/ISO9660で,OS上 か らCD-ROM利 用可能 とな った。

代 表 的 な 製 品 例 を表7-1に あ げ る。Microsoft社 のCD-ROM,MicrosoftProgrammer's

Libraryを 例 と して 説 明 す る。 な お,表 に は な い が,Macintosh用 のCD-ROMはMacOSで の

動 作 が 当 然 と され,HyperCardを ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス に使 う もの が 多 い 。

表7-1.連 動 型CD-ROMの 例

三修社

LotUS社

Microsoft社

CD-Word12+1:

One-Source:

BookShelf:

Programmer'sLibrary:

多国語辞書/ワ ープ ロ連動

1-2-3連 動 。オ ンライ・ン通 信併 用可能

辞書,資 料集。文書作 成支援

ソフ トウェア開発支援

(1)ソ フ トウ ェア連 動の仕組 み

MicrosoftProgrammer'sLibraryを 例 に とる。 これ はMS-DOSやOS/2な どソフ トウェ

ア開発 を支援 す る ツール で,9分 野48冊 の リフ ァ レ ンス,マ ニ ュアル を一枚 に お さめ,検 索

ソフ トMSLibraryと 組 合せ にな って い る。 デ ィスク はHighSierra構 造 とな って い る。

(2)マ ウス とメニ ュー に よる操作

ProgrammersLibraryは 上部 にメニ ュー が示 され,マ ウ ス また は キー ボー ド働 作 す る。

まず表7-2中 の ライブ ラ リを選択 す る。す る とブ ラウザ ・メニ ューが表示 され る。

だ いた い二 通 りの使 い方が ある。一 つ は,分 野 や章,節 な ど目次 に従 って読 んで行 く。 もう

一つ はSearChコ マ ン ドで キーワー ド検 索 す る。

'表7 -2
.マ イ ク ロ ソ フ ト ・プ ロ グ ラ マ ー ズ ・ラ イ ブ ラ リ内 容 一 覧

TheMS-DOSEncyclopedia

MSOS/2SoftwareDevelopmentKitmanuals

InsideOS/2byGordonLetwin

MicrosoftCOptimizingCompilerversion5.1manuals

ProficientCbyAugieHansen

MicrosoftWindowsversion2.OSDKmanuals

ProgrammingWindowsbyCharlesPetzoid

MicrosoftMacroAssemblerversion5.1manuals

MS-DOSversion3.3prograrnmer'smanual

AdvancedMS-DOSProgrammingbyRayDuncan

Prograrnmer'sGuidetoPCandPS/2VideoSystembyRichardWilton

MicrosoftBasic,Pascal,FORTRANmanuals

別 に10000種 以 上 の サ ン プ ル ・プ ロ グ ラ ム
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表7-3.プ ログ ラマ ーズ ・ライブ ラ リと併 用可 能 な ソフ トウ ェア

BRIEF

EpsilonEditor

crosoftEdtor

crosoftQuckBasicEditor

crosoftQuckCEditor

TheNortonEditor

TurboCEditor

VEDITPLUS

MicrosoftWord

PCWrite

WordPerf㏄t

WordStar

XyWrite

(3)コ ピー とペ ー ス ト機 能

Editコ マ ン ドで,CD-ROMの 内容 を取 り出せ る。MSLibraryの バ ッフ ァをス ク ラ ップ;

Scrapと 呼ぶ。 スク ラ ップ への デ ータ取 り込 み を コピー,ス クラ ップ か らの貼 り出 しをペ ース

トとい う。

Prograrnmer'sLibraryの 場 合,た とえばサ ンプル ・プ ログ ラム やテ ンプ レー ト(プ ロ グ ラ

ムの基本形)や ヘ ッダ ・フ ァイル を取 り込 む とい った使 い方が で きる。

(4)MSLibraryの 共有

Microsoft社 は,他 にStatPak(統 計 デー タ集),SmallBusinessConsultant(経 営資 料集)

とい ったCD-ROMを 刊 行 してい る。 それ らは検索 モ ジュール,MSLibraryを 共 用す る。 つ

ま りMSLibraryが メモ リ常駐 した ままでCD-ROMは 交 換 で きる。 このため,各CD-ROMは

共通 の検索 記述形 式 を もってい る。

なお,MicrosoftBookShelfは スペル検 索や辞書検 索 な どで さ らに 多様 な連 動構 造 を持 って

い る。三修社 のCD-Word12+1も これ と似 た多国語辞 書 ソフ トで ある。

(5)デ ータ更新,カ ス タマ イズ

Progra㎜er'sLibraryやBookShelfに はブ ックマ ーク機 能 力・"ある。 これ は,現 在の作業 箇所

や よ く参 照す る箇所 を示 すブ ックマ ーク(目 印 し)を,ユ ーザが 設定す る機 能 をい う。

辞書 型応用 で はユ ーザ に よる登 録 語彙拡 張機 能,UserDictionaryを 備 え る もの が 多 い。 ま

た,オ ンライ ン通信併 用 の アプ リケ ー シ ョン(LotusOneSourceな ど)の 場 合,通 信 で得 た

最新 デ ータ をハ ー ドデ ィス クに お き,CD-ROM上 の基 本デ ー タ と対 比 す る。

4-2グ ラ フ ィ ッ ク ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス

GUI;グ ラ フ ィ ッ ク ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス とは,マ ウ ス,ア イ コ ン,メ ニ ュ ー,ウ ィ ン

ドウな どの組 合 せ に よ リ コ ン ピュ ー タ を操 作 す る手 法 を言 う。 よ く知 られ て い る もの を 表7ー

一67一



4に あげ る。

GUIは,通 例,ウ ィン ドウ ・シス テム に よ り実現 され,操 作 の統 合 性 とマル チ タス ク動 作 を

備 えて い る(た とえば,ワ ープ ロ と辞 書 ソフ トの切 り替 え,並 行 動 作)。 次 姉 のMacintoshデ

ス ク トップ と同様,OSと アプ リケ ー シ ョンは ほぼ 共通 なウ ィン ドウ上 で操 作 され る。

(1)マ ル チ タスク環境 と汎用化

マ ル チ タス ク環 境 で は,BookShelfもProgramrner'sLibraryの 疑 似 タス ク ・ス イ ッチ をOS

が提供 す る。 その場合,ウ ィン ドウ ・シ ステム上 の ワープ ロ,カ ル クな らどれで も同時利 用可

能 とな り,CD-ROMの 同 時 利 用 に適 して い る。 ス ク ラ ップ は た とえばOS/2やwindowsの

DDE:DynamicDataExchangeに よる。

(2)利 用動 向

SunMicrosystems社 は 自社 のSunWindows上 で 同様 のCD-ROM応 用 を開発 した と伝 え ら

れ る。SONYも 自社 ワー ク ス テ ー シ ョンNEWS(Unix4.3BSD)にCD-ROMを 接 続,同

様 の試 み を行 な って いる。

な お,Microsoft社 はMSWindowsの 次期 バ ー ジ ョンを90年 前 半 に発表 す る予 定 で,さ らに

CD-ROM対 応 のマ ルチメ デ ィア版Windowsを 開発 中 と伝 え られ る(Info-world紙 など)。

表7-4.主 な グ ラ フ ィ ッ ク ・ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェ ー ス

Windows

OS/2PM;PresentationManager

PMXX-Window対 応 のPM

MacintoshDesktop

X-Window

Motif

OpenLook

SunView

DecWindow

5.ハ イ パ ー テ キ ス ト とCD-ROM利 用(MacintoshHyperCardの 事例)

HyperCardは,Macintosh(以 下Mac)上 のハ イパ ー テキ ス ト環 境 で あ る(1987年 発表)。

CD-ROMと 限 らず,パ ソ コ ン ・ソフ トの作 り方や ス タイル全般 に大 きな影響 を与 えてい る。

5-1Macintoshの デ スク トップ環 境

MS-DOSコ マ ン ドに相 当す る機 能 は上 部 のプ ル ダウ ン ・メニ ュー にお さめ られ,マ ウスで
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起 動で きる。 デ ィレク トリは ウ ィン ドウで,フ ァイル はアイ コンで示 され る。 なお,プ ル ダウ

ンをポ ップ ア ップ ・メ ニ ュー とす る こ ともで きる(拡 張機 能)。

5-2HyperCardの 仕組 み

(1)カ ー ドとスタ ック

HyperCardで は,Macの1画 面 を単 位 と して カ ー ドと呼 ぶ。 カ ー ドの 集合 が ス タ ック で あ

る。ス タ ック とは情 報や ソフ ト機 能 の集 ま りで,表 示だ けの スタ ック もソフ トと して動作 す る

スタ ック もあ る。

HyperCardス タ ックは,画 面 のあ る領域(Field)ま た はボ タ ンにプ ログ ラム が埋 め 込 まれ

てい る。

(2)HyperTalkとXCMD・

HyPerCardの プ ロ グ ラム 言語 をHyperTalkと 呼 ぶ。 これ はグ ラフ ィ ック ・ユ ー ザ ・イ ンタ

フ ェース を 内蔵 した簡 易 言語 で,MacOS機 能や 外部 コマ ン ドを呼 び出 す こ と(XCMD)も で

きる。CD-ROM利 用の 場合,音 声再 生や アニメ な どを呼 び出せ る。

5-3HyperCardの 利用 傾 向

この よ うなユ ーザ ・イ ンタフ ェー スは直観 的 に明快 で,非 熟練 ユ ーザ に も分 か り易 い。 デ ー

タベース分 野 で はSQLへ の応 用例 が あ り(Oracle社),HyperCardボ タ ンでDB問 い合 わせ を発

行 す る。

Mac用CD-ROMはHyperCardが 広 く使 われ てい る。 なかで は,Mac製 品ガ イ ド(MacGuide

社),マ ル チ メデ ィア ・プ レゼ ンテー シ ョン(MacroMind社),全 地球 カタ ログ(WholeEarth

社)な どが知 られ てい る。 教 育用で は,ベ ー トーベ ンの交響 曲 を素材 と した音楽教材(Voyager

社)が 注 目され て い る。

(1)ExpertSystemへ の応用

HyperCardの カー ドとい う情 報 単位 はハ イパ ー テ キス トの ノー ドに相 当 し,カ ー ド間の 関

係 がLinkに あた る。

プ ロ ダ ク シ ョン ・ル ール の ノ ー ドをハ イパ ー カ ー ドの カ ー ドとす る。if_then...を

HyperT41kの コマ ン ド"gocardxxx"に 対 応 させ れ ば,マ ウスで故 障診断 や意 志決 定がで きる。

外部 コマ ン ドへ と連 結 もで き る。Millennium社HyperXな どの製 品 が あ る。 特 にCD-ROMの

よ うな膨 大 なデ ー タ処理 には,有 益 と見 られ る。

(2)ハ イパ ーテキ ス トとハ イパ ー メデ ィア

HyperCardは ハ イパ ー テ キス トとい う考 え方 に したが っ て い る。 これ は文書 を部分 集 合:

nodeの あつ ま りと考 え,ノ ー ド単位 の検 索,表 示 を行 な うこ とを言 う。HyperCardは 一 画 面

を単位nodeと してい るが,一 般 には不定長 で あ る。
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厳 密 に言 う と,HyperCardは ハ イパ ーテ キ ス トの 部分 的 実現 で あ り,イ コー ル で は な い。

Mac上 のハ イパ ーテ キス トで は,た とえば英 国OWL社 のGUIDEも あ る。

ハ イパ ーテ キス トは,ノ ー ドをクラス 定義 された オブ ジ ェク トと考 え る。 ノー ド内容 は テキ

ス トと限 らず,画 像,プ ログラム機 能 や マルチ メデ ィア ・デー タで もか まわ ない。 これ をハ イ

パ ー メデ ィア とも呼ぶ こ と もあ り,商 業 的 には混同 され てい る。

6.SGMLの 応 用 展 開

SGMLは,ISO国 際標準化機 構 に よる電子 文書 記述 言語 で あ る。1986年 に国 際標 準化 され,

すで に欧米 で は実用化 がすす んで い る。JTC1/SC18/WG8委 員会 担 当で あ る。

WG8で は,ペ ー ジ記述 言語標準 化(SPDL)や 文字 フ ォン ト標 準 化,さ らにSGMLとSPDL

を結 ぶ デザ イ ン記述 言語,DSSSLの 審議 も進 んで い る。全体 と して は,電 子 メ デ ィア に よる

出版 とDTP,テ キス ト ・デ ータベ ース な どを統括 す る体 系化 が期待 され て い る。

*SGML;ISO -8879StandardGeneralizedMarkupLanguage .1986年 発行

*SPDL:StandardPageDescriptionLanguage(審 議 中)

*DSSSL:DocumentStyleSemanticsandSpecificationLanguage(審 議 中)

6-1マ ークア ップ言語SGML

SGMLと は,文 書構 造 を記 述す る言 語で あ る。具体 的 に は,① ドキュ メ ン ト(文 書)構 造 を

定義 し,② これ に ドキ ュメ ン ト・イ ンス タ ンス をマ ッピングす る。

(1)電 子文 書処理

ここで い う ドキュメ ン トとは,新 聞,辞 書,メ モ,小 説,何 で もよい。 それ ぞれ に紙 面構成

は異 なるだ ろ う。 まずその構 造 をSGMLの シ ンタ ックス で定義 し,DTD'と 呼 ぶ。 このDTDに

対応 し,文 書 中に構 造要 素 を示 す 目印,タ グを埋め込 む。 この タグが 文書 イ ンス タ ンス とDTD

を結ぶ ア ンカー の役割 を果 た す。 目印 しす るこ と,つ ま りマ ー クア ップMarkupがSGMLの 語

源 に なってい る。

6-2ハ イパー テキス ト接 続

以上のSGML概 念 は,ハ イパ ー テキ ス トとよ く似 て い る。 ただ し,ハ イパ ー テ キス トは機 能

とイ ンタ フェース を規定 して い る。SGMLは 構 造概 念 で,ハ イパ ーテ キス トで い えば ノー ドの

フ ォーマ ッ ト記 述 に相 当す る。 いわば,相 互補 完関係 に あ ると も言 える。

ハ イパ ー テキス トには,い くつか 問題 が ある。一 番 目は,相 互接続 で あ る。た とえばMacintosh

のHyperCardとMS-DOSのGuide,InterLisp上 のNoteCards(Xerox)は,そ れ ぞれ に よ く似

た機 能を提供 して い る。 が,そ の 間の デー タ交 換 の方法 が無 い。
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そ こで,ハ イパ ーテ キス トの ノー ド構 造 をSGMLで 記述 す るこ とが考 え られ る。 す る と異種

ハ イパ ーテ キス ト間で情 報 交 換 が可 能 にな る。製 品 としては ス コ ッ トラ ン ドのOWL社 のIdex

が あ る。

6-3SGML利 用動 向

この分 野 は,IBM,Xerox,DEC,HPや ポ ス トス ク リプ トのAdobe ,DTPのInterleafな ど

が積 極 的 に活動 して い る。ISO本 部 はす でにSGML処 理 系 を導 入 し,実 験 的 にISO規 約 電子 化

を試行 してい る。 日本 で は事 務機 械 工業 会(JBMA)が 国 際 窓 口 にな っ てい る。 また1989年,

日本 規格協会 にSGML懇 談 会 が設置 され てい る。

SGMLの 最 大 のユー ザ は,米 国 防総 省DoDで あ る。 装備補 給 自動 化 プ ロジェク ト(CALS)

に よ り,軍 お よび連 邦政 府 の 装備調 達 は,1995年 以 降,電 子 マ ニ ュアル 添付 が 原 則 とな る。

膨大 かつ複雑 な技術 マニ ュ アル の 自動管理 や調 達発注,装 備 管理 の デー タベース化 が 目的で あ

る。 この マニ ュアル の 記述 形 式 と してSGMLが 採 用 され(MIL28001),こ れ に よ りBoeing,

Grumman,GMそ の他 多数 がSGML導 入 をすすめ て いる。 た とえば 日本 で も導入 予定 のF-16

戦 闘機 のマニ ュアル は,CALS仕 様 の電子 マニ ュアル にな って い る。

また,米 国出版 界 もこれ と歩調 をあわせ,す で に出版 向 けSGML利 用規 約 を設定,公 開 して

い る(AAP-EMP)。 関連 してハ イパ ーテ キス トや マル チ メ デ ィア ,ナ レ ッジ ・メ デ ィア と

いった話題 もあ り,マ ス コ ミの話題 にな るこ とも多 い。

(1)SGMLのCD-ROM利 用

SGMLフ ァイル は普 通 の テキス トで,ま った くメデ ィア を限定 しな い。SGMLタ グ をその ま

ま検索 キ ー と し,全 文 検索 ソフ トを流 用 す るこ ともで きる。 この よ うな こ とか ら,CD-ROM

や オ ンライ ン ・デー タベ ース でのSGML採 用がす すんで い る。

た とえば,NML:NationalMedicalLibraryがSGML化 をす すめ て い る。 そ のユーザ 側 フ

ロン ト ・エ ン ドにHyperCard採 用が検 討 され てい る。ACS:AmericanChemicalSocietyが

CJOのSGML化 の準 備 を始 め て い る。Boeing社 はパ ー ツ カ タ ロ グ や保 守 マ ニ ュア ル のCD-

ROM化 にSGMLを 利用 して い る。

7.近 未 来 動 向 －DV-1,Micro2000,MPEGな ど

マ イク ロ ・プ ロセ ッサの 高速,高 機 能化 が著 しい。 これ をマル チ メデ ィアに応用 したイ ンテ

ル社 のDV-1が 注 目 を集 めて いる。 動画像圧 縮 方式 はISOやCCITTで 標 準 化検 討が始 め られ た。

他 方,イ ンテル,モ トロー ラな ど各 社 が超 高速CPU開 発 をすす め て い る。1990年 代 末 に は,

パ ソコ ンや デー タベ ース の基 本 モデル が変化す るとの予測 が あ る。
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7-11ntel社DV-1の 概略

DV-1;DigitalVideoInteractiveと は,一 種の画 像伝送 プ ロ トコル と専 用ハ ー ドウ ェアに

よる動画像 デ ィジタル処 理技術 の 名前 で あ る。DV-1の 開発 はRCAのD.Sarnoff研 究所 で始 め

られ た(1983年 か ら)。1987年,CD-ROMでNTSC動 画 像 をデ ィジタ ル再 生す る とい うDV-

1デモ が公開 され,反 響 を呼 んだ(連 続1時 間再 生。 ラ ンダム ・アクセ ス も可能)。 そのサ ンプ

ル 製 品 はIBM-PC上 の拡 張 ボー ドとCD-ROMの 組合 せ で 実現 され て い る。1988年,DV-1

は開 発者 ご とインテル 社 に移籍,実 用 開発 が始 まった。 イ ンテル はこれ を基礎 に超 高速 のマル

チ メデ ィアCPUを 作成す る予 定 とい う。

(1)CD-ROMで ビデ オ記 録

コンパ ク ト ・デ ィス クの読 みだ し速 度 は音 声再生 か ら規 定 され,44.1khz×16bit×2ch≒

175KB/sec程 度,ユ ーザ ・デー タ は153KB/秒 程 度 で あ る。NTSCやPAL画 像再 生 に は,こ

の 百数十倍 の データ量 を要 す る。

このため,DV-1は 色情 報圧縮 お よび フ レーム 間圧縮 な どに よ り1フ レーム平均5Kバ イ ト

前後 まで圧縮 す る。同時 に音声 もADPCMで4Kバ イ ト/秒 程 度 に圧縮 され る。 その詳細 は公

表 されて いないが,た とえば人物 画 はデ ル タYUVと フ レーム 間圧縮,CG図 形 は コマ ン ド描 画

とい うように異な るアル ゴ リズム を併 用 し,ダ イナ ミックに切 り替 えてい る とい う。圧縮処 理

は,高 速パ ラ レル ・プ ロセ ッサ を利 用 して も実時間 の数倍以上 か か る非 対象 変換 で(記 録 が再

生の何倍 かかか る),今 の ところイ ンテル 自身が行 って い る。

(2)パ ソ コンで動画像再 生

DV-1再 生お よび編 集用 ボー ドは,高 速 カスタム ・プ ロセ ッサ,VDP2本 を中心 とす る。VDP

は 固定 され たイ ンス トラ クシ ョン ・セ ッ トを持 たずマ イ ク ロコー ド自体 を外部RAMか らロー

ドして動 作 す る。圧縮 の アル ゴ リズム に応 じてVDPマ イ ク ロ コー ドもダ イナ ミッ クに入 れ替

え,最 適 な動 作モ ー ドを選択 して い る とい う。

ボ ー ドは,IBM-PC/ATの 拡 張 ボー ドと してサ ンプ ル 提供 され,基 本 ソフ トウ ェア ・ラ

イブ ラ リも付属 して い る。VDP内 部 は非 公 開で,ユ ー ザ は付属 ライ ブ ラ リ上 で のプ ログ ラ ミ

ング にな る。

DV-1は さ まざまな モー ド設 定 が可能 だ が,た とえば256×240ピ クセル,RGB各8bit,168

0万 色,30コ マ/秒 程度(可 変)でNTSC画 像 を再 現 す る。 その デモ を見 る と,家 庭 用 と して

は実 用 レベル と見 える。

また,画 質 を限ればパ ソ コ ン上 で の画像 取 り込み,編 集 もで きる。これ をELV:EditingLevel

Videoと 呼 んでい る。企業 内CAIな どは この レベルで可 能 といわれ る。

(3)DV-1利 用動 向

DV-1に よる作 品で は,ニ ュー ヨー クのBankStreetCollegeに よるメ キシコの遺跡探 訪,室

内デザ イ ンへの応 用,工 場 内 トレー ニ ングな どの試作 デモが あ る。一 方 で は,家 庭 用DV-1プ
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レーヤ(DV-1を 組 み込 んだ デ ィジタル ・テ レビ)の 開発 もすすめ られ てい る とい う。

DV-1本 来 の特 色 は,連 続 シー ケ ンシャル な再 生 よ り対 話的操 作 な どの プ ログ ラマ ビ リテ ィ

に ある と思 える。 イ ンテル社 自身 は,た とえば,画 像 認識 とか通 信,画 像 デー タベ ース,統 計

解析 のグ ラフ表 示 とか,コ ンピュータ ・マ ニ ュアル のアニメー シ ョン化,動 画像 に よる故障 診

断 とい った実用 アプ リケー シ ョンを強調 して い る。

7-2動 画像 圧 縮方 式,DCT

動画像 の デ ィジタル処 理 は,膨 大 な情報量 をいか に圧縮 し,再 現 す るか にか か ってい る。 そ

のた めの技術 が,テ レビ電話/会 議 や 高画質 フ ァクシ ミリな ど画像通 信分 野で研 究,開 発 され

て きた。

いずれ もDCT;離 散 コサ イ ン変換 が採 用 され,DCT処 理LSIが 各社 か ら登 場 して い る。 この

うち,MPEGはCD-ROMを 含む蓄積 メデ ィア用の映 像符 号化 を担 当 し,日 本が 有 力 メ ンバ ー

とな って い る。

(1)画 像圧 縮 の方法

空 白や黒 ベ タが続 く画 面 は簡 単 に圧縮 で き る(た とえば フ ァク シ ミ リの ラ ン レ ング ス符 号

化)。 グ ラデ ー シ ョンな ど単調 な変化 も同様 の方法 が使 え る。

一 般 に
,自 然 画像1;1[空間的 に も時間 的 に も連 続 して いる場 合 が多 い。 あ る画素 が分 かれ ばそ

の近 傍 を予測 で きる。 予測か らはず れ る変化 分 だけ を伝達 すれ ば よい(予 測 符 号化)。

動 画像 も連 続 す る画面(フ レーム)は だ いた い似 てい る。 これ も,変 化分 つ ま り動 きを抽 出

す るこ とで冗 長 成分 を圧縮 で きる(フ レーム間圧縮)。

DCTは,こ の よ うな冗 長情 報圧縮 の方法 の 一 つ で ある。 他 に比 べ,圧 縮 効率 と復 元 画像 の

品質 かち これが最 有 力 とな った。膨 大 な演 算 を必要 とす るが,IC集 積 率 の 向上 で 専 用ICが 実

現 してい る。

表7-5.画 像符号化の標準化活動

テレビ電話/会 議

カラー静止画

蓄積メディア映像符号化

CCITTSGXV

CCITTSG珊/JTC1/SC2/WG8(JPEG)

JTC1/SC2/WG8(MPEG)

DCT十MC

ADCT

(DCT十MC)帥

・ ㏄T;DiscreteCosinetransformation:離 散 コサ イン変換

'ADCT;適 応 化DCT

'MC;MotionCompensation:動 き補償

傘CCITT;国 際 電信 電話諮問委員会

'ISO;国 際 標準化機構

軸MPEGは1990年3月 に取 りま とめ予定
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(2)DCTのCD-ROM利 用

MPEGは まず映 像転 送 レー ト1.15Mbpsを 基準 と して標準 化 を予定 して い る。 これ はCD-

ROMの 転 送速 度 に近 く,NTSC動 画像 に対 して1/100ほ どの圧縮 率 にな る。 フ レー ム 内圧縮

は2次 元DCT,フ レー ム間 は差分 に よる予 測 方式 が有 力だ が,フ レー ム 間予測 の方 法 が 単 方

向 か双方向 か な ど論議 が あ る。通 信系利 用 とは異 な り,ラ ンダム ・ア クセ ス,サ ーチ な どを考

慮 す る必要 が あ る。1990年9月 を 目標 と して審議 が すす め られて い る。

DCTは,オ ン ライ ン通信 とデ ィス ク ・フ ァイル の互 換性,汎 用化 に よ るIC量 産 効果 も期 待

され る。DCT専 用ICは,`英 国Inmos,仏Thomson,米TRW,松 下 電器 な どが 発表 してい る。

また,画 像処 理DSPでDCT処 理 可能 な もの も多 い(静 止 画用)。

なおDCTは 標 準化 案で あ り,製 品技 術 のDV-1と 直接 比較 す る対 象 ではな い。DV-1は 圧 縮

技 術 だけで はな く画 像表 示 ボー ドで もあ る。 た だ し,DV-1は 上 述の ように ソフ トウ ェア動 作

で あ り,DCTをDV-1上 に搭載 す る可能性 も示 唆 され てい る。

'7 -3西 暦2000年 のCPU

CD-ROMが 提 案 されて か ら5年 たった。 この 間,要 素技術,デ バ イス技術 の進 歩 はめ ざ ま

しく,パ ソ コ ン自体 が時 代改革 を迎 え よう と してい る。

1970年 代 後 半,イ ンテル8080な ど8bitCPUか ら出 発 したパ ソ コンは80年 代 に16bit化 し,90

年代 には32bitCPUが 主流 とみ られ る。処 理速 度 も10MIPS以 上 とな る。

パ ソコ ンの 主 メ モ リは,8bit時 代 に64kB,16bit時 代 に640kB(MS-DOS),32bit時 代 に

は4MBか ら16MB程 度が主流 とな り,上 位機 種 で は仮 想 メ モ リも普 及 す るとみ られ る(OS/

2やUnix)。

(1)情 報 流 通が ボ トル ネ ックに

た とえば イ ンテル は1989年 秋,21世 紀 まで の長期 展 開 を明 らか に した。

①DV-1の 高速化

VDPは 現状

1990年 内:

1991年 後 半

②CPU高 速化

1992年:

1995-97年

2000年:

12.5MIPS

25MIPS達 成

170MIPS目 標

i586,100MIPS程 度

i686/i786

Micro2000,2000MIPS,DV-1内 蔵

100MIPS単 位 のCPUやVDPが 実現 す れ ばパ ソコ ン とテ レ ビの境 界 が消滅 し,マ ル チメ デ ィ
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アはパ ソコ ンの標準機 能 にな る とも言 われ る。

16bitパ ソ コ ンまで はCPU能 力が ボ トル ・ネ ック で,CD-ROMの 大 容 量 を活 か しきれ な い

面 が あ った。 が,次 世 代 パ ソコ ンでは む しろ大 規模 デー タの受 渡 し方法 が問題 とな る。CD-

ROMな ど大 容量媒体 利 用が 加速 され るだ ろ う。

(2)応 用展 開

さ らに応用技 術 と しては,以 下の ような方向が あげ られ る。

・メデ ィア ・マ ルチ メデ ィア文書構 造記述

→SGML+ハ イパ ー テキス ト

・デ ー タベ ー ス設計 ・超 高速サ ーチエ ンジン

・オブ ジ ェク ト指 向デ ータベー ス

・ユ ーザ ・イ ンタフ ェー ス →マル チ メデ ィアGUI

ここで は,た とえば デー タベ ースの イ ンバ ー ト ・ファイルが 不要 にな るか も しれ な い。 実際,

GE社 が米 軍 向 けに開 発 したデ ータベ ース専 用プ ロセ ッサ,GEScanが 示唆 に富 んで い る。 こ

れ は90MIPSの 速度 で書 籍200冊 を1秒 でス キ ャ ンす る といわ れ,マ ップ 情 報 は仮 想 的 に メ モ

リ上 にあ る。 デ ィス ク上 の イ ンバ ー ト・フ ァイル を読 む こ とは,そ れだ けで時 間の無 駄 と言 え

る。

その ような大量情 報 消費の 時代 に,CD-ROMは 情 報流 通の"封 筒"と とい った位 置 付 けが

で きる。 動作 速度 が問題 にな る場合 は,内 容 をメモ リ上 また はハー ドデ ィスク上 に転 送す れ ば

よい。高 速大 量生産 性 を特 徴 とす る大 衆的 メデ ィア とい う方向 も予測 され る。

資 料 出典:

1)"光 デ ィス ク標 準 化 に 関 す る調 査 報 告",光 産 業 技 術 振 興 協 会

2)"DigitalVideoInteractiveTechnology"ほ か.IntelCorporation

3)MacintoshIIcxマ ニ ュ アル 類 。HyperCard1.2マ ニ ュ ア ル 。ApPle社

4)Author/Editorマ ニ ュ アル 。Softquad社

5)Programmer'sLibraryマ ニ ュア ル 。Microsoft社

6)MSCD-Extensions2.0マ ニ ュ アル 。Microsoft社

7)ISO-9660:VolumeandfilestructureofCD-ROMforinformationinterchange,

1988年 発 行

8)ISO-8879:SGML;StandardGeneralizedMarkupLanguage.1986年 発 行 。

9)ISO/IECJTC1/SC18/WG8N.953:StandardPageDescriptionLanguageワ ー キ

ン グ ドラ フ ト

10)ISO/IECDP10179DocumentStyleSemanticsandSpecificationLanguage

11)MichaelArbib,"Brains,Machines,andMathematics",Springer-Verlag,1987
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第8章 情報流通の現状 と動向

1.ハ ー ドの 流 通

1-1タ イプ 別流通 の現状

CD-ROMは,巾 広 い分野 で種 々の活 用が行 われつ つあ り,そ の利 用 シス テム も多様 で あ る。

そ こで,ハ ー ドの タイプ別,用 途 別 に流 通 の現状 を整理 してみた い。

(1)パ ソコ ン用CD-ROMド ライブ

a.外 付 タ イプ

CD-ROMド ライブ ・ユニ ッ トと一 般 に呼称 され,パ ソ コンの 周辺機 器 と して利 用 され る。

① 一般 向

パ ソ コ ン販売店 が流 通 の主体 となって い る。 ここで いう 「パ ソ コン販 売店 とは,パ ソ コンを

取 扱 って い る店 とい う意味 で,パ ソ コン ・コーナ ー をもつデパ ー ト,ス ーパ ー は もちろん,多

角経 営 でパ ソコ ン販売 に取 組 んでい る書店,事 務器 店,カ メ ラ店等 の すべ て を含 んで い る。 も

う一つ の流 れ と して,情 報 サー ビス会 社 が,デ ー タベー ス系CD-ROMと ドライブ ・ユニ ッ ト

を併 売 す るケース も見 られ る。 この 他で は,出 版社等 のCD-ROMソ フ ト ・プ ロデ ュ ーサ ーが,

顧 客の注 文 に従 って,ソ フ トと同時 に ドライブ ・ユ ニ ッ トを直売 す るこ と もあ るが,ケ ー ス と

して は稀 少 と思 われ る。

② 業務 向

業務 用CD-ROMシ ス テム と して は,書 店 向け書誌検 索 シス テム,部 品 検索 システ ム,保 険

用 シス テム等 があ るが,ソ フ ト,ハ ー ドの総 合 システム受注 で開発 され,ハ ー ドの供給 は,OA

機 器販 売会 社 が行 ってい る。

b.内 蔵 タ イプ'

CD-ROMド ライブ が,パ ソコ ン本 体 に内蔵 されて いる もの で,富 士 通 の"FMTOWNS",ソ

ニー の"QuarterL",NECの"PC-8801MC"の3種 が あ る。 これ は,パ ソコ ンその もの とな

るの で,当 然 パ ソ コン販売 店 とOA機 器 販売会 社が流通 の中心 とな る。また,完 結 したCD-ROM

シス テム で あ り,外 付 タイプ と違 い取 扱 いが容易 なので,業 務用分 野 で は ソフ ト提 供者 がセ ッ

ト販売 す るこ とも可能 と思 われ る。

(2)ワ ー プ ロ用CD-ROMド ライブ

ワープ ロの周 辺機 器 と して利 用 され るの で,パ ソ コン販 売店,OA機 器 販売 会社 が流 通 の 中

心 で あ る。
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(3)ゲ ーム機 用CD-ROMド ラ イブ

テ レビ ・ゲ ー ム機 用 のCD-ROMド ラ イブ は,NECのPC-Engine用 の 「ロム ・ロ ム」 が あ

るが,ソ フ トの性 格 か ら玩 具店 ルー トが一般 向流通 の主体 であ る。 今後,ゲ ー ム以外の分 野 に

ソフ トが広 が る とす れ ばハー ドと して は扱 い易 いの で,ソ フ トの種類 にふ さわ しい流通 ルー ト

が出現す る可 能性 も含 んで いる。

特 殊 な例 と して,結 婚相 談所 が,会 員 向けに候 補 者探 しの システム として供 給 して い るの で

記 してお く。

(4)カ ーナ ビゲ ー シ ョン用CD-ROMド ラ イブ

乗用車の オプ シ ョン と して販 売 され るので,現 在 カ ーデ ィー ラー,自 動 車整備会 社が流 通 の

主体 であ る。 カー ナ ビゲ ー シ ョンが一 般化 すれば,・自動 車用 品店 な どへ販 売 は広 が る もの と推

測 され る。

(5)CD-ROMサ ーバ ー(チ ェ ンジャー)

複 数のCD-ROMデ ィス ク を同時 に検索 した り,LANシ ス テム で複数 の端 末か ら検 索 す るた

め のCD-ROMド ライブ ・シス テム と して,CD-ROMサ ーバ ー又 はチ ェ ンジャー が 開発 され

て い る'。用途 と して は,デ ー タベ ース検 索用 を中心 とす る業 務 用で あ る。

従 って,情 報サ ー ビス会社 とOA機 器販売会 社が販 売 の主体 とな る もの と思わ れ る。

1-2ル ー ト別流通 の現状

(1)再 生専用機 の普 及特性

CD-ROMは,ソ フ トとそれ を再 生 す るハ ー ドで初 めて 実用 とな る。ユ ーザ が 自らソ フ トを

つ くれ るVTRや テープ レ コー ダな ど と違 い,他 か ら供 給 され るパ ッケ ー ジ ・ソフ トを使 う ビ

デ オデ ィス ク ・プ レーヤやCDプ レーヤ と同 じ位置 に あ るの が,CD-ROMド ライブで あ る。

レコー ドや ビデ オデ ィス クの普 及の初 期段 階で,そ れ らの ソフ トとハ ー ドが併売 され て いた

こ とは周知の こ とであ り,両 者 が揃 うこ とで商 品 とな るか らで ある。

新 しい商 品は,一 般 で の認知 度が低 く豊富 な商品 知識 で,ユ ーザ に納得 して もらわね ば販売

で きない。 また,普 及初期 の商 品 は,販 売数 が少 いの で,ハ ー ドとソフ ト両方の売上 が 同時 に

で きるこ とは,大 きな販売 メ リッ トで もあ る。

商品知識 では,CD-ROMの 場 合ハ ー ドの シス テム ア ップ とその操 作が 第一 で,ソ フ トに よ

って どんな情 報が得 られ るかの 説明 が中心 とな るの で,ハ ー ド販売 店が どう して も有利 で あ る。

また,一 般 的 には ソフ トの価格 よ り,ハ ー ドの価格 が高 いので,販 売額 の増進す るハ ー ド販売

店の方 が,ソ フ ト販 売店 よ り積極 的 で あ る。

従 って,普 及初期 は,ハ ー ド販売 店が ソフ トを含 め て流通 の 中心 にな る傾向 が あ り,ル ー ト

別流 通の現 状 も,以 下 に見 る様 にハ ー ド販売店 が中心 とな ってい る。
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CD-ROMの 場 合,AV機 器 以上 にハ ー ドシステ ムが分 りに くい上,ソ フ ト使 用 に際 し,立

ち上 げ用 ソフ ト作成 の手続 を要 す る場合 もあるな ど,配 送 ・設 置 も含 め,ソ フ ト系 販売店 がハ

ー ドを扱 いづ らい もの に して い ると も言え る。

(2)ル ー ト別流 通の 現状

a.パ ソコ ン販売店,OA機 器販売会 社

パ ソコン用,ワ ープ ロ用 と も,CD-ROMド ラ イブ流 通 の 中心 とな って い る。 ハー ド知 識 は

充分 で,ソ フ トを扱 うこ とに よ って,店 頭 デ モ ンス トレー シ ョンに も容易 に対応 で き る条件 を

備 えてお り,ハ ー ドは もとよ りソフ トを含め てCD-ROM普 及 に最 も期待 され る販売 ル ー トと

言 え る。

ソフ ト内容 につい て,ユ ーザ ・ニ ーズ た充分 対応 で きる知識 が養成 され れば,将 来 的 に ソフ

トの流 通ル ー トと して も有望 と考 え られ る。

しか し,現 状 で は,CD-ROM販 売 に積極 性 を もつ 店 は極 め て少 く,.こ れ か らの課題 で あ る。

b.情 報 サ ー ビス会 社

デ ー タベ ー ス系CD-ROMの 販売 に伴 い,こ の分 野での ハ ー ド販売 の中心 に なって い る。

オ ンライ ン ・デー タベ ース取 扱 いの 関連知識 と して,ソ フ ト知識 は もちろんハ ー ド知識 も充

分 と見 られ,ユ ーザ ・ニ ーズ に最 も対応 能力 を有 してい る。現状 は,対 象 市場 が限定 され た感

が あ るので,豊 富 なCD-ROM知 識 を生 か して一般 市場 に向 けての販 売 に積極 性 を出 してほ し

いル ー トで あ る。

また,CD-ROMサ ーバ ー(チ ェン ジャー)の 販売 には,OA機 器 販 売会 社 と ともに最 有 力

ル ー トと考 え られ る。

c.書 店

出版 系 ソフ トが主流 の 日本の現状 か ら見 る と,書 店 は最 もな じめ る販売ル ー トで あ る。

しか し,パ ソ コン非取 扱 の一般 書店 は,ハ ー ドは もとよ りソ フ トにつ いて も商 品知識 に欠 け

て お り,普 及期 の販売 ル ー トと して は,ほ とん ど期 待 で きない。

位 置的 には,ソ フ トを売 る為 にハ ー ドを扱 うとい うことにな り,そ れ に して は,ハ ー ド販売

に必要 な人 材 ・設備等 の条件 整 備 に問題 が多 す ぎる。

書 店が 扱 え るハ ー ドと して は,テ レビに接 続 す るだ けで使 え るCD-ROMプ レーヤ や,CD

-ROMビ ュー ア等 の 一体 型プ レー ヤで ,ユ ーザ の持 ち帰 りが 可能 な もの しか考 え られ な い。

ソフ トも上 記の様 なプ レーヤ用 の ソフ トは扱 え るが,現 在 のパ ソコ ン,ワ ープ ロ用CD-ROM

の ソフ トの ように,ユ ーザ への取 り扱 い説明 を要す るもの は 困難 で あ る。
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d.プ ロデ ューサ直売

ユ ーザの使↓・た い ソフ トが あ り,ハ ー ドの入手 が 困難 な場合,便 宜的 に ソフ ト ・プ ロデ ュサ

ー.であ る出版社 等が,CD-ROMド ライブ を斡 旋販 売 す る もので,初 期 に於 け る例 外 的 な方法

と考 え られ る。

アメ リカで は,ソ フ ト ・ハ ー ドセ ッ ト販売 で,プ ロデ ューサ直売 が多 い と伝 え られ てい るが,

これ もハ ー ドの入手難 の解決策 として,と られ た策 と推 定 され,ハ ー ド流 通 が一般 化す れば必

要性 はな くな って来 るで あろ う。 この方 法 は,配 送,設 置,メ ンテナ ンス に困難 が あ り,常 態

にはな りに くい と見 られ る。

e.訪 問販売

イ タ リアで,ソ フ ト・ハ ー ドの セ ッ トに よる訪 問販売 の成功 例 が あ るが,日 本 で は例 が ない。

イ タ リアの場 合 は,ハ ー ドがCD-ROM内 蔵 ワープ ロで,他 の機 器 との接 続 を要 しない専 用機

で あったこ とが,訪 問販売 を可 能 に した もの で ある。

訪 問販売 は,説 明商品 を得意 とす るの で,CD-ROMに とって有 力な販 売 手段 で あ るが,そ

れ を可能 にす るハ ー ドとソフ トの商 品化 が キー ポイ ン トとな る。

f.通 信 販売,デ ィスカ ウ ン ト店

ユ ーザの認知 度が高 い商 品か,知 られ て な くとも分 り易 い商 品で,価 格 の魅 力だ けで販売 で

きる状況 に於 いて,勢 力 の あ る販 売ル ー トで あ る。ゲ ー ム機 用CD-ROMやCD-ROM内 蔵パ

ソコ ンが一部 で扱 われて い るが,普 及期 以降 または分 り易いハ ー ドの登 場後 のル ー トで あ る。

9.玩 具 店

ゲーム機 用CD-ROMに とって は,ほ とん ど専売 的ル ー トにな って い るが,顧 客 層 か ら見 て

もそれ以外 のCD-ROM販 売 に は期 待で きない。

h.レ コー ド店

ソフ ト販売 店 としては,な じみの深 いル ー トで あ るが,ハ ー ドにつ いて は 「書店 」の項 で述

べ た と同 じ状 況 にあ る。

1-3ハ ー ド流通 の課題

ハ ー ド流 通の現 状 につ い て,ハ ー ドの タ イプ 別 とル ー ト別 に分 け て前項 まで記 して来 たが,

ハー ド流通 を促進 し,CD-ROM普 及 を推 進す る為 の課題 を,こ こで整 理 して お きたい。

(1)ハ ー ド販売 者 の必要 条件

ハ ー ド販 売者 を,現 在 のル ー ト以上 に増強 しよう とす るな ら,業 界 が協 力 して次 の条件 を満

たす ような支援策 が必要 とな る。

a.ハ ー ド ・システム知識 の養 成

b.ソ フ ト内容 とその利 用 知識 の養 成

c.店 頭展示,デ モ ンス トレー シ ョンへ の対 応

一80一



d.配 送,設 置,メ ンテナ ンスへの対 応

(2)互 換性

CD-ROM論 理 フ ォーマ ッ トの標 準化 の進 展 でCD-ROMド ライブの互 換 性 は解 消 しつつ あ

るが,独 自フ ォーマ ッ トも存在 して お り,今 後 も登場 しな い とは言 え ない状 況 に ある。'パソ コ

ン,ワ ープ ロ等 ホス ト機 器 に よる非互 換性 は,依 然存在す るの で ,望 ま しい改善 方向 を次 にあ

げ てお く。

a .ど のパ ソコンで も使 え るCD-ROMド ライブ。'

b.ど のパ ソコンで も使 え るCD-ROMデ ィス ク。

(3)価 格

CD-ROMド ライブ ・シス テムの価格 の高 さが,普 及の 阻害要 因 の一 つ で あ るこ とは,否 め

ない状 況 にあ る。

現在 の ドラ イブが高価格 にな ってい る要 因 は,量 産状 況 にな い点 もあ るが,業 務 用志 向の高

信 頼性,高 品質 にな って いるこ と もあ る。一 般向 ソフ トも増 えつつ あ るの で,普 及 型低価格機

の発売 を期待 したい。

(4)ソ フ ト

魅 力 あ るソフ トが 多種 にわた って発売 され るこ とが,CD-ROMの 普 及 に とって最 有 力手段

で あ る。

これが実現 されれば,ハ ー ドの利 用価値 は飛躍 的 に拡大 され,ハ ー ド価格 の割 高感が な くな

り,普 及 が促 進 され る。同時 に,ハ ー ドの量産効果 によ る価格 ダウ ンが期 待 で きるの で,ソ フ

ト業 界,ユ ーザ に とって望 ま しい条件 が整 うこ とにな る。

1-4将 来展 望'

CD-ROMは,日 本 は もちろん世 界 的 に も,や っ と動 きだ した とい う処 で,ハ ー ドもソフ ト

も流 動的状 況 に ある。特 に流 通 は未確 立 の状態 で,ハ ー ドの技術 的進 展や普 及 の進 捗 によって,

変化 す るこ と も予 想 され る。 以下ハ ー ド流 通の 変化 について展望 して お く。

(1)ハ ー ド進展 に よる変化

現在,CD-ROMは,新 しい コ ンピュータ ・メモ リーの メデ ィア と して,パ ソ コ ンに よ る利

用が主流 とな ってい る。 それ に ワープ ロ とゲー ム機 での利用 が加 わ り,パ ソ コンでは 内蔵 型 も

登場 した。今後 も,カ ーナ ビゲー シ ョン を始 め,CD-ROMの 利 用 分 野 は多様 化 し,そ れ に伴

いハ ー ドも色 々 なタ イプ が生 れて来 る こ とが予 想 され る。 どち らか とい うと,こ れ まで のCD

-ROM再 生 シス テム は ,現 存機 器 の メ モ リーの一 つ と して利 用 す る とい う ホス ト機 器 を主体

と したハ ー ドであ る と言 え る。 この為,'ホ ス ト機 器 の性能 に よる制約 が 生 じ,CD-ROMの 特

性 を充 分発揮 で きるハ ー ド環境 が整 え られて いな い状 況にあ る。
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CD-ROMの 大 容量 を生 か した,マ ル チ メ デ ィア と して の特 性 を存 分 に 活 用 で き るCD-

ROM用 ハ ー ドが登場 す る こ とも当然予 測 され るこ とであ る。

この ように,ハ ー ドの 多様 化 とと もに,使 い易 く分 り易 いハ ー ド,例 えばCD-ROMビ ュー

アの登場 に伴 い,流 通 に も変化 が現 れて来 る筈 であ る。

特 別 の説 明 を要 しないハ ー ドで あれば,配 送,メ ンテナ ンス以外 の制約 はな くな り,書 店 や

レコー ド店 な どソフ トの性 格 に合 った色 々なル ー トで扱 われ る ようにな って行 くこ と も考 え ら

れ る。

(2)普 及進捗 によ る変化

CD-ROMが,一 般 用,業 務 用,ゲ ー ム用 を問 わず,広 い分 野で利 用 され る中で,普 及率 が

高 ま り,ユ ーザの認知 度が 向上 して行 くこ とが予想 され る。

この様 な状 況 になれば,ユ ーザの商 品知識 も豊富 に な り,説 明商 品 を不得 意 とす る販売 ルー

トで も,CD-ROMの 流 通 が行 われ るよ うになる こ とは明 らかで あ る。 どの ル ー トが 主流 とな

り,ど のル ー トが淘 汰 され るか は,販 売者 の努 力 と ともに,最 終的 にはユ ーザ の選択 に よるこ

とに な る。

い ずれに しろ,CD-ROMの 販売 に,積 極 的 かつ真剣 に取 組 ん で い る販売 店 が極 め て少 ない

現況 なの で,CD-ROM販 売 要件 を満 し易 い位置 にあ るパ ソgン 販 売 店,OA機 器 販 売会 社 を

中心 に,早 期 に流 通ル ー トを確 立 しな けれ ばな らな い。即 ち,ユ ーザ が 「どこで買 った らよい

のか」 とい う状 態か らの脱却 が,何 よ り も求 め られ て い るので あ る。

2.CD-ROMソ フ トの 流 通

本 章で は,い わ ゆ る特 定企 業 の業 務用 な どのバ ー チ カルマ ー ケ ッ ト型 のCD-ROMソ フ トで

はな く,ハ ー ドの制 約が少 な く,比 較 的 多数 の アプ リケー シ ョンソフ トを持 つ ホ リゾ ンタルマ

ーケ ッ ト型 のCD-ROMソ フ ト(た だ し,ゲ ーム ソフ トな どエ ンタテ イメ ン ト型 ソフ トを除 く)

の市場お よび流通 を中心 にその現状 につ いて触 れ る。

2-1 、市場 の概況

表8-1は,「 世界CD-ROM総 覧 」(共 同計 画 出版 事業部 刊)に 収 録 され て い る各 国で 出版 さ

れたCD-ROMソ フ トの タイ トル数 を示 して い る。 む ろん 日本 での取 材 が行 き届 いてい て,プ

ロ トタイプ,試 作 デ ィス ク を含む た め相 対 的 に 日本 の パ ー セ ンテー ジが 高 くな って い るが,

CD-ROMソ フ トの伸 長 の著 しい ことが十分 にみ て とれ よ う。
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表8-1.CD-ROM収 録 タイ トル 数推移

日本 北米 ヨ ー ロ ツ ノ'ε
'そ
の 他 計

1987-1988

1988-1989

1989-1990

(構 成 比%)

55

77

173

(40.2)

130

176

210

(48.8)

22

33

45

(10.4)

2

2

2

(0.6)

209

288

430

(100)

出典:世 界CD-ROM総 覧1990/Vol.3共 同計画 出版部発行,1990年1月

海外 の光 デ ィス ク業 界 の レポー トとしては,1989年6月 に刊行 され た米 国光 出版 協会(OPA:

OpticalPublishingAssociation)の 「OpticalPublishingIndustryAssessment2」 が あ り,

市場動 向が詳 述 され て い る。 同 レポー トに よれ ば,現 在,CD-ROMソ フ トは,15ヶ 国 に よ り

製作 され,各 国 で流 通 して い る ソフ トの数 は,米 国 ・カナ ダ253,ヨ ー ロ ッパ66,日 本 ・その

他9と な って い る。市 場 の 規模 は,1988年 で4億 ドル で,こ れ は,1987年 に比 べ4倍 増 して

い る とい う。 また,CD-ROMソ フ トの77%が 米 国 で製作 され,分 野別 で は,レ フ ァ レンス,

地 理(地 図),法 律,医 学,ビ ジネ ス分 野 が 多 く,こ れ らで全体 の70%近 くが 占め られ て い る

とい う。OPAの 市 場 予 測 で は,1989年 に はCD-ROM産 業 は8億7,000万 ドル,1990年 に は

17億 ドル の規模 に な ろ う とい う。 この予測 は,バ ー チ カル 型,ゲ ー ム ソフ トな どエ ンタ テ イ

メ ン ト型 な ど全 ての商 品 を入れ ての もの で あ り,ホ リゾ ンタル 型の市場 規模 につ いて は定 かで

はな い。

2-2わ が国 のCD-ROMソ フ トの現状ts

表8-2,、8-3は 内外 で 製作 され たCD-ROMソ フ トと価 格 を示 して い る。 オ ン ライ ン ・デ ー

タベ ース ・サ ー ビスの実 態 に似 て,CD-ROMソ フ トも海 外 デ ー タベ ー スが優 位 で,ア メ リカ

の 市場 占有率 が 高 い こ とが 窺 い知 れ る。 日本 で は,1985年10月 に三修 社 よ り 「最新 科 学 技 術

用語事 典/CD-ROM」 が発行 され,翌 年 には 口外 ア ソシエ ー ツの 「現 代科 学技 術 者大 事 典/

CD-ROM」,1987年 には,紀 伊 國屋 書店 ・日外 ア ソ シエー ツの共 同,開発 に よる 「バ イブル ズ」

シス テム に よ りCD-HIASK(朝 日新 聞 全文 記事情 報),CD-BOOK(図 書 内容付 き出版 情 報)

な ど4種 が商 品化 され,CD-ROM出 版 時代 に入 って い った。 こ う した先駆的 なプ ロデ ューサ

に よ る出版 に続 いて他 の 出版 社,デ ータベ ース ・プ ロデ ュ ーサ が 丁広 辞苑」(岩 波書 店),「 職

員録 」,「有価 証 券 報告 書 」(大 蔵 省),「 タウ ンペ ー ジマ ップ」(NTT情 報 開 発),図 書情 報CD

(東販,日 版),「 模 範六 法 」(三省 堂),「 リー ガルベ ー ス」(日本法 律情 報 セ ンター)「J-BISC」

(日本 図書館 協 会),「 現 代 用 語の基 礎 知識」(自 由 国民 社)な ど を発 行 し,現 在 約30種 類 ほ ど

のCD-ROMソ フ トが 市販 され るに至 ってい る。 まだ まだ,魅 力 あるCD-ROMソ フ トが 少 な

く,市 場 は未 成熟 で あ るが,朝 日新聞,辞 書 と して知 名度 が高 い広辞 苑のCD-ROM化 は,CD
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－ROMソ フ トの 存在 を広 く社会 に ア ピール す るの に役 立 ち
,ま た,図 書 館の 図 書 目録 作 成,

図書 の検 索 に有 用 な国会 図書 館 の所蔵 目録 をCD-ROMに したrJ-BISC」 は,デ ー タベ ー ス

利 用 の後 れ て いた大学 ・公共図書 館 に広 く普 及 し,CD-ROM市 場拡 大 に寄与 した。

表8-2.国 内商 品デ ィス クの料 金 ・価格 帯別 分布

(ραω舵 《編集部調べ)

5万 円未満 5～10万 円 10～20万 円 20～30万 円 30～50万 円 50～100万 円 100万 円以上

●現代用語の基礎畑

田CD-ROM版
●広辞苑CD-ROM

版
●CDＬETROACE

(月額)
●CD-ROMonCD
-ROM

●東販CD-ROMシ

ステム(月 額)

●広辞 苑CD-ROM

版(NEC版)

●CD－ 樹技/現 執

●CD-SCAN

●CD-NOCS(月 額)

●CD-HtASK'85

●CD-HIASK'86

●CD-HIASK'87

■CD-800K

●見積 り博士CD-1

●ELIAS

●CD-HIASK'88

●CD-FOREX

●CD-ROMCAt

System

●CDWord

●」-BISC

●聰 貝 録

●模範 六 法CD
-ROM版

●GENETYX

Biodatabase'
●判例MASTER

●有価証券田舎書総

覧(上 場外国会社)
●有価証券報告書抱

覧(店 頭登録会社)

●公開実用新案公報 ●CD-MAP
●DNASIS-D8REF

51

●公開特許公報

●CD－ エリアダイナ

ミックス(フ ル

セット)
●Zmap電 子地図

(フルセッ ト)
●タウンページマッ

プ
●MAPBASE

●Alソ ムリエ

●電子宿泊表 (月額)・ ●Medicats

●CD-Vlew 9

●電気術語大辞典
.

CD-ROM版
●電気電子用語事典

CD-ROM版
.

.

[注]料 金 ・価格は、原 則 としてCD-ROMデ ィス ク と検索 ソ ラ ト(ま た は ア プ リケー シ ョン ・ソフ ト)の 合計 で計 算 。
一・部該当しないもの もある。(詳 細は11障 の各タイ トル収録ベージ参照)

出典.
'世 界CD -ROM総 覧-1990/Vol

.3共 同 計画出版部発行, 1990年1月

表8-3.輸 入販 売 され てい る海外 商 品デ ィスク料金 ・価格帯分布 、

(ραω Nεr編 集部調べ)
噺

5万 円未満 5～10万 円10～20万 円20～30万 円 30～釦 万円 50～100万 円 100万 円以上

●ADOMS

●CCD-ROM

●FederalLogo

Disc

●Federal

Procurement

Disc

●PC-81ueCD

●CC|NFOdisc●A'VOn6ne●AGRICOLA

●Microso"●ERIC●8ibliofile

800kshelf●Kirk-Othmer●800kshPrint

●Peterson'sEncyclopediaP|us

College●uSA●Cancer-CD

Database●OSH-ROM■CHEM-BANK

■El㏄tronic■U|rich'sP|us●Compu-lnfo

Encyc|opedia●GPOMonthly●Corporate&

'9蔑/5纈 催

●ε:繋g麟
6

ASFA
●ε:cc職

。
Dmgs
lnformation
Center
●ε:C職

.L、,。

●A8|ノ 刑FORM

Ondisc
●DIALOGOnDisc

NTIS

●ORUGDEX

●EMERGINOεX

●IDεNTIDEX

●Mark

εncyclopgdia

●Dissertation

AbstractsOndisc

●PDF-2

●ScienceCitation

lndex

.

F

－ROM

●OnlineHot!ine

NewsCD-ROM

●PC-SIGUbrary

Catalo9|ndustry

●CompactResearch

Cambridge'Reports

Cance川t●OxfordEnglish

Scbnc●s●鰹瀞
●DIALOGOnDi5C'
ER`C

●MEDLINE

●POIS川DEX

●PsycLIT

●DIALOGOnDisc

●CompactDictionary

CambridgePDQ●Software-CD

■PDQ●DIALoGonDisc

●POPUNECanadian
.

●O`ALOGOnOi5c
MEDL州E
●DIALOGOnDisc
Agribusir鴇55
●2C認 識

)。di父
●NT`S

Standard&

Poo's

●MathSci

●Registryof

MassSpectra`

●50ciofikゴ Data
、

[注]料 金 ・価格は、原 則 と してCD-ROMデ ィス クと検 索 ソフ ト(ま たは アプ リケ ーシ ョン ・ソ フ ト)の 合計 で 計 算。

噛

一部、該当しないもの もある。

.

また 、 オンライン ・データベースのCD-ROMバ ージ ョンは収録期間によ り料金 ・価格が異なるため、

もっとも高い料金 ・価格を採 り、振 り分けた。(詳 細はIV章 の各タイ トル収録ページ参照)

出典:世 界CD-ROM総 覧 1990/Vol.3共 同計 画出版部発行, 1990年1月

、

1

「
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表8-4.「J-BISC」 の 市 場 別 販 売 高

市 場 館 数 枚 数

大学 ・短大 ・高専図書館 199 229

専門図書館 ・企業 80 82

公共図書館 67 70

学校図書館 12 12

その他 7 7

計 365 400

出典:世 界CD-ROM総 覧1990/Vo1.3共 同計 画出版部発行,1990年1月

2-3海 外CD-ROMソ フ トの現状

「デ ー タベ ー ス白書1989年 版」(財 団法 人 デー タベー ス振興 セ ンター)に よれ ば,1987年 現

在,日 本 て流通 してい るデー タベ ー ス は1795で,こ の うち76.3%が 海 外 製 デ ー タベ ー ス とな

って い る。 この ほ とん どのデ ータベ ース はオ ンライ ンでサ ー ビス され てい る といって よい。 そ

して,日 本 で販 売 されて い る海外 製CD-ROMソ フ トの相 当数が,オ ンラ イ ン ・サ ー ビス され

て い るデ ー タベ ース か らな って い る。代 表 的 な ソフ トは,表8-3に 掲 げ られ て い るが,よ く

売 れて い るデ ィス クは以下 で あ る。

BOOKSInPRINTPLUS

MEDLINE

MICROSFTBOOKSHELF

OxfordEnglishDictionary

ULRICH'sPLUS

ただ し,よ く売 れて い るとい って も,2桁(辛 う じて2桁 といって よい)で しかな く,後 述す

るよ うな制 約 に よる ところ もあ るが,や は り,ソ フ トを使 用す るため ハー ド購 入の必要投 資 を

積極 的 に行 わ なければ な らない ほ ど魅 力的 なCD-ROMソ フ トが 不足 して い る こ とに,販 売 不

振 は起 因 して い ると考 え られ る。

2-4CD-ROM販 売 ・流通上 の問題 点

欧米 で も,1988年 以 降CD-ROM産 業 は飛躍 的 に伸 長 して い るが,わ が 国 の場合 も同様 と考

え られ る。CD-ROMソ フ トの普 及の広 が りは,ド ライブ の 出荷 台数 か らあ る程 度 推 定で きる。

表8-55は,ド ライブの 出荷 予測 で あ るが,恐 ら くホ リゾ ン タル型CD-ROMソ フ ト市場 の シ

ェア は10%以 下 で あろ う。 この よ うに,市 場 は急速 に拡 大 して い るか,販 売 ・流 通上 どの よ

うな問題 が あ るか に触 れ る。
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表8-5.CD-ROMド ライブ の世 界総需 要予 測

年 度 台 数

1989

1990

1991

20-25万 台

40-50

70-90

出典:世 界CD-ROM総 覧1990/Vol.3共 同計 画出版部発行,1990年1月

(1)商 品につ いて

世 界的 にみ て,単 一商 品で1,000以 上売れ たCD-ROMソ フ トは無 い と思 われ る。 数 百程 度

とい われてい る商 品 は以 下で あ る。

BOOKSInPRINT

MEDLINE

CDCorporate

J-BISC

広辞苑

BOOKBANK

CD-HIASK

OED

LCMARC

COMPUTERLIBRARY

(米国の出版情報)

(医学情報)

(企業情報)

(日本の図書情報)

(辞書)

(英国の出版情報)

(朝 日新聞全文記録情報)

(英語辞書)

(世界の図書情報)

(コ ンビ一夕科学,一 部 フルテキス ト)

CD-ROMソ フ トの出版 社 は,い ず れ もが実売 数 を公表 しないの で正確 な数量 は把 握 で きな

い とい うのが,ほ ん との とこ ろであ る。CD-ROMの 売 れ行 き,普 及が もう一 つ はか ばか しく

な いこ との大 きな理 由に,魅 力 あ るソフ トの欠如 が挙 げ られ てい るが,や は りその事 実 は否 め

な い。 これ までの売 れ筋 は,

a.図 書館,書 店 な どでの 図書 目録 作成,選 書 な どの 業務上 有 用 な もの。

b.医 学,ビ ジネス な ど情報 ニ ーズが 強い分 野 で,オ ンライ ンサ ー ビスの代替 と して多用 しう

るもの。

c.CD-ROM化 され たこ とに よ り情報 の特性 が生 か され た もの。

といった範 ち ゅうの ソフ トが多 い。 ソフ トに比べ相 対 的 にハ ー ドが割 高 な現状 で は,ま ずハ ー

ドへ の投 資 を促 す に足 る魅 力 あ るソフ トの開発 が望 まれ る。
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(2)ハ ー ドと検索 プ ログ ラム

オ ーデ ィオCDは,豊 富 な ソフ トに加 え,使 用ハ ー ドが互 換性 を持 つ こ とに よって価 格 が低

廉 化 し,き わめて短期 にLPな どの レ コー ド市場 を席巻 した。CD-ROMは ど うか。

a.ハ ー ドの 互換 性 に欠 け る。海外 製CD-ROMに 至 って は,IBM-PC(ま た は互 換機)な

どの 日本 で は極 めてマ イナ ーなPCで しか使 えな い。

b.検 索 プ ログ ラム は,CD-ROMソ フ トご とに異 な るため,ユ ーザ は ソフ トご とに検 索手法

を学 ば なければ な らない。

c.多 くのCD-ROMソ フ トは,特 定機 種 で しか使 えないた め,検 索 プ ログ ラムの み な らず,

ソフ トご とにハ ー ドまで揃 えな ければ な らな い。

ドライブ は互 換性 が あ る とい われ るが,実 際 に は,ド ライブ ・メ ーカ以 外のパ ソコ ンとの接

続相性 が よ くない.パ ソコ ンに よっ て接続 ケーブルが異 な るな ど,ハ ー ドの使用環境 を整 え る

のは,必 ず しも容易で は ない。 こ う した必要 な対応 を,通 常の エン ド ・ユ ーザ に期 待 して も無

理 で,販 売 店 に任 され るの が実態 となって いる。

(3)販 売

広 辞苑/CDを,書 店 に行 けば買 え るか とい うと,ほ とん どの書 店 で{ま売 って いな い。 なぜ

な ら,(2)で 述べ た理 由 か らで,書 店 員 にパ ソコ ンや ドライブ に関 す る タクニ カル なサ ポー

トを期 待 す る方が無 理 であ る。 一般 にユ ーザは,CD-ROMソ フ ↓トを購 入 す る とハ ー ドの 設置,

その検 索方法 の説明 を当然 の こ と と して要求 す る。 これ らは,勢 いCD-ROMソ フ トの販売 者

に求 め られ るこ とにな る訳 で あ るが,仮 に20万 円のCD-ROMソ フ トを購 入 して も らって,上

述のサ ポー トを要求 され た らどうな るか。売 れば売 るほ ど経 費倒れ に な る(ハ ー ドは,ハ ー ド

専門 の販 社が販 売 す る こ とが 多 い)。 この ように,CD-ROMソ フ トの 販 売 と流 通 は,か な り

の難事 となって いる。 現在 の販売 ル ー トは,以 下が 中心 で あ る。

a .プ ロデ ューサ 自身 の営業 部 門

b.パ ソコン ・シ ョップ,情 報機器 販売会 社

c.デ ータベ ース ・サ ー ビスの販売会 社

オー デ ィオCDと 比 べ る と,販 売 ル ー トが極 めて 限定 され てい る こ とが分 か る。実 際の 販売

面 では,さ らに次 の よ うなネ ックが ある。

a .本 な どと違 って手 に取 って 内容 が分 か る ものでは な く,シ ステム の説 明 とデモ ンス トレー

シ ョン,セ ミナー な どを くり返 し実施 しな い と販 売促進 が 図れ ない。

b.更 新 型のCD-ROMは,更 新 ご とに差 し替 えを必要 と し,更 新 管 理 が大 変 であ る(返 却 し

ない と新版 は送付 されな い)。

c .著 作権 者(プ ロデ ューサ)の 著 作権 を侵 害 しない よ う,CD-ROM使 用契 約書(海 外 製 は

当然英 文 であ る)を 交 わ し,制 限事項 の遵 守 を図 らな ければ な らない(使 用上の 規約 につ

いては,「CD-ROMの 著作権 とその使用権 」の項 参照)。
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2-5流 通 ・販売 に関す る諸 問題 への対 策

2-4で,販 売 ・流 通上 の諸 問題 につ いて指摘 したが,以 下 で対 策 を述べ る。

(1)CD-ROMソ フ,トの 充実

内外 の著 作権者(出 版 元,デ ー タベ ース ・プ ロデ ューサ)が,保 有 す る情 報 のCD-ROM化

に もっ と積極 的 にな るこ とが 要望 され る。 一方,業 界 関係 者 もよい ソフ トの開 発 に協 力す る必

要 が あ る。紀 伊 國屋 書 店 で は,日 本 電気 ホーム エ レク トロニ クス と協 力 しIBM-PCに しか対

応 してなかったOxfordEnglishDictionary(OED)/CDの 検索 プログラムを普 及率の高いNEC

-PCヘ プ ログ ラム移植 して
,NEC-PCで の使 用 を可 能 に した。 この投 資 に よ り,OED/CD

の 日本 での売上 は一 気 に10倍 増 し,大 学 の 文学 部,教 養 学 科 な どの 新 市場 の開拓 に成 功 した。

海外 製CD-ROMに は,優 れた ソフ トが 多 く,本 ケースの適 用の余 地 は大 きい。

(2)ハ ー ドの低 価格化

ハ ー ド・メrカ は,魅 力 あ る ソフ トを待望 しソフ ト ・メ ーカ は,優 れたハ ー ドの 出現 とその

価格 の低廉 化 を要望 して い る。CD-ROMソ フ トのフ ォーマ ッ トは統 一規 格 が出 され た ものの,

多 くの先駆的プ ロデ ューサ が既 に多額 の投資 を行 い独 自の検 索プ ログラム を開発 し,そ のプ ロ

グ ラムに合 わせ たCD-ROMソ フ トを普 及 させ て しまった現状 で は,そ れ を無 に させ るこ とは

不可 能に近 い。世 界 的にみ て,オ ンライ ン ・デー タベース ・サ ー ビス業 界の よ うに,特 定 の有

力なプ ログ ラム ソフ トとCD-ROMソ フ ト・メー カ に,CD-ROMソ フ ト製作 は集約 されつ つ

あ る ようにみ え るが,オ ーデ ィオCDの ような規 格 の統 一 を図 るた め には,こ れ までの 常識 を

破 る よ う な 画 期 的 な ハ ー ド が 出 現 す る こ と が 望 ま れ る。FMTOWNS,PC-

Engineな ど低価 格 なハ ー ドが 出現 してい るが,こ の程 度 で は到 底パ ワー にな らな い。現在 の

ように,CD-ROMソ フ トご とに対応 ハ ー ドも,検 索プ ログ ラム も異 な る とい う状況 で は とて

も通 常商 品並 の流通 は望 むべ くもない。
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第9章CD-ROMの 著作権 とその使用権

1.デ ータベースの著作権法上の定義

わが国 でデ ータベ ース とい う用語 が,業 界用語 と してある程 度定 着 す る ようにな ったのは,

1980年 代 に入 ってか ら と思 わ れ る。 デー タベ ー ス業 が,1,000億 円の 売上 規模 に達 し,産 業 と

よべ る よ うに な ったの は,1985年 に入 っ てか らで あ り,斯 業 の 発 展 に伴 い,デ ー タベ ー ス に

関す る諸法規 が制 定 された。

日本 デ ー タベ ー ス協 会(1984年 設 立)は,デ ー タベー ス を 「デ ー タ を整 理統 合 し,コ ンピ

ュー タ処 理 が可 能な形態 に した情 報 フ ァイル もし くはその集合体 」 といち早 く定義 したが,改

正 著作権 法 で は,デ ー タベ ー スの著作 権 を認 め る と共 に,そ の第2条1項10号 の3で,「 論 文,

数値,図 形 その他 の集合体 で あって,そ れ らの情報 を電子計算機 を用 いて検 索 す るこ とが で き

る よ うに体系 的 に構 成 した もの をい う」 と定義 した。

2.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス の 実 態

デー タベ ース は,世 界的 にみ て,1960年 代 の後 半 か ら現在 に至 まで,磁 気 テ ープ(MT)フ

ロ ッピ ィ ・デ ィス ク,オ ン ライ ン ・サ ー ビス な どの 形で流通 され て きて お り,CD-ROMは,

デ ー タベ ー スの一種 と して1985年 に商品化 され,サ ービスに加わ っ た。

CD-ROMも ま さ しくデータベ ース であ り,そ の著作権の 行使 または保護,前 述 の各 商品(サ

ー ビス)と 類似 の態様 が とられ てい る。以 下,そ の 実際 に触れ る。

2-1デ ー タベ ー ス利 用契約

デー タベー スの著作権 者(プ ロデ ューサ)は,自 己の著作物(デ ー タベ ース)の 使 用 を,使

用者 か ら,使 用許 諾 料(LicenseFee)と 使 用料(UseFee)を 徴 取 す るこ とに よ って認 め て

い る。デ ー タベ ース は,機 械 可読(MachineReadable)の た め,複 製,再 編 集,加 工 が極 め

て容 易で あ り,著 作権者 は使 用者 に厳 格 な利 用制 限 を課す るのが一 般 的で あ る。 デ ータベー ス

の使 用は,イ ンハ ウス(企 業 内,学 内 な どの利用)と パブ リック(商 用サ ー ビス)の 両利 用 に

二分 され,多 くの場合 その料金,利 用条件 は異 な るが,著 作権 者 の権 利 と 自己保護 について は,

全 く同様 と考 えて よい。 ここでは,日 本で流 通 して いる代表 的 な二 つの オ ンライ ンサ ー ビス,

DIALOGとJOISの 利用契 約書 の制 限条項 を例 示 す るこ とに よって,実 態 をみ るこ とにす る。

双 方共 通 して い るこ とは,デ ー タベ ース ・プ ロデ ューサの権利 保護 を行 って い る点 であ る。

こ こでプ ロデ ューサ は二 つの主張 を行 って お り,デ ィス トリビュー タのJICSTもDIALOG社 も

それ を忠 実 に守 って い る。 その二 つ とは,複 製の 禁止 と,デ ー タの暇 疵へ の 免責 で あ る。 そ し
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て当然の こ となが ら,こ の 制限条項 に違反 した利 用者 とは,一 方 的 に解約 で きる権 利 を別条項

で両者 と も留保 してい る。

表9-1.JOIS利 用約定書 の制 限条項

(利 用の制 限)

第9条JOISは,利 用者 自身 あ るいは利 用者 自身 と雇 用 関係 に あ る者 の調 査 研 究の 目的 にの

み利 用 で きるもの と し,営 利 及 びその他 の 目的 に利 用 し,ま たは第三者 に利用 させ て

はな らな い。

2.利 用者 は,JOIS利 用 にお いて,本 契約 に定 め る事項 並 びにJICSTが 利 用 者 にデ ィ

スプ レイス ク リー ン上へ の表示 その他 の方法 にて示 す著作権者 の指定 す る利 用方法 及

び利 用上 の制限 を遵守 しなければ な らない。

第10条JOISの 利 用 は,端 末機 の デ ィスプ レイス ク リー ン上 へ の表 示 また はプ リンター に よ

る印字 に限 るもの と し,機 械 可読 記録,そ の 他の 方法 に よる利用 を行 って はな らない。

2.出 力物 を印刷 または機械 可読 記 録 の方法 に よ って複 製 ・編 集 を行 って は な らな い。

第11条 前 条の 定 め にかか わ らず,以 下 の デ ー タベ ー ス につ い て は,デ ー タの 保 存 時 よ り起

算 して4週 間以 内 に限 り,機 械 可読 の形態 に よ り保存 す るこ とがで きる。

*JICST科 学技 術 文献 フ ァイル

*JICST医 中誌 国内医学文献 フ ァイル

*JICST科 学 技術 医学文献 フ ァイル(英 文)

2.機 械 可 読の形 態 で保 存 した デー タは,保 存 場所(利 用者 が 当該 デ ー タを機 械 可 読

の形 態で保 存 した建 物 内で かつ,利 用 者の 占有 領 域 内 とす る。)に おい て利 用 す る も

の と し,保 存場所 の外 部 に持 ち出 し,ま たは保存 場所 の外部 の端末機 か らア クセ ス し

ては な らな い。 当該保 存デ ー タのプ リン ト回 数は1回 限 りと し,当 該保存 チ ータ また

は出力物 を複製 しては な らな い。

3.機 械 可読 の形 態 で 同時 に保 存 で きる文献 数 は,各 デ ータベ ース毎 に1000件 を越 え

ては な らない。

4.前 各 号 に定め る以外 の利 用 につ いて は,別 途 契約 に より定め る もの とす る。

第12条 複写 申込 コマ ン ド(¥ORD)を 使 用 し,原 文 の複 写 申込 をす るこ とが で き る。 ただ

し,当 該 複製物 は,調 査 ・研 究の 目的 にの み利 用 で きる もの と し,当 該複 製物 を更 に

複製 しては な らな い。

第13条JOISの 利 用 は 日本 国 内 に限 る もの と し,JICSTの 事前 承 認 を得 る こ とな く国外 か ら

利 用 して はな らない。

2.JOISの 利 用 に よ り得 た出 力物 は,JICSTの 事 前 承 認 を得 るこ とな く,国 外へ 持 ち

出 して はな らない。
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表9-2.DIALOG利 用約 定書 の制 限条項

(使用上 の制 限)

第4条 甲(利 用契 約者)は,著 作 権及 び第1条1項 に述べ た各デ ー タベ ース に対 す るその他

の使 用上 の 制 限(添 付A「 デ ー タベー ス供 給者 との特 約事 項 」)に 従 う もの ど し,こ

の よ うな制限 に違反 してDIALOGサ ー ビス か ら得 たデー タを印刷,再 生,ま た は電算

機 可読 形 式 に編 集 してはな らない。

(「デ ー タベ ー ス供 給者 との特 約事項」 の例)

AMERICANCHEMICALSOCIETY:顧 客 は,受 取 った検 索結果 をいか な る形 式,媒 体,

期 間 で も捕 捉,保 持,使 用で きる。 ただ し,当 該デ ー タは利 用 は 自身 であ る単 一個 入の み に よ

って 使用 され る もの と し,第 三 者 に利 用 させ て はな らな い。ChemicalAbstractsService

(CAS)の 書面 に よる明 白な事 前許可 が ない場合 に は,ユ ーザ が検 索結 果 を配布 で きるの は,

下記 の場合 の み:著 作権所 有の学 術的著作 で発表 す る場合(た だ し,当 該検 索 結果 が 当該著 作

に とって副次 的で なけ れば な らない)。 政府機 関へ の報告 で発表 す る場合(た だ し,当 該報 告

及 び 当該検 索 結果 が政府 規則,規 制 もし くは法 律 に よって要求 されて い なけれ ば な らない。)

単一 個 入へ の 単一 印刷 コピー を1回 だ け配 布 す る場 合(た だ し,ACSの 著 作 権 表 示 が各 印刷

ペ ー ジに含 まれ てい な けれ ばな らな い)。 単一個 人へ の単 一電 子 コ ピー を1回 だ け配布 す る場

合(た だ し,当 該個 人 が顧 客 であ り,ACSの 著作 権 表 示が 当該 配 布 ご とに少 な くと も1回 含

まれて いな けれ ば な らな い)。 顧客 が,上 記 で許 可 されて い る場 合以 外 に許 可付 きの デー タ を

使用 したい場合 には,そ の 旨の要求 をChemicalAbstractsService(CAS)に 提 出す れ ば,CAS

は迅 速かつ 直接 に当該顧客 に回答 す る。例 えば,検 索結果 をコ ン ピュー タ可読形 式 で捕捉 して

複数個 人 に電子 配布 したい顧 客,検 索結果 を印刷 コ ピー して複 数個 人 に配布 した い顧 客,顧 客

自身 以 外 の 第 三 者 をゲ ー トウ ェイ ・サ ー ビス な ど を通 してChemicalAbstractsService

(CAS)の デー タ に接 続 させ た い顧客,あ るいは上記 で明 白に承 認 され てい な い場合 に 当該 デ

ー タ を利 用 したい顧 客 は
,ChemicalAbstractsService(CAS)か ら個 別 に許 可 を得 た場合 の

み,そ れが で きる。

AmericanChemicalSociety(ACS)は 検索 結果 に対す る権 利,権 限,権 益 す べて を保有 す

る。顧客 は本契 約 に よっ て も当該権 利,権 限,権 益 を取 得 しな い。ACSは 検 索 結果 に関 して

明白 に も暗 黙 に も,市 販性 及 び特 定 目的適 合性 を含 む(が,こ れ に限定 され な い)い か なる保

障 もしな い。ACSは 検 索 結果 の誤 り防止 に最 新 の 注意 を払 うが,当 該 デ ー タの 誤 り も し くは

欠 落 に対 して は全 く責 任 を負 わな い。ACSは い か な る場 合 も,当 該特 定使 用 の ため にACSに

支払 われ る金額 を超 える検 索結果の使 用 に伴 う どの ような直接的 ・間接 的及 び結 果的 の損 害 に

対 して も責任 を負わ な い。
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DUN'SMARKETIDENTIFIERS,INTERNATIONALDUN'SIDENTIFIERS,MIL-

LIONDOLLARDIRECTORY,DUN'SFINANCIALRECORDS,DUN'SELECTRONIC

YELLOWPAGES,DUN'SELECTRONICDIRECTORYOFEDUCATION及 びCANA・

DIANDUN'SMARKETIDENTIFIERS:こ れ らのデ ータベ ースは,Dun&Bradstreet社(D

&B)に よ り著 作権 が所有 されて い る。提供 され た情 報 の いか な る部分 も,複 製 ・公 開 した り,

その他の方法 で他 人 に提供 してはな らない。 あ るい は,個 人 に助言 ・忠告 を与 え るために この

情報 を利 用 しては いけない。ユ ーザ は,D&Bの 書 面 に よる事前 承認 な しにD&Bを 情報 源 と し

て公開 して は な らな い。D&Bは,情 報 の完 壁 さ,鮮 度,正 確 さにつ いて は保 障 も表 示 も しな

い。 またこ う した情報 は すべ て 「あ るが ま ま」 の形 で提 供 され る。D&Bは,情 報 の 入 手,編

集,収 集,解 釈,送 信,配 布の過程 で,不 注意 また は不 可抗 力 によ り生 ず る損 害 ・損失(部 分

的 または全体 的 を問わず)に ついて責 任 を負 わ な い。D&Bは いかな る場 合 に も,損 害 の 可 能

性 につい て知 らされ た と して も,間 接 損 害 の責 任 を負 わ ない。D&Bの 責任 は,い て る場 合 で

も,本 契 約 の もとで提 供 され たサ ー ビス に対 してユ ー ザ が支 払 った金 額,ま た は$5,000の,

いず れか多 い方の額 に限定 され る もの とす る。 かつ,ユ ーザは この情報 を,個 人 の雇 用,信 用,

個 人 ・家 族 ・家財 用保 険 な どの資格審査 決 定 に利 用 してはな らない。ユー ザが情報 を利 用 す る

場合 には,上 記の条項 に同意 した もの とみな され る。

(注)DIALOGサ ー ビスの 場合,特 約条項 は,本 例 の よ うに ほ とん どプ ロデ ュー サ毎 に設 け ら

れ て い る。 こ こで は,学 協 会 の 代 表 と して米 国 化 学 会,民 間 の 代 表 と してDun&

Bradstreet社 の ケース を例示 し.た。

2-2デ ー タベ ースの価格 構造

デー タベ ー スプ ロデューサ は,利 用者 か らデ ータベ ース使 用許諾 料 と使 用料 を徴 取 す る と述

べ たが,事 例 で説 明す る。

表9-3.COMPENDEXの 利 用料金

LicenseFree US$17,900.00/年

オ ンライ ン使 用料 US$55.00/時

出力情報料 US$0.27/件
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COMPENDEXのDIALOGで の利 用 料金 は,接 続 料108ド ル/時,オ フ ライ ン ・プ リン ト47

セ ン ト/件,オ ンライ ン ・タイプ35セ ン ト/件 とな ってい る。DIALOGの ユ ーザ は,仮 にユ ー

ザ がCOMPENDEXを30分 使 って100件 の検 索結 果 をオ フ ライ ン ・プ リン トで得 た とす る と,

その利 用料 金 は,

US$108.00×0.5時 間=US$54.00

US$0.47×50出 力=US$23.50

計US$77.50

を課 金 され る。ユ ー ザ は,こ の フ ァイル の使 用料 と して77.5ド ル を支払 うこ とに な るが,実

は,約 半分 は,デ ー タベー ス ・プ ロデ ューサの収 入 とな る。実 際 には,ユ ーザ は この 料金 の ほ

か に,回 線料 金(1分 当 り80円 前後)と 電 話料金 を支 払 わね ば な らな い。 以上 か ら,デ ー タ

ベ ー スの利 用者 は,デ ー タベ ースの 使用料(料 金 の約半分)を デー タベー ス ・プ ロデ ューサ へ,

検 索 に要 す るコ ンピュー タ とソフ トウ ェア使 用料 をデ ィス トリビュー タへ,回 線料 をキ ャ リア

に支払 って い るこ とが理 解 され よう。

3.CD-ROMの 著 作 権 と契 約

(2)で 詳述 した,オ ンライ ン ・データベ ース ・サー ビスの著作権 を含 む権利 関係,サ ー ビ

ス上 の 契約 方法 な どは,ほ とん どCD-ROMに も適 用 され て い る とい っ て よい。 ただ し,CD

-ROMは ,基 本的 には スタ ン ドア ロ ンの イ ンハ ウ ス ・ユ ース ・タ イプ の システ ム と して利 用

され るため,多 少異 な る面 が あ る。

表9-4は,紀 伊 國屋書 店 と口外 ア ソシエ ー ッが共 同 開発 したCD-ROMシ ス テム 「バ イプル

ズ」 の利用 契約 書で あ る。磁 気 テープ,オ ンライ ン ・サー ビスでの デー タベ ース利 用 と異 なる

点 は以下 で あ る。

イ.最 初 に固定料 金(通 常 のデ ー タベ ース の使用 承 諾料 の10分1以 下 の低 料金)を 支払 うだ

けで,デ ー タベ ース(CD-ROMデ ィス ク)の 使 用料(ス タ ン ドア ロ ン ・シス テ ムだ か ら

回線 料 も不要)は チ ャー ジされ な い。

ロ.(イ)故 に,検 索結 果 の再 販 を認 め ない(代 行検 索 に は使 えな い。 オ ンライ ン ・サー ビス

の場 合 は,料 金 の中 にデー タベ ー ス使 用料 が含 まれ てい るので,使 わ れ ただ けプ ロデ ュー

サ の収 入 は増 すが,CD-ROMは,年 額の使 用許諾料 しか収 入 とな らな いため)。

ハ .第 三 者へ の デー タベ ー スの貸 借 の不許 可。

表9-5は,DIALOG社 のCD-ROMシ ステ ム 「DIALOGOnDisc」 の 使 用 に関 す る制 限 条項

で あ る。 こ こで は,デ ー タベ ース をス タン ドア ロ ンの枠の 中で しか使 って はな らない こ とを明

確 に具 示 してい る。 また3条C項 の(5)で,「 最 初 に交 付 され た国 の 国境 を越 え て輸 出 して

はな らない」 との規 定 には,以 下 が含 意 されてい る と判断 され る。
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イ.製 品の 中 には,共 産圏 な ど一部 の国 へ は輸 出で きないデ ータベ ースが あ る。

ロ.デ ー タベ ニ ス ・プ ロデ ューサ との契 約 でテ リ トリイ規 制 を受 けて いる(政 治 的 な理 由 でな

く,商 取 引上)も の が ある。

表9-4.バ イプル ズ ソフ トウ ェア お よび デー タベ ー ス利 用約定書

株式会 社 紀 伊國屋 書店(以 下 甲 とい う)が 提供 す るCD-ROM電 子 出版情 報 サ ー ビス バ

イプル ズの ソ フ トウ ェア おびデ ータベー スの利 用 を以下 に定め る とお りとします。

(定 義)

1.バ イプル ズ検索 プ ログ ラム を ソフ トウ ェア,ま た数値,フ ル テ キス ト,文 献情 報等 を収 載

したCD-ROMデ ィス クをデー タベ ー ス といい ます 。

(所有権)

2.バ イブル ズの ソフ トウ ェア とデー タベー スの所有権 は・特 別 の指 定が ない限 り甲お よび 日

外 ア ソシエー ツ株 式会社 の双 方 に帰 属 します。

(複 製等の禁 止)

3.バ イプル ズの検 索プ ロ グラムの複製 は,バ ック ア ップ また はサ ポー ト用 として1部 に限 り

認め ます。

4.バ イプル ズのデー タベ ース よ り得 られた結果 は,私 的利 用の範 囲 を超 えて利 用 す るこ とは

で きませ ん。 またいか な る形 態 で あれ,著 作権 者 の文 書 に よる許諾 な しに,デ ー タベ ー ス

を複 製す るこ とはで きませ ん。

(再販 の禁 止)

5.バ イプル ズの ソフ トウ ェア お よび デー タベ ース を用いて得 られ た検 索結 果 は,い かな る形

の媒 体 で あれ,再 販 で きませ ん。

(免 責)

6.バ イブル ズ用 の ソフ トウ ェアお よびデ ー タベ ー スの完全性 ・正 確 さにつ いて,甲 は責任 を

問われ ない もの と します。

(契約有 効期 間)

7.バ イプル ズの ソ フ トウ ェア お よび デー タベー スの契約 有 効期間 は,原 則 と して購 入 日よ り

5ヶ 年 間 とします。 なお,5ヶ 年 を越 えた利 用 につい ては,双 方が協議 す るもの と します。

(返 却)

8.契 約有 効期 間終 了後 は,3週 間 以内 に ソフ トウ ェア お よび デー タベー スを甲 に返 却 す る も

の と します。

9.更 新 型の デー タベー スにつ いては,新 版 の到着後2週 間以 内 に旧版 を甲に返却 す る もの と

します。
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(解 約)

10.利 用 者 が本 約 定 に定 め る条項 に違反 した場 合,甲 は書 面 に よ る事 前 の 通知 に よ り契 約 を

無効 にで きる もの と します 。

(譲渡 ・貸 借)

11.利 用 者 は,書 面 に よる甲の許 諾 な しに,ソ フ トウェア お よび デー タベ ー ス を第 三者 に利

用 させ た り,譲 渡 また は貸借 で きませ ん。

(価 格)

12.別 途 定 め る料金 表 の とお りと します。

(協 議)

13.本 約定 に定 め の ない事項 は,当 事者 協議 の上 定め る もの と します。

表9-5.DIALOGOnDiscラ イセ ンス契約書 の制 限条項

3条B項

顧 客 は製品 を内部 での み利 用す ることが で き,顧 客 の組織外 にお いて商業 的 に販売,ア クセ

ス又 は流通 す るデー タベ ースの一部又 は基礎 と して利 用 してはな らない。 また顧 客 は製品 をい

か な る形 におい て も変 更又 は複製 しては な らない。但 し緊急時 に備 えて ソフ トウ ェアのバ ック

ア ップ ・コ ピー を1部 だ け作成 す るこ とが で きる。

3条C項

顧客 が製 品 を利 用す る際 の特 別 の制 限 と して,以 下 に例 を挙 げ る。(1)製 品 は い かな る場

合 で も1台 の コ ンピュー タ で利 用 しな けれ ば な らな い。(2)製 品 はサ ー ビス と して,又 は ソ

フ トウ ェア ・レンタル ・シ ョップで,又 は地 方若 しくは広範 囲の ネ ッ トワー ク,タ イム シ ェア

リング,双 方 向ケ ーブル ・テ レビ,マ ル チ ・コン ピュー タ処 理ユニ ッ ト若 しくはマ ル チ ・サ イ

ト ・ア レ ンジメ ン トにお い て利 用 して はな らない。(3)デ ー タベ ー スの一 部 を電子 的/磁 気

的 な メデ ィア(又 はその他 の,機 械 で読 め る形)に 複写 しては な らない。 ただ しプ リン ト・ア

ウ ト(人 間 に読 め る形)を1部 だけ作 成 す るため に顧 客が デー タを編 集又 は再 編 成 す る目的 で,

一時 的 にデ ー タ を利 用 又 は貯蔵 す る場合 は この 限 りでは ない。(4)製 品の い か な る部 分 につ

いて も,通 信 に よるデ ー タの転 送 を して は な らない。(5)製 品の 全体 又 は一 部 を,最 初 に交

付 され た国の 国境 を越 えて輸 出 して はな らな い。(6)顧 客 は製 品 の全体 又 は一 部 を変更 し,

破 棄 し,工 作 し,デ ィス アセ ンブル し,デ コンパ イル し,又 はわ ざ とこれ に手 を加 えて はな ら

な い。
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4条

顧 客が公 立 図書 館,教 育機 関,政 府機 関又 はデ ー タ/情 報 の一般 への提供 を 目的 とす る非営

利事業 体 の場合,第3条 に定め る制 限 に関わ りな く,但 しデー タベ ー スのみ に適用 され る制限

には従 って,顧 客 は一般 ユ ーザのア クセ ス を認 め,一 般ユ ーザ にデー タベー ス を検 索 させ るこ

とがで きる。 それ以外 にデ ータベー スの一 部 を移転 す るこ とは,こ の契約 で は認め られ な い。

また何 らかの営利 事業体 を通 して第三 者 にデ ー タベ ースの シス テム的 な検 索 とプ リン トを提 供

す る権利 は認 め られ な い。

以上,内 外二 つの代 表的 なCD-ROMシ ス テム で著作権 等 の権利 保 護 が どの ように,実 際 に

な され てい るか をみ てみ たが,他 のCD-ROMソ フ トにつ い て もプ ロデ ューサ(著 作 権者)は,

大 同小異 の契約 方式 を取 ってて い るとい って よい。

4.今 後の動向 と問題点

CD-ROMの 出現 に よ り,デ ー タベ ー ス は,こ れ までデー タベー スの利 用 が進 展 しに くか っ

た,大 学,公 共 図書館 そ して個 人層 に まで浸 透 す る ところ とな った。 オ ンライ ン ・サ ー ビスが

打撃 を受 け るの で はないか との危惧 もあ るが,そ うい うマ イナ ス面 よ りも,市 場 が拡大 しつつ

ある点 に注 目すべ きで あ ろ う。DIALOG社 の 利 用契 約 書 中で は,企 業 な ど営利 機 関 でのCD-

ROMの 第 三者(局 外者)の 使 用 を禁 じてい るが,公 共 図書館 な どの 非営利 機 関 の第 三者 利 用

は認 めて い る。 また,情 報 技術(InformationTechnology)の 進 歩 に よって,CD-ROMはLAN

の デー タベ ー ス と してマル チ ・ユーザ ・ア クセスが 可 能 にな りス タ ン ドア ロ ン型 に止 ま らずオ

ンラ イン型 へ も展開 し,購 入機 関内 での,利 用 の範 囲 が拡大 しつつ あ る。 こ う した状 況 の 中で,

以下 が問題 となろ う。

イ.情 報技 術 の進展 に よ り,デ ータベ ースの利 用形 態 が輻湊 して,プ ロデ ューサ は著作権 料の

設定 の画一 化 が図 りに くくなって お り,今 後 デ ータベ ース利 用料金 の体系 が見 直 され てい

くであ ろ う。

ロ.こ れ まで デー タベー スは,企 業 を中心 に利 用 され て いた。 しか し,CD-ROMの 出現 に よ

り個 人利 用が可 能 にな り,個 人ユ ーザ が増大 した とき,こ れ まで通 り著作 権 は遵 守 され る

であ ろ うか。

ハ.CD-ROMは,活 字メ デ ィア,オ ンラ イ ン ・デー タベ ース ・サ ー ビス で提 供 され て きた既

存情報 を,も っ と機 能的 にかつ経 済 的 に提 供 しうるメ デ ィア特性 を持 つ。 これ は,低 廉 な

ハ ー ド,ソ フ トで,印 刷 出版物 同様 に量販 され る可能性 を十分 に持 つ もの で あ り,そ れが

実現 した時 には,著 作権 者 は,そ の便 用権 につ いて根本 的 に考 え直 す必要 に迫 られ よう。

一96一



第10章 事例研究





第10章CaceStudy

1.CD-ROMの フ ォ ー マ ッ トに つ い て

1-1日 外 ア ソシエー ツ にお けるCD-ROMフ ォーマ ッ ト開発 の経緯

口外 ア ソシエー ッ にお け るCD-ROMの 製 品化 の流れ は,1985年 か ら研 究 ・開発 を進 め,1987

年 よ り出版 活動 を開 始 し今 日に至 って い る。 こ こで は,こ の時 作成 したCD-ROMフ ォーマ ッ

トで あ る 『バ イプル ズ フ ォー マ ッ ト』 と,1989年 に開 発 され たISO-9660対 応 の 『CDbase

フ ォーマ ッ ト』 につ い て説 明す る。

(1)バ イプ ルズ版

バ イプル ズ版 のCD-ROMフ ォーマ ッ トは,パ ー ソナル ・ユー スの デ ー タベ ース と して,多

機 種 のパ ソコ ンをサ ポー トして いる。現在,主 要 な ほ とん どのパ ソ コ ン上 で稼 働 して お り,こ

れ は他 に類例 をみ ない もの と思 われ る。

代 表 的 なCD-ROM出 版 物 に は,「 現 代 日本科 学 技 術者 大 事 典+現 代 日本執 筆 者大 事 典」,'

「CD-BOOK」 ,「CD-HIASK」(朝 日新 聞 記 事 全 文 デ ー タベ ー ス:年1回 発 行),「CD-

JETROACE」 な どが あ る。

これ らの 『バ イプ ル ズ』 出版 物 で使 わ れ てい るCD-ROMフ ォーマ ッ トは,ISOフ ォーマ ッ

トが存在 して いなか っ た時 期 に開発 され た関係上,独 自の フ ォーマ ッ トを採 用 して い る。 もち

ろ ん,当 時ISOの 様 な標準 が あれ ば当然採 用 して いただ ろ うが,残 念 なが らその よ うな状 況 で

はなか った。 とは い え,CD-ROMの 相 当の 大容 量性 と扱 いの 簡便 さ,そ して 音楽CD用 の製

造設備 で実現 で きる経済 性 を実用化 す る事 が先決 であ った。 この ため,将 来 制 定 され るであろ

う標準 薬 を意識 しつ つ,『 バ イプル ズ』用 の フ ォーマ ッ トを決 定 した。

(2)ISO-9660へ の対 応

最近 にな って,CD-ROMフ ォー マ ッ トの標 準 と してISO-9660が 広 く認め られ,パ ソコ ン

や ワー クス テー シ ョンな どで もISO-9660規 格 のCD-ROMを,フ ロ ッピ ィ ・デ ィス クや ハ ー

ド・デ ィス ク と同 じ用 に扱 え る(読 め る)よ うにな って きた。パ ソ コ ンのMS-DOS環 境 で は,

マ イ クロ ソフ ト社 のMSCDEX(マ イ ク ロ ソフ トCD-ROMエ ク ステ ン シ ョン)が ほ とん どの

機種 で用 意 され てお り,ハ ー ドウ ェアの違 い を吸収 して,プ ログ ラムの移植 性や互 換性 が 向上

した。

この ような環 境 の前進 を踏 まえて,日 外 ア ソ シエ ー ツで も開発 当初 か ら考 えて い たISO標 準

に基づ くCD-ROMを 開発 ・試 作 した。新 しいISO規 格 のCD-ROMを 作 るに 当 た っ て,そ れ

までの 『バ イプル ズ』で の経験 を生 か し,単 純 に 『バ イプ ルズ』 の フ ォーマ ッ トを変更 す るだ

けで はな く,新 しい企 画 に対応 で きる物 を 目指 した。具体 的 な理 由は3.で 述べ るが,辞 書 の

ような検 索 ・索 引主体 の アプ リケー シ ョンに も,手 軽 に対応 で きる もの を心 が けた。
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1-2対 象 デー タに よる論理 構造 の特徴

次 にアプ リケー シ ョン ・プ ログラムが 扱 う対 象 デー タに よって,考 慮 しなけれ ば な らないデ

ー タの論 理的構 造につ いて ,日 外 ア ソシエ ーッで の事例 に添 って若 干説 明す る。

(1)デ ー タベ ース型構 造(バ イプル ズ)

バ イブル ズは一般的 なデ ー タベ ース ・シス テムで あ り,対 象 とす るデー タ をCD-ROMか ら

ア クセ ス し,検 索 を行 うシス テムで あ る。従 って検 索 の みの(登 録 や 変 更 を行 わ ない)機 能 を

高速 に実行 で き,検 索時 に必要 な演算や イ ンタLフ ェー ス機 能 を持 つ こ とが重要 で あ る。 また

CD-ROMの 大容量 を上手 に利 用す るため に,複 数 のデ ー タを独 立 して個 々 に,あ るいは同時

に検 索(横 断検 索)し た り,文 字項 目や 数値項 目の論 理演 算や比較 演算 な ど も考 慮 しな けれ ば

な らない。'この よ うな こ とか ら,バ イ プル ズで は 図10-1～10-5の 様 な フ ォーマ ッ トを採 用

して いる。'

図10-1はCD-ROMの ボ リュ ーム上 の デ ー タ配 置 を示 す。 この デ ー タ配 置 はCD-ROMの

メデ ィア に対応 して時 間軸 で指 定 してい る。 多数 の デー タ ・フ ァイル を扱 うための フ ァイル 管

理 テーブ ル を図10-2に 示 す 。各 フ ァイル 毎 の情 報 が 図10-3の 項 目管 理 テ ーブ ル で与 え られ

る。 実際の本 文デ ー タは,図10-4の マ ス タ ・フ ァイル ・レコー ドの 形式 で格 納 されて い る。

この本文デ ータ ・レコー ドは項 目毎 に区分 され,検 索 や表示 な どで必要 な処 理が施 され るこ と

に な る。ISOで は この 内 図10-1のCD-ROM上 の フ ァイル管 理 の 部 分 が標 準化 された こ とに

な る。

次 に実 際に検索 を行 う と きの各 テ ーブ ル類 の相互 関 係 を図10-5に 掲 げ る。 マ スタ ・イ ンデ

クス部,イ ンデ クス部 は,通 常のB+木 に準拠 して お り2階 層 であ る。

'(2)辞 書 型構造(CDb
ase)

CD-ROMも デー タベ ースで様 々なキ ー ワー ドを組 み合せ て絞 り込 み なが ら検 索 す るだ けで

な く,辞 書の ように手軽 に検 索 した い とい う要求 が だんだ ん増 えて きた。 どち らも検 索 す ると

言 う点で は同 じで あ るが,細 か い点 で要求 され る性 格 に差 が あ り,実 現 す る機 能 ・使用 方法 な

どに よって幾 つか の実現 方 法が考 え られ る。

a.仮 名検索,漢 字検 索,前 方 一致,後 方一致,条 件検 索,な どの検 索方法 毎 に イ ンデ ックス

を用意 し,汎 用的 なひ とつ のプ ログ ラム で検 索 す るこ とを 目指 した もの。

b.デ ー タに依存 しな い汎 用的 な検 索 エ ンジ ンを用 意 し,検 索部 を シンプ ルで 高速 な物 とす る。

検索時 の基本 的 な論 理演算 や比較 演 算 は検 索 エ ン ジンで行 うが,本 文デ ー タの扱 い は検 索

エ ンジン を呼 び 出 した入力 ・表 示都 側 で行 う。

c.(3)に 述 べ るハ イパ ー型構 造の よ うに リンク構 造 を持 つ もの。

ここで は 口外 ア ソシエ ー ツで試 作 され た(2)の 構 造(CDbaseと 呼 ん で い る)に つ いて若

干 説明す る。

CDbaseの フォーマ ッ トは,極 め て簡潔 にで きて い る。 図10-6の ようにkey,wordフ ァイル
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と呼 ばれ るB+木 型 か らな るイ ンデ ックス部 とindexフ ァイル と呼 ばれ る本 文へ の ア ドレス ・ポ

イ ンタ部,そ れ にtextフ ァイル と呼 ばれ る本 文 フ ァイルか らな る。B+木 の 階層数 に制限 は無 い

が,標 準 で用意 されて い るC言 語 で書 かれ た検 索用関数群 は2階 層 と して ある。

検 索用 のkey語 の文字 コー ドは,NULL文 字(全 ての ビッ トが`0'の 文字)をkey語 の終 りを

示 すス トッパ と して用 い る以外,特 定 の文字 コー ドを使 う規約 は無 い。標 準検 索関数 は;渡 さ

れ た文字列 の ままでKey,wordフ ァイル を検 索 す る。 また,検 索 結 果 は本 文 フ ァイル の 該 当

項 目内容 をその ま ま返 し,本 文 デー タの 内部 につ いては関与 しない。

CDbaseで は,図10-7の ようにkey,word,indexフ ァイル の3つ が1セ ッ トとな り,こ の

キ ー項 目で検 索 された結果 は,こ の ファイルセ ッ トと対応 して い る本 文 フ ァイル をポイ ン トし

て い る。key,word,indexフ ァイ ル群 を複 数用意 し,各 々が 同 じ本 文 フ ァイル を参照 す る よ

うに して おけば,様 々 な条件 での複 合的 な検 索 も可能 とな る。 また,こ の よ うなグループ を同

時 に1枚 のCD-ROMに 共 存 させ る こ とも可能 であ る。 これ は,幾 つか の独 立 したデ ー タ をひ

とつのCD-ROMに 格 納 で きるこ とを意 味す る。 更 に,textフ ァイル の 内 容 に制 限が無 い こ と

か ら,表 示 部の責任 で 図形 デー タな どを扱 うこ ともで きる。

(3)ハ イパ ー型構 造

ハ イパ ー型構 造 は,例 えばMacintoshに お け るHyperCardの 様 なlink構 造 を持 ち,更 に文 字

だ けで な く絵や 音 な ど も同 時 に扱 え る もの な どを指す こ とが 多 い ようであ る。 デー タベ ース に

して も辞 書 に して も,遠 か らず この ような機 能が主流 にな るで あろ う し,も ちろん 日外 ア ソ シ

エ ー ッで も将来 的 な課題 と して研 究 を行 ってい るが,一 番 の 問題 は,格 納 す る文字以外 の情報

をどの ように揃 えるか,と 言 う点 にあ るだ ろ う。文字情報 の 電子化 は,文 字 コー ドに幾種 類 か

あ る とは いえ,相 互 変換が 大 きな障 害 にな るこ とはないが,画 像や 音 声 は まだ見通 しが立 っ て

い る状 態で はな いだろ う。 この点が も う少 しス ッキ リしな い限 り,試 作 的 な単発 もの しか作 れ

な い と思 わ れ る。

1-3新 フ ォー マ ッ トを作成 した理 由

(1)対 象 デー タの拡充

口外ア ソシエ ーッで新 しい フ ォーマ ッ トを作成 した理 由 は,CD-ROMで 提供 で きる製 品 の

範 囲 を広 げ,新 しい対象 を取 り込 む こ とが大 きな 目的 で あ る。 バ イブ ル ズ はCD-ROMフ ォー

マ ッ トこそISO規 格で は ないが,全 体 の シス テムか ら見 れ ば それ な りに完 成 され てお り,当 初

企 画 した対 象で は大 きな不都 合 はな い。

しか し,世 の 中の要求 は進 歩 して お り,対 応 しきれ ない ものが でて い るの も事実で あ る。 こ

の ような観 点 か ら,よ り柔 軟 に適応 で きるシステム を考 え るに至 った。.

例 えば,検 索 シス テム を 自分達 の シス テムに取 り込 みた い とか,和 英 辞書や 用語事典 の よう

に ワ ンダ ッチで検 索 を したい とか,検 索結果 を即座 にワープ ロや エデ ィタの テ キス トと して取
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り込 み たい とか,MS-DOSで 利 用 す る際にプ ロ グ ラムサ イズ を もっ とコ ンパ ク トに したい と

か,様 々な要求 に応 え るための基礎 的 システムが必 要 とな った訳 で あ る。

(2)ソ フ トウエア の問題

バ イプル ズは,か な り大 きな シス テムで あ り,極 めて多機種 をサ ポー トして い ること もあ り,

様 々な要 求や 問題 点 を修 正 して い くには困難 な点 も多 い。 そ こでい ままでのバ イプルズの経験

を踏 まえて,新 たな システ ム を作成 す るこ とに した。

CDbaseは この様 に して作 られ た新 しいCD-ROMフ ォーマ ッ トで ある。CDbaseに は,(2)

で触 れた ように,CDbaseフ ォー マ ッ トのCD-ROMを アク セ スす るた めの標 準 検 索 関数群 が

用 意 されて いる。 この標 準 検索 関数群 を利 用す れば,自 由 なユ ーザ イ ンター フ ェー ス を持 つ シ

ステ ムを,手 軽 にデザ イ ン し作成 す るこ とが で きる。 この標 準 検 索 関数 はISO-9660の 上 に構

築 されたCDbase論 理 フ ォーマ ッ ト(図10-6参 照)を 扱 い,MS-DOSで は どの機種 で も同一

ライ ブラ リで動作 す るな ど,極 めて移植 性 の高 いプ ログラム に なって い る。

CDbaseに は もう一 つ特 徴 が あ る。 それ はデ ー タ ・フ ォーマ ッ トにセ ク タ とか ブ ロ ック とか

の概 念 を持 って いない こ とで あ る。 デー タは切 れ 目の ない流 れ(ス トリーム)の よ うに連 続 し

てい る。 この ような構 造 を とったの は,UNIXやMS-DOSの フ ァイル シス テムがByte列 を基

本 に して い るこ とに関係 が あ る。ISO-9660の 規 格 で は,CD-ROM上 のデ ー タ は2Kバ イ ト

の セ クタ に区分 され て い るが,MSCDEX等 の 基本 的 なCD-ROMア クセ ス用 デバ イス ・ドラ

イバ で は,こ の こ とを表 面上 見 えな く してい る。 これ を更 に アプ リケー シ ョン側 で意識 す るこ

とのメ リッ トとデ メ リッ トが あ り,ア クセ ス速 度 に関す る問題 は,本 来デバ イス ・ドライバ側

で吸収 すべ き問題 で あ り,仮 に アプ リケー シ ョン側 で対 応 で きた と して も,他 の機 種の デバ イ

ス ・ドライバ と組 み合せ て も同 じ様 な効 果が上 が る とは限 らない。

1-4今 後 の展 開

(1)バ イプル ズ(デ ータベ ー ス型)

既存 のバ イプル ズ型のCD-ROMフ ォーマ ッ トは,前 説で も述 べ た ように一通 り完 結 し,完

成 した形 態 を持 って いるので,こ の ライ ンはい ままで通 り改 良 しなが ら推 進 してい く予定 で あ

る。多 くのユーザ に ご利 用戴 いて い るこ とか らも当然 の責任 で あ ろ う。

(2)CDbase(辞 書型)

CDbaseに つ い ては,積 極 的 に新 しい分 野 を開拓 して行 き た い。 近年 辞書 をCD-ROM化 し

た製 品が相次 いで発表 され てい るが,口 外 アソ シエ ー ッら しい書 誌 製品 を考 えなければ な らな

い。 また,い ままでのCD-ROM検 索 システ ムで対応 しきれ な い シス テム につ いて,ユ ーザ の

要 求 に応 じたカス タマ イズ を行 え るシス テム と して活 用で きる もの と考 えてい る。
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ボ リューム/フ ァイル管理 テーブル

項 目管理テーブル

(ファイル#1)

項目管理テー九

(フ ァ イル#2)

フ ァ イルn,項 目i,キ ー フ ァイルk

.

マスター イ ンデ クス

インデクス

ア ドレス

マ スタフ ァイル

(0,2,0)

(0,2,2)

(0,2,10)

(0,2,18)

(任意)

(任意)

(任意)

(任意)

ファイル数による

フ
ァ
イ

ル
数
に
よ
る

フ

ァ

イ

ル
数

・
項

目

数

・
キ

ー

フ

ァ
イ

ル
数

に

よ

る

図10-1.CD-ROM上 の デ ー タ配 置
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ボ リュー ム/フ ァ イル 共,1エ ン ト リ64バ イ ト。 最 大63フ ァ イ ル 。 テ ー ブ ル 長4,096バ イ ト

固 定 。CD-ROM上 絶 対 ア ドレス0分2秒0セ ク タ か ら2セ ク タ を 占有 。

ボ リュー ムエ ン トリ

ボ リュームID

ボ リューム数

ボ リュー ムタイ トル

予 備

フ ァイルエ ン トリ1

フ ァイルID

フ ァ イル タイ トル

レコー ド最大長

ブ ロ ック長

レコー ド件数

レコー ド形式

項目数

予 備

フ ァイル エ ン トリ2

図10-2.ボ リ ュ ー ム/フ ァ イル 管 理 テ ー プ ル
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ファイル1

項 目1

項 目コー ド

項目係題

項 目長

マス タイ ンデ クス

ポイ ンタ1

イ ンデ クス

ポインタ1

ア ドレス

ポイ ンタ1

マ ス タイ ンデ クス

ポイ ンタ2

イ ンデ クス

ポイ ンタ2

ア ドレス

ポイ ンタ2

マ ス タイ ンデ クス

ポイ ンタ3

イ ンデ クス

ポ イ ンタ3

ア ドレス

ポイ ンタ3

文字種

項目種別

マス タイ ンデ クス

プ ロ ックサ イズ

イ ンデ クス

プ ロックサ イズ

予 備

項 目2

項 目コー ド

項目係題

一項 目長

'マ ス タインデ クス

ポインタ1

インデクス

ポインタ1

ア ドレス

ポイ ンタ1

マ スタ インデ クス

ポインタ2

イ ンデ クス

ポインタ2

ア ドレス

ポイ ンタ2

マ スタイ ンデ クス

ポイ ンタ3

イ ンデ クス

ポインタ3

ア ドレス

ポイ ンタ3

文字種

項目種別

マス タイ ンデクス

プ ロ ックサ イズ

インデ クス

プ ロックサ イズ

予 備

項 目3...

図10-3.項 目管 理 テー ブ ル
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図10-4.マ ス タ フ ァ イル レ コー ド

一104一



レコー ド探 策径路 の例"イ ーサ ネ ッ ト"で 検 索す る場合

項目管理テープル マスタインデクス部

項 目1
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マ スタフ ァイル
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イ
|
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㌻
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該
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≡
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1レ コー ド2

1レ コ ー ド3
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一

ブ ロ ック2

一 ●

レ コ ー ド11レ コ ー ド2

1レ ・一 ド
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ブ ロ ック3
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図10-5.各 テーブル の相互 関連
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key

文字列n・1

文字列2n・1

word index text

〆

文字列o 4 D § 本文0● v、 フ

㌧

＼

● ,

、

文字列1 誓i本 文1

き 本文2

文字列η.1 1
文字列η

1

図10-6.CDbaseデ ー タ構 造
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WORD
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key2

word2

index2
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図10-7.CDbaseフ ァ イ ル 構 成(例)
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2.情 報 図書 館RUKITに お け るCD-ROM利 用状 況

情 報 図書館RUKITは,国 内/海 外 の主要 な オ ンライ ン ・デー タベ ース22種(以 下 オ ンラ イ

ン とす る),CD-ROM19種 を常設展示 し,誰 で も気軽 に利 用 で き るデー タベ ー ス図書 館 とな

って お り,幅 広 く様 々 な業 種 業態 の方 々に利 用 いただ いて い る。

当館の利 用形 態上,利 用者 と当館 サ ーチ ャーが一 緒 に検 索 を行 うケ ースが数 多 くあ る。検 索

終 了後,実 際の利 用状 況,利 用後 の感想,今 後期待 す る もの等 の項 目につ き,ア ンケー トに答

えて いただ いた もの につ いて デー タを集約 した。

この結果,ど の様 な人,あ るいは企業 が,ど うい っ た 目的 で,ど んな情 報 を必要 と して い る

の か,オ ンライ ン とCDを 比 較 した場 合 の現状 での 問題 点 は何 で あ るのか概 略 で はあ るが分 析

を試 みた。 なお,調 査対 象 と したCD-ROMは 表10-1で あ る。

2-1マ トリックス に よる解析

利用者業 種 を横 軸,検 索 主題 を縦 軸 に と り,オ ン ライ ン とCD-ROMの 利 用 回数 を比較 した

結果 が表10-2で あ る。

デ ー タ収 集 期 間 は オ ン ライ ンが1988年11月 か ら1990年2月 まで,CD-ROMが1989年11月

か ら1990年2月 まで に集 計 された ア ンケ ー トに基 づ くもの で あ り,デ ー タ件 数 は,オ ンラ イ

ンが1,370件,CD-ROMが102件 で ある。利 用者業 種 は会員 企業 の主業 を,検 索 主題 は実 際 に

検 索 された情報 の主題 をジ ャ ンル別 にわけ た もので あ る。

なお,使 用 時 間の 平 均 は,オ ンラ イ ンの21分 に対 し,オ フ ライ ンで使 用 時 間 に よ る コス ト

が発生 しな いCD-ROMは61分 と約3倍 で あ る。

(1)業 種 別 に見 た利 用 率

表10-2お よび 図10-8に み るよ うにオ ンライ ンは,情 報 サー ビス,教 育,化 学 工業 の順,CD

-ROMは ,情 報 サ ー ビス,出 版 ・印刷 ・同関 連産 業,教 育 の順 とな ってお り,出 版 ・印 刷 ・

同関連産業 界の 関心 度 が高 いの がわか る。 いず れの メデ ィア も情 報サ ー ビス業 に属す るユ ーザ

が,オ ンライン とCD-ROMを 上手 く使 い分 けてい るケー スが 目立 つ。

(2)主 題 別 に見 た利 用 率

表10-9お よび 図10-2に み る よ うにオ ンライ ンは,国 内経 済 ・産業(45%),企 業(24%),

人物 ・団体(12%),化 学(5%)の 順で全体 の2/3に の ぼ る。CD-ROMは,企 業(28%),

人物 ・団体(16%),国 内経済 ・産業(13%)と な って い る。 ただ し,CD-ROMに よ る人物

検 索 は,執 筆者,科 学 技 術者 に特化 され て い るため,人 物 関連CDか ら検 索 す るケー ス よ り,

新 聞記事CDで 人名 か ら人 に関す る情報 を検 索す るケース が多 い。
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2-2利 用 後 におけ る感想

実際 にCD-ROMを 利 用 し検 索 した結 果,必 要 とす る情報が収 集 で き 目的 を達 成 す るこ とが

で き たか,「 満足 」 「普 通」 「やや 不満 」 「不 満」 の4つ の分 類 か ら選 ん で い ただ き,グ ラ フ に

した もの が図10-10で ある。 「満 足」 「普 通」 と答 え た利 用者 が67%で あ り,検 索 結果 に関 し

ては,ほ ぼ満足 い く結果 を得 て い るよ うであ るが,一 方,種 類 が少 ない,操 作 方法 が難 しい,

実 際 に購 入 しての利 用 とな ると高額 の た め必ず しも満足 とは言 えな い といっ た声 もあ るこ とは

無視 で きな い。

オ ンライ ン系の利 用率 の割 に は利 用 率 が低 いCD(現 在RUKITで 所有 してい ない デ ィスク あ

るい は,ま だ 開発 ・発売 されて いない デ ィス ク を除 く)は,国 内経 済 ・産業,人 物 ・団体,化

学,ス ポー ツ,芸 術 ・娯 楽関連 で あ り,今 後,開 発 ・発売 を期待 したい もので あ る。特 にオ ン

ライ ン系 で最 も利用 率が高 い新 聞記 事 デ ー タベ ース に関 して は,現 在 の とこ ろ朝 日新 聞記 事デ

ー タベ ース しか商 品化 され てお らず ,ユ ーザ のア ンケー トか ら も発売 を切 望 す る声が 高い。

そ の他,利 用者 の声 と して多 い もの は以下 の通 りで ある。

◇CD-ROMデ ィス ク ・ソフ トウ ェア環境

・デ ータ更新 頻度の 向上

・論 理 フ ォー マ ッ トの統 一化

・価 格 の低 価格 化

・同一 タ イ トル にお け る各バ ー ジ ョンの操 作方法 の統一

・操 作環 境の統 一化

・ハー ドデ ィス ク ・RAMデ ィス ク ・EMSへ の対 応

・検 索 デ ータ加工の容 易化

・MS-DOSデ ータ ・ファ イルへ の ダウ ン ロー ド

・オ ンライ ン ・デー タベー ス との コマ ン ド共有 化

・海外 製CD-ROMの 国産パ ソ コ ンでの利 用

◇ ハ ー ドウ エア環境

・ア クセ スタ イムの 高速化

・ドライブの低価格 化

・コ ンパ ク ト化

・ネ ッ トワー ク利 用 を想 定 した製 品化
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以上 の デ ー タ解析 結果 は,デ ー タ収 録 件 数が少 な いため(特 にCD)正 確 性 には欠 け るが,

方 向性,期 待性 は把握 で きる。先述 したが,ユ ーザ ・サ イ ドか らの今後 の要望 としてCD-ROM

商 品 の充実(量,質 と もに),低 価格 化 どいった ところが提供 者 側 の今後 の市場 拡大 の ため の

最 大の キ ーポイ ン トとな るの は間違 いな い ようで あ る。

2-3図 書館 と してのCD-ROM導 入 の可能 性

あ る調 査 レポー トに よる と,今 後CD-ROMを 導 入予定 で ある と答 えた図書 館 が全体 の約80

%と い う結果 がでて い るこ とか らも,電 子 出版 物 と しての期 待 は大 きな ものが あ る。 だだ し,

現状 で は,館 員 の内部利 用 あ るいは,来 館 者 へのサ ー ビスの ため に司書 がCD-ROMを 扱 う と

いっ たケー スが多い。 また書籍 の よ うに貸 出 しとい ったサ ー ビス は不 可能 に近 い ことか ら,今

後 図書館 に導入 され てい くようなCD-ROMに つ いては,扱 い方 に統一 性 が あ り,誰 で もす ぐ扱

える よ うな ものがが充実 してい くと,都 心 で交 通の便が いい場所 に おい て もスペ ース レス,ペ

ーパ ー レスで必要 とす る情 報 に素早 く巡 り会 え るチ ャンス が ひろが り,全 国 レベル で各図書 館

に もそ ういっ た検 索 スペ ース あ るい はサ ー ビスが拡 が って い く可 能性 が あ る。CDと 身近 に な

るこ とに よって,エ ン ド・ユ ーザ の裾 野 が ひろが り,そ の 市場 の活 発化 が 期待 で きるで あろ う。

2-4今 後 の方 向性

CD-ROMに よる情 報収 集 の現状 は,そ の特性 か ら辞書的 な利 用,あ るいは,オ ンライ ンの

補 足,遡 及検 索 として使 われ てい るケー スが多 いが,今 後CD-ROMXA,CD-1が 普 及 して

い くこ くに よ り,マ ルチ メデ ィア と しての 新 たなフ ィール ドが形成 されて い くで あろ う。

また,現 在販 売 され て い るCD-ROM製 品 はオ ンラ イ ンをCD化 した もの が 多 く,そ の 流 通

・販売 経路 が似 てい る こ とか ら,今 回 ア ンケー トに答 えて いただ いたRUKIT利 用者や 現 オ ン

ラ イ ン ・CDユ ーザ お よび,こ れか らユ ーザ とな りえ る方 々の忌 揮 の ない意 見 がCD-ROM製

作 者,提 供 者,メ ーカ に とって参 考 になれ ば幸 いで あ る。

一109一



表10-1.RUKITで 利 用可 能 なCD-ROM-一 一覧

CD-ROM名 主な対象分野 内 容

電子広辞苑 広辞苑 広辞苑第三版

20万 語の辞書データ。音声 ・画像 も出力

コンピュータ

用語大辞典

辞書 コンピュータ関連分野での基本語か ら専門用語まで52,000語 を収録

CDWord 辞書 8ヶ 国語 ・13種類 ・17冊 の 辞書 を収録

人物情報 科学技術者大事典

執筆者大事典

自然科学分野の科学者,技 術者 など13,000人 を収録

人文 ・社会科学分野の執筆者13,000人 を収録

判例MASTER 民事判例 裁判所法施行以後に公刊された民事判例約38,000件 を収録

BOOK 図書情報 国内で刊行される本の目次 ・要旨などの内容を紹介

J-BISC 国会図書館情報 1960年 以降に刊行 された和書の 目録 を収録

MEDLINE 医学 ・薬学情報 米 国国立医学図書館(NLM)が 作 成す る医学生物学分野の世界的

データベース。70ヶ 国以上で発行 されている医学,薬 学,看 護学等

の約3,000誌 の記事 を収録

COMPENDEX 工学,技 術情報 全世界の,注 目すべ き工学,技 術文献を収録。各情報は,雑 誌記事,

技術報告書,工 学協会刊行物,書 籍,会 議議事録 各会議資料の記

事の書誌事項を収録

HIASK 朝日新聞記事データ 1985年 以降の全文記事データを収録

SCAN 企業 ・新製品

新技術情報

国内外の産業 ・企業 ・新製品 ・新技術に関する記事情報を収録

ABI/

INFORM

ビジネス

経営

全世界800誌以上のビジネス,経 営関連の定期刊行物に掲載される

主要記事を英文データで収録

ABI/

INFORM

ビジネス全般 米国主要16紙の地域および,米 国内外紙の包括索引を英文データで

収録

有価証券

報告書総覧

有価証券報告書 有価証券報告書の全文データ

店頭登録会社並びに上場外国会社を収録

有価証券

報告書総覧

有価証券報告書

1部 ・2部 ・地方上場

有価証券報告書の全文データ

1部 ・2部 ・地方上場会社の財務データを収録

企業情報

ファイル

企業情報 全国20万社の企業データを収録

職員録 全官公庁職員録 国家 ・地方公務員の職員録

係長クラス以上の住所 ・氏名 ・電話番号 ・役職名を収録

人物情報 科学技術者大事典

執筆者大事典

自然科学分野の科学者,技 術者など13,000人 を収録

人文 ・社会学分野の執筆者13,000人 を収録

CD-ROM

ON

CD-ROM

CD-ROM解 説 CD-ROMの 解説 を文字,画 像,音 声で紹介
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表10-2.利 用 状 況 マ トリッ クス

利

用
者

業
種

検

索
主

題

総

合

工

事

業

設

備

工

事

業

飲

'料

.

飼

料
・

た

ば

こ

製

造

業

パ

ル

プ

.

紙

.

紙

加

工

品

製

造

業

出

版
.

印

刷

・

同

関

連

産

業

化

学

工

業

窯

業
'

土

石

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

電

気

機

械

器

具

製

造

業

精

密

機

械

器

具

製

造

業

電

気

業

各

種

商

品

卸

売

業

代

理

商
・

仲

立

業

銀

行

.

信

託

業

1

投

資

業

.

放

送

業

情

報

サ

1

ビ

ス

教

育

社

会

保

険

社

会

福

祉

翻

訳
.

執

筆

業

学

生

無

職

合

言f

人物 ・団体 29(3) 6(1) 6(1) 12(1) 0(1) 77(5) 16(1) 7 5(1)' 12(2) 170(16)

企業 13(1) 10 5 9(3) 20 8(3) 27 5 10 8 88(21) 106(1) 0(1) 18 327(30}

土 木 ・建 築工学 0(1) 5(3) 0(1) 5(5)

機械工学 7 7

電気工学 6 18(3) 5(2) 29(5)

化学 56(2) 9 8 0(1) 0ω 73(4)

図書 9(3) 0(1) 0(1) 13(2) 0(1) 0(3) 22(1P

特8午 26 26

ス ポ ー ツ 0(1) 8(1) 8(2)

芸 術 ・娯楽 7 0(1) 7(1〕

外 交 ・防衛 P

7 8 15

社会 8(2) 8(4) 16(6)

国 内経済 ・産 業 15(2) 7(1) 6 43(2) 55 5 5 12 57 7 7(2) 9 12(1) 229(3) 61(1) 9 26(1) 9 37 611(13)

国外 経済 ・産業 5 6(2) 9 29(3) 0(2) 49(7}

農 業 ・食品 0(1) 5 0(1) 5(2}

合 計 33(3) 17(1) 6 5 96(14) 137(4) 5 14 26(4) 119(2) 7 12(4) 9 10(1) 8 12(2) 527(43) 199(11) 16 31(3) 9(1) 72(9) 1370(102)
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翻訳・執筆業2%

総合工事業3%

出版 ・印刷・同関連産業

精密機械器具製造業
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3.WINGフ ォ ー マ ッ ト(『 電 子 出 版 』 へ の 試 み)

3-1WINGフ ォー マ ッ ト開発 の経緯

(1)CD-ROMの 長所 を活 かす アプ リケー シ ョン

CD-ROMの 大 容量 とクイ ック ・リファ レンス(ス ピーデ ィな検 索 ・参 照)を 活 か すメ リッ

トが明確 なアプ リケ ー シ ョンと して,デ ータベ ース と辞書 が考 え られ る。特 に,辞 書 ・事 典類

につ いて は,パ ソ コンで の ビ ューアや 各種 アプ リケ ー シ ョンに 限 らず,ワ ー プ ロやDTPへ の

応 用が期待 され る。

日本 で最 初 の一 般 向 け のCD-ROMア プ リケ ーシ ョン と して開 発 した 『広事 苑CD-ROM』

の経 験 を もとに,様 々な事典 に集積 され てい る豊富 な情 報 をCD-ROMに デ ー タベー ス化 した

のが,『 電子辞 書 シ リー ズ』 で あ る。

(2)イ ンデ ックス構 造 を含 め た記録 形 式の標 準化の 努力

い くら辞書 ・事典 と しての機 能が高 くて も,検 索す るの にあ ま り時 間が かか って は,利 用者

は イライ ラす るこ とにな る。基 本的 な計算 につ いて,検 索 結果 を表示 す るまで の時間 と して,

長 くて も3秒 以 内 を保証 す べ きと考 えて,キ ー ワー ドに対 して 階層 インデ ックス構 造 を採 って

い る。大 容量 の デー タ を検 索 す るCD-ROMソ フ トウ ェア の場合,イ ンデ ックス構 造 を とるの

が常識 といえ るが,仮 にイ ンデ ックス を持 た ない場合 につ い て考 えてみ よう。 『電子 辞書 シ リ

ーズ』 の 中で 『最新 医学大 事典CD-ROM』 の場合 ,総 容量 は約500MBで あ る。CD-ROMの

デ ー タ転 送速 度 は150Kバ イ ト/秒 なの で,こ れ を単純 に最初 か ら最後 まで読 み込 み処 理 をす

るだ けで約3400秒(約57分)か か る計 算 にな る。 これで は,使 い もの にな らない。

パ ッケー ジ ・メデ ィア と して よ り有 用な もの にな るこ とを願 って,『 電子辞 書 シ リー ズ』CD

-ROMに つ いて は,ISO9660規 約 か ら一歩踏 み込 ん で,イ ンデ ックス構 造 を含 む デ ー タの 記

録形式(本 文デ ータ,メ ニ ュー表 示用 デー タ,文 とイメ ー ジ ・デー タの関 係 な ど)を 共通化 し

て い る。 また,『 電子 出版 』 に よる情報 供 給が よ り広 範 に行 わ れ るこ とを願 って,こ の記録形

式 は 『WING規 約 』の 名 で 「日本 電子 出版 協会 」 な どの場 で標 準化 の提案 を して きて い る。 共

通化 ・標 準化提 案 の趣 旨 と しては,以 下 の ような ものが あ る。

・イ ンデ ックスの共 通化 に よる検 索 方法 の統 一で各 種情報 の相互利 用 が可能 にな る。

・デー タ加工 な どを含 むアプ リケ ー シ ョンの幅 を広 げ る こ とが可能 にな る。

・検索 ソフ トと独 立 にCD-ROM供 給 が可能 とな る。

これ まで に,以 上 の よ うな趣 旨で開発 した 『電子辞 書 シ リー ズ』には,広 辞苑CD-ROM(岩

波書店),現 代 用語 の基 礎 知 識CD-ROM(自 由国 民社),最 新 医 学大 辞典(医 歯 薬 出版),角

川 類語新 辞典(角 川 書店),ニ ューセ ンチ ュ リー英和 辞典 ・新 クラウン和英 辞典CD-ROM(三

省 堂)が あ る。

上 記の 目的 で,パ ッケー ジ ・メデ ィア と してのCD-ROMに よる情 報供 給 が活発 にな るこ と
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を願 って,『 電子辞書 シ リーズ』 と検 索 ソフ トウェア を独立 した商 品 と して消 費者 に提供 して

い る。検 索 ソフ トウ ェア として は,ワ ープ ロの文書 作成 中に検 索 ・引 用 を可能 にす るソフ トウ

ェアやパ ソコ ンで検索 結果 を他の アプ リケー シ ョンで利 用で きるよ うに考慮 した検索パ ッケー

ジな どを用意 して い る。 また,パ ソ コ ン ・アプ リケ ー シ ョンか らの利 用 を可能 にす る検 索 イ ン

タフ ェースの提供 につ い て も検 討 して い る。

3-2WINGフ ォー マ ッ トで実現 され る機能

(1)WINGフ ォーマ ッ トで可能 に して い る機 能

WINGフ ォーマ ッ トで用 意 して い るイ ンデ ックス は,見 出 し語(読 み),表 記 形(漢 字や ア

ル フ ァベ ッ ト),そ れ ぞれ の前方 一致,後 方一 致,条 件検 索,お よび見 出 し語 条件検 索 用 の イ

ンデ ックス であ る(表10-2は,「 最 新 医学 大辞 典」の場 合 の具体例 で記述)。 この ほか に,メ ニ

ュー か らの項 目選択 で次 々に対応 す る項 目を表 示す るメ ニ ュー検索へ の対 応 メカ ニズ ムが ある。

表10-3.CD-ROM検 索機 能

見出し語検索
一般 に冊子版 の辞書 ・事典類 を引 くの と同様 に 「読 み=か な」 を入力 して

検 索す る方法で あ る。

表記形検索 単語の表記(漢 字やアル フ ァベ ッ ト)を 入 力 して検 索 す る方法 で あ る。冊

子版の辞書 ・事 典類 では,「 単語 の読み」が分 か らなければ引 くこ とがで きな

か ったが,表 記 によるインデ ックス をCD-ROM上 に 用意す ることによって表

記 による検 索 を可能 に している。

前方一致検索 「染色体 ～」 に対 して ,【 染色体】,【染色体の しま模様(人 の)】,【 染色体キ

メラ】,【染色 体パ フ】 とい うように,同 じ文字で始 まる語 句 を探 す方法 であ

る。後 ろが不明確 な時の言葉探 しなどに有効 な手段で ある。

後方一致検索 「～染色体」 に対 して ,【 染 色体】,【マ ーカー染色体 】,【Ph染 色 体 】,【A染

色体】 とい うように,語 句の前半の部分が分か らない と きや,同 じ後 半部分

を持つ語句 を リス トア ップす るための検索方法で ある。

条件検索 「細胞分裂」「染色体」 「配列 」な ど,'い くつかの キーワー ドを入力す るこ と

によって,【 染色体配列】,【微 小管 】,【付帯核板】,【娘染色体】 といったそれ

らキー ワー ドを解説文(意 味 内容 を説明 して いる文)中 にすべ て含 む語句 を

検索す る方法 で ある。 これに よって,上 記の ようにある事柄 に関係 の ある言

葉 を探 し出すこ とがで きる。

メニュー検索 冊子版に付録 として付いている凡例や医学関連機関などの住所録,都 道府

県別住所録が,メ ニュー選択操作をすることで探 し出すことができる。

見出し語条件検索 医学 用語 や新 語 な どの複合語 を検 索 しやす くす るために,見 出 し語 を構 成

する単語の組 み合 わせ を片仮 名,ア ルフ ァベ ッ ト,数 字,漢 字 で検索 で きる

ように した もの 。

例 えば,「 動 脈/閉 塞症」 を入力す るこ とに よって,【 ウ ィ リス 〔大脳 〕動

脈輪閉塞症】,【総頸動脈閉塞症】,【腸間膜動脈 閉塞(症)】,【 動脈硬化性 閉塞

症】 を検索す ることがで きる。

この よ うに,CD-ROM化 す るこ とに よって,従 来の冊 子版で はで きな か った検 索 を可 能 に

してい る。
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(2)パ ッケー ジメ デ ィア と しての考 慮

逆 に,冊 子版 には ない電 子メデ ィア と して汎用性 を高 め るための考 慮 も一部 に必要 にな って

い る。 パ ソコンや ワープ ロでの表示 や キー ワー ド入力 を可 能 にす るため に
,以 下の ような冊 子

版 か らの変更 を行 って い る。

・漢 字表記:JISコ ー ド第一 水準 ,第 二 水準 を主体 に,JISに な い もの につ いて は外 字の構 成

を ドッ ト表現 で定義 して記録。

・英 字表 記:イ タ リックな どの修 飾文 字 は
,表 記強調 が必要 な こ とを記録。

・文字 の上 に付 く記 号(ウ ム ラウ ト
,ア クセ ン トなど):文 字の後 ろの コー ド記録 。

・外 国語特 殊文字:エ ス ツ ェッ トはSS
,セ デ ィーユ はCな ど と表 記。

・化 学式 ,数 式 な どの特 殊記 号:上 付 き文字,下 付 き文 字指 示 を併せ て記録 。

・画像 デ ータ:2値 ドッ トイメー ジデ ータ をバ イナ リ表 現 で記録
。文 字列 か ら リンクす る形

で記録 す るこ とよって,検 索結果 の表 示処理 を しやす くして い る。

3-3今 後 の展望

以上,WINGフ ォーマ ッ トの機 能 を 中心 に記録 内容 につい て紹介 した。WINGを ベ ー ス に し

たCD-ROMア プ リケー シ ョン展 開 につ いての課題 と展望 につい て述べ る。

(1)シ ソー ラスの充 実

新 語や 流行語 ・造語 や医療 用語 な どが複合 語で あ ることを考 慮 して,見 出 し語 を分 解 して検

索 対 象 にす るこ とに よ って,検 索 を よ り有効 にす るために見 出 し語条 件検 索の ため のイ ンデ ッ

クス を準 備 し,目 的の用'語の ヒ ッ ト率 を上 げる ことが で きた。 しか し,翻 訳用 語の不 統一 の面

は否 めな い。指定 キー ワー ドに対 す る ヒッ ト率 をあげ るため に は,CD-ROM開 発過程 と利 用

過程 の 両面 で,各 分 野の シソー ラス(類 語体 系)の 整理が進 め られ る こ とが必要 で あ る。

(2)標 準化 へ さ らな る努 力

入手 した いデー タに よって再 生 で きる機 器(パ ソコ ン,ワ ープ ロ,ワ ー クス テー シ ョン)が

異 な ってい たの では,情 報流 通 は覚 束 ない。最初 に述べ た ように,CD-ROM上 に記録 したデ

ー タ をパ ッケ ー ジ ・メ デ ィア と して流通 させ るため には
,検 索用 イ ンデ ックス を含 む記録形 式

の共 通化 が 不 可欠 で あ る。 電気 メー カ,出 版 界,印 刷業 界 を含 め て ,情 報供 給 元 に対 して,

『WING規 約 』 な どアプ リケ ーシ ョンに踏 み込ん だデー タ記録 形式 の共 通化 が必要 で あ る
。

(3)マ ル チメデ ィアの利 用

CD-ROMXAやCD-1,当 社 のFMTOWNSな どの ように,今 後,パ ソコ ンの画 像表 示機 能

や音声 の再 生機 能 の強化 が期待 で きる。 これ らの機 能 を利 用す るこ とに よって,解 剖 や臨床例

の画像 や 音声 に よる伝 達 が可能 に な って くる もの と考 える。
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「最新 医学大辞典CD-ROM」 は,冊 子版 の もの のCTS(コ ンピュー タ ・タ イプ セ テ ィ ング

・シス テム)デ ー タの 応用 に よって実現 され た もの であ る。マ ル チメデ ィア に展 開す るため に

は,ビ デ オデ ー タ と冊 子 デー タ を混 在 させ た編 集が 必要 に なって くる。 マルチ メデ ィア を主体

に した編 集 を可 能 にす るハ イパ テ キス ト技 術 の利 用(例 えば,TownsGEARな ど)や 『電 子

辞書 シ リーズ』へ のマル チ メデ ィア機 能 の追加 な どが この 問題 を解決 して い くこ とであ ろ う。

4.マ ル チ メ デ ィ ア 統 合 ツ ー ル 『T。wnsGEAR』

FMTOWNSの シス テム ・ソ フ トウ ェアの 中に,マ ル チ メデ ィア対 応 の アプ リケ ー シ ョン編 集

を行 う,ま たは,マ ル チ メデ ィア デー タ を個 人 向 けに編 集 ・利 用で きる ように した ソフ トウ ェ

ア であ る。誰 にで も使 えるオーサ リング ツール,プ レイヤ と して利 用で きる。

4-1開 発 の背景

昨年発売 され たFMTOWNSは,こ れ までパ ソコ ンを利 用 して いた 人々 は当然 と して,そ の他

に今 までパ ソ コンを利用 して いない層へ の普 及 を も企 図 して い る。 この ため,コ ンピュー タ知

識 の ない初心 者 に も容易 に受 け入れ られ る操 作環境 が必要 とな った。 また,既 成 のアプ リケー

シ ョンで カバーで きな い部 分 をエ ン ド ・ユーザ また は新 しいアプ リケー シ ョン開発者 が開発 す

る こ とが で き る よ う,使 いや す い オ ー サ リング ・ツ ー ル が 必 要 とな る。TownsGEARはFM

TOWNSの システム ・ソフ トウェア に標準 添付 してユ ーザ に提供 され るFMTOWNSの ハ ー ドウ

ェア機 能 を使 い こなす ため に用 意 した ツール で ある。

FMTOWNSシ ステム ・ソフ トウ ェア には,表10-4に あ るTownsGEARの ノー ト(ア プ リケ

ー シ ョン ・ソフ トウ ェア)を 添 付 して い る。ユ ーザ に は これ らのサ ンプ ル を通 して,Towns

GEARに つ いて理解 を深 め て も らうようにな って い る。

表10-4.TownsGEARサ ン プ ル ノー トの 例

アプ リケーシ ョン名 概 要

は じめ まして TownsGEARの 紹 介

ミ ュ ー ジ ッ ク ア ル バ ム シス テムCD-ROMの 中 の 曲を演奏す る

ア ドレス帳 住所録,マ ウスによって電話 をかける
一

ス ケ ジ ュ ー フ カ レンダ と1日 の予 定表

伝言くん 音声 に よる伝言メ ッセー ジ ・システム

デ ー タ ・ラ イ ブ ラ リー 覧 CD-ROM内 の データ ・ライブ ラ リの参照

数字な らべ,数 字探 し ゲ ー ム

ト レー ニ ン グ ・ノ ー ト 日記の例題 をペースに利用方法の練習がで きる
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4-2マ ル チ メデ ィアのサ ポー ト

(1)サ ポー トす るメデ ィアの種類

パ ー ソナ ル ・コン ピュー タで扱 うこ とがで きるメデ ィア は大 き く2つ に分 け られ る。1つ は

パー ソナル ・コ ンピュー タ 内で処 理 で きるデ ータで あ り,も うひ とつ はパ ー ソナ ル ・コン ピュ

ー タ に接 続 で きる外 部機 器 を使用 して処理 す る もの であ る。今 回のTownsGEARで は'とりあ

えず,前 者の コン ピュー タ内で扱 え るデ ー タのみの サ ポー トを前提 に した。 その デ ー タ とは文

字,数 値,音 楽,絵,音 声,時 間情 報 であ る。

(2)ノ ー トとペ ー ジ

画面上 の表現 方 式 と して,TownsGEARで は一種 の カー ド型 のデ ー タ方式 を採 用 した。 ハ

イパ ーテ キス トの実現 方式 としては,ス クロール 型,カ ー ド型,マ ル チ ウ イン ドウ型 な どが 考

え られ るが,カ ー ド型 が最 も理解 が速 い と考 え るた めであ る。

FMTOWNSの1つ の画 面 を 『ペ ー ジ』,『ペー ジ』 を複数 集め た もの を 『ノー ト』 と呼 ぶ。 そ

して1つ の 『ノー ト』 が1つ の ファイル(ア プ リケ ー シ ョン)と して保存 され る。

(3)部 品

TownsGEARで は ボタ ン ・テ キス トフ レー ム ・イ メー ジ フ レー ム ・音 楽ユ ニ ッ ト・音声 ユ ニ

ッ ト ・タイマ の6種 類 の オ ブ ジェク トを画面上 に置 くこ とがで きる。 これ らあ オブ ジ ェク トを

部 品 と呼 んで い る。

表10-5.TownsGEARの6つ の 部 品

ボタン マ ウスク リックで登録 され た リンク関係 やプ ログラムの 内容 に従 って,他 の

ペー ジや部 品の呼び出 しなど様 々な機 能 を実行す ることがで きる。

テキス トフレーム 文字を表示する領域。文字列は制御言語で操作することが可能である。書 き

換え可能な媒体に記録 されたものについては,編 集が可能である。

イ メ ー ジ フ レ ー ム 絵 を表示す る領域。内臓 してい るイメージエデ ィタで絵 を作成 ・編集 す る こ

とがで きる。

音楽ユニ ッ ト 音楽 ファイル の再生 を行 う。音楽フ ァイルの 内容 はMIDIデ ー タで,別 売 りの

音楽 ソフ トウ ェアで作成 ・編集す る。

音声ユニ ッ ト FMTOWNSに 搭 載 され ているPCM音 源 を利用 して,音 声の録 音 ・再 生 を行 う。

動作モー ドで録音 ・再 生の選択 を行 うようになっている。

タイマ タイマ はある時刻 になる と自動 的に起動 され る部品 であ る。 この機 能 を利 用

して,目 覚 まし時計な どを作 ることがで きる。

4-3制 御 言語

TownsGEARに はGEARBASICと いうインタプ リタ言 語 を内 臓 して い る。これ はFMTOWNS

用F-BASIC386の サブ セ ッ トで実現 され て いる。TownsGEARの 基本機 能 を補 足 す る処 理 を

プ ログラ ミングす るため にあ る。

BASIC言 語をベースにして,TownsGEARの 部 品の 制御 への連 携 を図 る機 能 を追加 して い る。
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4-4デ ー タ形式 の統－

TownsGEARで は他 のアプ リケー シ ョン(例 え ば,PAINTツ ー ルやSOUNDツ ール)と デ

ータ共有 あるいは
,デ ータの入 力 を可能 にす るため に,標 準デ ータ形式 を定 め てい る。 この こ

とに よ り他 の アプ リケ ー シ ョンで作 られ たデ ー タ をTownsGEARで 利 用 す る こ とが 可能 にな

って い る。現 状のTownsGEARで は テ キス ト,イ メ ー ジ,音 声 の3種 類 のデ ー タ を作 成 す る

こ とがで き,次 の6種 類 の デー タを利用 す るこ とがで きる。

表10-6.TownsGEARで 利 用 で き る デ ー タ

データ ファイル形式

テキス ト

イメージ

音楽

音声

音色(PCM)

音 色(FM)

MS-DOS標 準 テキス トフ ァイル

TIFF形 式 に準拠 した形式の ファイル

MIDI楽 譜 をベ ースの規定 したファイル

玉 一 ・内で標準に定めた音色デー・を含むファイル

4-5デ ー タ ・ライブ ラ リ

最 終的 にアプ リケー シ ョンを まとめ る際 に,各 種 デー タの質が 問われ る。 これ はエ ン ド ・ユ

ー ザ がTownsGEARの ような ツール を利 用 す る場 合 で も同様 であ り
,良 質 の デ ー タ を利 用で

きる ように何 らか の手段 を講 じなけれ ば な らな い。その一環 と して,大 容量 メデ ィアで あ るCD

-ROMの 特 性 を活 か し
,大 量 デー タ ・ラ イブ ラ リを用 意 した。 グ ラフ ィック は基 本 的 に録 画

を収 めて お り,ユ ーザが簡 単に変更 を加 えた り,色 付 けす るこ とで高品質 の グ ラフ ィ ック ・デ

ー タ を利用 してTownsGEARの 機 能 を試 し使 いす る こ とがで きる よ うな考 慮 をは ら ってい る
。

4-6マ ル チ メデ ィア型デ ー タ供給 の課 題 と展望

マル チメ デ ィアの編集(オ ーサ リング)と 再 生(プ レイ)を ベー ス にマ ル チメデ ィア ・デー

タの流 通 を可 能 にす る 『TownsGEAR』 につ いて述 べ た。,MTOWNSが 自然 画 像 や 音声 の よ

うに,従 来のパ ソコ ンで対応 ので きなか った豊 富 な表現 力 を前提 に してい るため に,上 で述 べ

た よ うな各部 品や サ ポー ト・メデ ィア につ いて は,標 準 の表現 方法 につ いて標準 化 され てい る

部 分 が少 な い。 しか し,広 く一 般 ターゲ ッ トに した イ ンタラク テ ィブ な情報 流通 を考 え る場 合

に は,自 然画像 や音声 は避 けて通 れな い 『分 か り易 い』情 報伝 達手 段 であ る。

す で に,利 用 者 の 興 味 に した が っ て,情 報 を よ り深 く探 れ る よ う な 仕 掛 け を持 っ た

TownsGEARを ベ ー ス に したPDS(パ ブ リック ドメイ ン ・ソフ ト)や 商 品 が準備 され る状 況

にあ る。大 容量の記録 容量 とラ ンダム ・ア クセ ス を前提 にす るこ とに よって,従 来 の一 方的 な

情報 供給 か ら,利 用者の興 味深 い部分 に対 応す る形 の情報供 給 が可能 にな ったわ けで あ る。

従 来 の 出版 で 行 われ て い る シー ケ ン シ ャル な デ ー タ編 集 に代 わ る新 しい編 集 技 術 を この
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GEARの 例 な ど をベー ス に展開 してい くこ とが必要 になって きてい る と考 え る。 当然,そ の一

方で 必要 なメ デ ィアの記 録形式 に関す る標 準 化が進 め られ なけれ ばな らな い。

5.地 図情報への応用例

地 図情報 は多量 のデ ー タか ら構 成 されて い る。CD-ROMは 多量 の デ ー タの記 録 の他,検 索

の高速 を可能 とす るの で地図情報 の検索 ツール として極め て有効 であ る。

5-1地 図情 報の種 類 と用途

現 在CD/ROMと して商用化 され てい る地 図情報 は大 き く分 け て,次 の2種 類 の もの が あ る。

(1)住 宅地 図情報(建 物地 図情報)

・地 図情報 と して道路 ,建 物 が記録 されて い る。

・この他 ,① 住 居者 の名 前,店 舗名,会 社名 ②住 所 ③ 電話番 号 ④業 種等 の属性 情報 が建

物対 応 で設 定 され てい る。

・ユ ーザ ー は,上 記の属 性情報 をキー と して地 図情 報 をデ ィスプ レー上 で検索 す るこ とが可 能

であ る。

その補 助 手 段 と して,地 図 情報 の拡大 ・縮 小,ス ク ロール(パ ンニ ング),マ ル チ ウ イ ン ドウ

等 の機 能 が用 意 され てい る。

・この他 ,個 々の 建物(場 合 によって は住 居者,店 舗,会 社)単 位 にユ ーザ ーが収 集 した固有

の情 報(取 引商 品名,取 引金額,担 当者 名,そ の他)を 設定 し且つ検 索 す るこ とが 出来 る。

その場 合,ユ ーザ ー固有 の情 報 はCD-ROM上 に記録 す るの で はな く,フ ロ ッピー デ ィス ク,

ハー ドデ ィス ク等 の記録媒 体 を使 用 し,CD-ROM上 の地 図情報,属 性 情報 と リンク を とっ

てデ ィスプ レー上 に表現 出来 るこ ととな ってい る。

・利 用用 途 と して は顧 客管 理,顧 客 開拓,不 動産 管理,出 店計 画等 が想定 され てい る。

・ベ ンダー の代 表例 と しては ,ゼ ン リンのZmapが あ る。

(2)道 路 地 図情 報

・地 図情 報 と して は,建 物 等細 かい情報 を除 いた道路 地図 が記録 され てお り,乗 用車 に搭 載 さ

れ るナ ビゲー シ ョンシス テムに使 用 され てい る。

・デ ィスプ レー上 の地 図情 報 で,車 の現在 の走行 地 点,目 的地 への 方向 を認識 す る こ とが基本

的機 能 とな って い る。地 磁気 セ ンサ ーに よ る方位 測定デ ー タ,あ るいは車輪 速 セ ンサ ー で測

定 した走 行距 離の デ ータ か ら走 行移動距 離 を求め,そ の 結果 を現在 位置 として デ ィスプ レー

の地 図上 に表 示す る。

・今後 は ,社 外 の通 信設備(サ イ ンポス ト,GPS等)か らよ り正確 な位 置情報 の み な らず,道

路交通 情報,経 路誘 導情 報等 の外部情報 を利 用 しよ うとす る方 向 にあ る。
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5-2CD-ROMの 使用 形態

・パ ソコ ンの みでの スタ ン ドア ロン

提 供側 もそ こまで しか ソフ トをサ ポ ー トして いな い場 合が あ る。

・パ ソコ ンとホス トの役 割分担 が可能 な もの

ユーザ ー保有情 報 は ホス トに設定検 索 し,地 図情 報 ,属 性 情報 はパ ソ コ ンでCD-ROMか

ら検 索 す る。

5-3応 用例

(1)応 用例 と して,住 宅地図情報(建 物地 図情 報)の 利 用 を表10-6に 上 げ る。

表10-6.住 宅地 図情 報 の利 用例

企 業 目 的 利 用 方 法

A銀 行 顧客開拓 ・ホス トとオ ンラインで20支 店 で接 続

・自社が保有す る顧客情報 を地図上 に展 開

・営業マ ンの利用 を主体 とす る。

B生 命保険 顧客管理

顧客開拓

・パ ソコンのみ で利用

・法人 ,事 業所顧客の管理 に応用

地図上 に取引関係別(財 務取引,保 険取引)に 色分け

・商圏分析 に も利用 している
。

C建 設 顧客開拓 ・都内1区 につ いて試行
。 スタン ドア ロンで利用。

・地図上 に自社の施工実績
,他 社の施工状況 をプ ロッ トす る。

・工 事の資材の置 き場等の事前情報 の把握

・将 来的には ,工 事対象建造物の3次 元透視図に も応 用 を期 待

D不 動産 顧客管理

顧客開拓

・自社 のテナ ン ト情報 を地図上 のピル に設定

・地図情報上 の ピルの テナ ン ト名を評価 して いる。

E社 展示用 ・通信機 器の シ ョールームに展示 して,客 寄せに利用

・電話番号 とそれ に対応す る地 図を次 々と自動的 に表 示す る
。

Fタ ク シ ー 顧客管理

顧客開拓

・呼 出 しがあった場合 ,電 話番 号を入力 してお客の位 置 を確 認

・利 用 日時等 を適宜入力 し
,顧 客管理資料 と してい る。
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(2)道 路 地図情 報 の利 用例 と して,ナ ビゲー シ ョンPtの 応 用例 を表10-;-7に 上 げる。

表10-7.道 路地 図情報 の利用例

自動車メー カー 適用車種 記 事

(シ ス テム 名)

・日産 ・セ ド リ ッ ク ・マ ップマ ッチ ング航法の内容

(マル チAV ・グ ロ リア 地磁気による位置推測測値,車 輪速セ ンサーで

システム) ・シ ー マ 測定 した走行距離データと地図情報との組合せ
一一→地図画面は車の移動 に沿 って順次 移動

・地 図情報は ,40分 の1,10万 分 の1が 基本

関東,関 西,中 部 は2500分 の1も 保有 現 在 の所,

・住 友電工 との提携 内部情報の

・ ト ヨ タ ・ク ラ ウ ン ・マ ップマ ッチ ング航法の内容 み に よ る位

(エ レ ク ト ロ 地磁気による位置推測値等の走行データと地図 置判定

マル テ ィピジ 情報 との組合せ

ヨ ン) 一一→地図画面 は固定 してい るが ,車 の移動 に よ

り次のページに切 り換わ る。

・地図情報は,10万 分 の1～7.5万 分 の1(昭 分 社提供)

・日本電装 との共同開発

・マ ツ ダ ・ コ ス モ ・90年 春 搭載予定 推測航法 と

(カ ー コ ミ ュ のGPSと の

ニ ケ ー シ ョ ン 一一→地図画面 は車の移動 に沿 って順次移動 組合せ に よ

システム) る位置判定

4-4.使 用上 の主要 問題 点

(1)ユ ーザ保 有情報(顧 客情 報等)と の マ ッチ ング率

顧客 開拓等 に利用 され る住 宅情報(建 物 地図情報)の 場 合 に多 く問題 とな る。具 体 的 に述 べ

る と次 の様 な事 象が 発生 す る。

・地 図上の建 物 にユ ー ザが保 有 して いる顧 客の名 前 と異 な る店 舗 が開業 してい る。

・ユ ーザが保 有 してい る顧客 の名 前が地 図情 報上 に見 当た らない。

・地図上 にあ ると され てい る ビル 自体が現 実 には見 当た らな い。

コ ンピュー タ処理 では この種 のデ ー タの フ ォローは容易 で はないが,原 因 と しては以下 の も

のが ある。

a.調 査時期 の ズ レ'

地 図情報 はベ ンダー側 が現 場調 査 を行いつっ補 正 を加 え,周 期 的 に リリース され る もので あ

り,一 方ユ ーザの保有 情 報(顧 客情 報等)も ユ ーザ側の 努 力で収 集 された もので あ る。 しか し,

それぞれ の収集 時期,更 新 時期 が 異 なれば 当然双 方のデ ー タにか な りの確 率 でア ンマ ッチが発

生 して しまう。
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b.属 性 情報 とユ ーザ 保有情報 との持 ち方 の差 異

例 えば,提 供 され てい る地 図上 の属 性 情報 で は商店 名が登 録 され て いるが,一 方,ユ ー ザ側

の保有 情報 では その商 店の個 人 の世 帯主 が登録 されてい た りす る場 合が あ る。ユ ーザが世 帯主

をキー と して,提 供 されて い る地 図情 報 にデー タを登 録 しよう と して もア ンマ ッチ となって し

ま う。

勿論,上 記 以外 に地 図情報,そ の属性 情報,ま たユーザ保 有情 報 自体の正確 性 が原因 とな る

事 もあ りうるで あろ う。

上 記の解決 策 としては① ユ ー ザ側,ベ ンダー側 と もにコス トをか けて精 度 をあげ る。②属性

情報,ユ ーザ保 有情報 の持 ち方,更 新周 期 の統 一 を図 る等 が考 え られ るが,現 実 に は簡単 には

いか ない とい える。

いずれ に して も,ア ンマ ッチ の発生割 合 が高 くなれば,原 因が ど うで あれユ ーザ側 か ら見 た

商品 イメー ジ とと もに,利 用価 値 は大幅 に減 少す る。

(2)地 図情報 の提供地 域

地 図情報 の構 築 には極 め て多額 の コス トを必要 とす る。未 だ緒 につ いたばか りの地図情報 ビ

ジネス において現時 点で幅広 い提 供地域 をベ ンダー側 に期待 す る方 が無理 なの か も しれ ない。

住 宅地図情 報(建 物地 図情 報)に つ いて みて も今 の ところ 限定 され て お り,Zmapの 場合 で

も現 在 は10都 市程 度で あ る。

(3)ナ ビゲー シ ョン ・シス テムの規格 統 一

今後 は,よ り正確 に現在位 置 を把握 し,且 つ運転 の利 便 向上 の ため に,外 部情報 即 ち車外 の

通信 設備(サ インポス ト、GPS等)か ら多彩 な情報 を採 り入れ る方向 にあ る。 サ イ ンポス トに

つ いて は各 方面 で実施 に 向けて 努力が払 われて い るが,そ の為 の規格 統一 とい う面 での環境 が

整 えば,ナ ビゲ ーシ ョン ・シス テムの普 及拡 大,ひ い てはCD-ROMの 普 及拡大 に も一層 はず

み がつ くもの と期待 され る。

(4)そ の他

地 図情報 システムは,各 種 の分 野 で数年 前か ら実用化 され,媒 体 の種類 と関係 な くその普及

が期 待 されて きた もので あ る。 しか しな が ら,CD-ROMを 含 め て期待 され て きた程 度 に は普

及 してい るとはいえない。 もとよ り,ミ クロ的 に見れ ば,上 記 で述 べ た問題 点等 を抱 えて い る

のは事実 で あるが,何 か別 の問題 点 が隠 され ていて,そ れが普 及 の 阻害 要 因 となってい るの か

も しれない。 アプ リケー シ ョン,価 格,性 能等 につ いて も原点 に立 ち返 って反 省 し直すべ きな

のか も しれ ない。
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6.結 婚情報産業における利用実例

CD-ROMの,さ まざ まな有益 な使用 や活 用の使途 が考 え られ 実現 され て い るなか で,極 め

てユ ニー クかつ独 創 的 にこのハ イパ ーメデ ィア を使 いこな して,そ の事業 の根 幹 とな る部分 へ

採 用 し,大 きな効 果 を上 げ てい る企業 が あ る。

弁護士 の 円山雅 也氏や パ フ ォーマ ンス学 の佐藤綾 子氏 を顧 問 とす る,大 手 結婚情報 サ ー ビス

企業,株 式会 社 マ ック21(代 表 取締 役 谷 口智 治 氏 本社 東京 都 中央 区銀座)が それ で あ る。

現在 約1万 名の会 員 を擁 す る株式会社 マ ック21は,「PCEngineCD・ROM2シ ス テム」(日

本 電気 ホーム エ レク トロニ クス株 式会社 製 の ホー ム コンピュー タ)を 用 い た会 員サ ー ビス を,

電子 出版 イ ンテ グ レー ターで あ る株式会社 フ ァンプ ロジェク ト(代 表 取締 役 伊 藤高信 氏 本

社東 京都 中央 区 日本橋 人形 町)お よび 日本 電気 ホー ムエ レク トロニ クス株 式会社(代 表取 締 役

村 上 隆 一氏 本社 東 京都 港 区芝)の 協 力 に よ り,1989年4月 よ り提 供 して い る。 これ は,同

社 の結婚 情報 サ ー ビス を享 受す る会 員 に対 して,そ の会員 一人一 人 にPCEngineCD・ROM

2シ ステム とCD-ROMを 供給 す る もの で,会 員の 資格 を有す る間(通 常 は2年 間:も ちろ ん ・

結 婚 が決 まれば その 時点 で会 員資格 は な くな る),3ヵ 月毎 にデ ー タ更新 され たCD-ROMが

送付 され,1990年4月 現在 で,既 に5号(5枚)のCD-ROMが 発行 され てい る。

「MAC21ALNシ ス テム」と呼 ばれ るこの システム は
,従 来 本 部の大 型 コ ン ピュ ータ で処 理 し

ていた各会 員 間のマ ッチ ングを,基 本 的 には会 員が 自宅で操作 す るPCEngineCD・ROM2シ ス

テムに委 ねた所 に最大の特徴 があ る。 すなわ ち,個 々 の会 員 毎 に構 成 され る膨 大 なデ ー タ に よ

る,そ の会員毎 のお相手候 補選出 とい うマ ッチ ング処理 に,本 部 の大型 コン ピュータ を稼働 させ な

い で済 むのであ る。本部 に構 築 されたデ ー タベー ス をその ま ま本 部 で一 括処 理 す るの で は な く,

CD-ROMデ ィス クに収納 され たデー タベー ス を使用 して,会 員の手 元 で分散 処 理す るの で あ

る。

この 「MAC21ALNシ ス テム」 に よる一連 の業務 の流れ は,次 の様 に なって い る。

(1)入 会 お よび個 人プ ロフ ィール ・デー タ登録

(2)本 部 大 型 コ ン ピータへ の入 力

(3)各 種 管理 フ ァイル の作成

(4)CD-ROM用 デ ー タの作 成

① デー タ加工 ・暗証 ・トラ ップ処 理

② フ ァイル ・フ ォーマ ッ ト変換

本部大 型 コン ピュータ(IBM)とPCEngineCD・ROM2と は,.デ ー タ ・フ ァイル ・フ ォ

ーマ ッ トが異 な るため ,こ こで変換 を行 な って い る。

(5)CD-ROMマ ス ター制作

① 各種番 組 の制作 ・更新
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② 個 人プ ロフ ィール デー タ更新

③ マ ッチ ング を含 めた全プ ログ ラムの エ ミュ レー シ ョン ・デバ ッグ

(6)CD-ROMW/0テ ス ト・本 プ レス

(7)会 員へ の配布(1回/3ヵ 月)

[4月,7月,10月,1月 の20日]

(8)会 員 自宅 での 自身 に よ る操 作処理

[希望相 手 の選 出]

(9)会 員の お見 合 希望書 の 送付

① 本人か ら本部へ'

② 本部で ソー テ ィング処 理の後,本 部 か ら相 手へ

(10)会 員の お見 合希望 返答 書の返送

① 相手 か ら本部 へ

② 本部 で ソーテ ィ ング処 理 の後,本 部 か ら本 人へ

(11)そ の結果 に よ りお見 合,あ るいは再選 出へ

この流 れ を(1)～(7)ま では年 に4回,(8)～(11)は 月 に1回 行 な ってい る。

また,収 納 されて い る会 員各個 人の プ ライベ ー トなプ ロフ ィール ・デ ータの保 護 につ いて は,

弁 護士 を交 えた同社 内のプ ライバ シー ・デー タ保 護委 員会 に よ り,そ の 開示の レベ ル お よび会

員以外 で は操作 で きない システ ムの 設計 ・実施 な ど万全 を期 す るよ うにな ってお り,選 出 した

相手 の顔写真 はその相 手本 人が承諾 しな いか ぎ り開示 す るキー は与 え られ てい ない な どは,そ

の一例 であ る。

こ う した システ ムで構 成 され て い る 「MAC21ALNシ ス テム」 で あ るが,会 員 に供 給 さ

れ るCD-ROMに 収納 されて い るの は,単 に相 手候 補 を選 出す るだ けのデ ー タやプ ログ ラム に

とど まらな い。 この 「MAC21ALNシ ス テ ムCD-ROMデ ィス ク」 に はマ ッチ ング を行 な う

他 に,教 育的 な もの,情 報提供 的な もの な ど,複 数の番組(メ ニ ュー)が あ る。

最 新号 の1990年4月20日 発行 号 に収 め られ た番 組 は以下 の通 りで ある。

(1)ベ ス トマ ッチ ング

会員 のプ ロフ ィー ル デー タお よび相 手へ の 希望 デー タの全 て にわ た り最適 マ ッチ ング の

相手 を選 出す る。

(2)セ ル フマ ッチ ング

マ ッチ ング基準 を操 作 しなが ら変 え るこ とで,感 性 や特 に重要 視 す るポイ ン トに よ り相

手 を選 出す る。
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(3)ワ ンポイ ン ト ・レ ッス ン

お見 合や デー トの時の マナ ーや エチ ケ ッ トをクイズ方式のCAIで 楽 し く教授。

(4)恋 の提 ゲ ーム

恋愛 時の好感 度 をはか るシ ミュ レー シ ョン ・ゲ ーム。

(5)恋 愛 ク リニ ック

心理 学の応 用 に よる分析 的 ア ドバ イス。

(6)プ ロフ ィール ・レ ビュー

自己お よび相 手 のプ ロフ ィールデ ー タの閲 覧

[相 手のプ ロフ ィール デー タは,本 部 を通 じた相 手の承諾 が なけれ ば閲覧 で きない よ う ト

ラ ップが掛 け られ,こ れ は毎 号更新 され る]

(7)イ ンフ ォメー シ ョン

イベ ン トの告 知や 報 告,特 典紹 介,各 地 の同会 オフ ィス案 内,会 員 向商 品販 売(通 信 販

売),会 員 への メ ッセ ー ジな ど。

(8)エ ンデ ィング

終 了お よび エ ンデ ィ ング ・タイ トル ロール

この様 に,「MAC21ALNシ ス テ ム」 は,デ ー タベ ー ス と して,い わゆ る検 索 ・デ ー タ使 用

にのみ使 われ てい るので はな く,定 期 的 に刊行 され る,双 方向 のデ ー タベ ース や情 報提供 とい

った,本 質 的 な極 め て高度 の電子 出版 と しての性 格 を備 えて い る とい え よう。

さ らに,最 後 になって しまったが,こ の システムの 出現 の契機 にな った 日本 電気 ホームエ レ

ク トロニ クス株 式会 社 製のPCEngineCD・ROM2シ ステム の存在 を忘れ るこ とはで きない。

同 シス テムは,ホ ー ム コ ンピュータ とはい うものの,い わゆ るゲー ム機 で しか ない とい う意地

の悪 い見 方 もあ る。

しか しなが ら,一 般 家庭 にお け るコ ンピュータ利 用 に とって 阻害要 因 とな りが ちな価格 の問

題,ス ペ ースの 問題,操 作 の簡便性 の 問題 を解決 してい るこ とは高 く評価 され て良 いこ とで は

ないだ ろ うか。

数万 円の システム と家庭 用テ レビに よる,誰 で もが利 用で きるハ イパ ーメデ ィア ・シス テム

ー この 「MAC21ALNシ ス テム」の成功 は,こ の点 に もあったの だ とも言 えな くはない。
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第11章CD-ROMの 普及促進

デ ータ ベー ス(DB)の 普 及,促 進 につ いて は従来 いろい ろな施策 が採 られ て きたが,一 般

の人達 がDBを 手 軽 に扱 え る ようにな るに は,こ れか らい ろい ろな環境 を整 え なけれ ば な らな

い 。'

この場 合 全て の メデ ィアがそ うであ った ように,プ ロフ ェ ッシ ョナ ルな 人達が扱 ってい た も

のが,会 社 の一般 業務 用等 に下 りて きて,更 に家 庭 に浸透 してい く経 過 をた どって い くと思 わ

れ る。現 在 どの 点 にターゲ ッ トを絞 るべ きか は議 論 の余地 が残 るが,最 終 的 には家庭 を目指 し

た普及要 件 を考慮 して お くのが賢 明で あろ う。

1.デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ と シ ー ズ

普 及,促 進の こ とにつ いて云 々す る場合,ニ ー ズ とシー ズのマ ッチ ング を第一 に考 えなけれ

ば な らな いが,新 幹 線 の予約 や工 場 の部 品管 理の よ うな,プ ロが操 作 す るイ ンハ ウス的DBは

ここで は考 えな いこ とにす る。

で は一 般 大衆 が 真 に必 要 とす るDBは 現在 存在 す るのか,ま た さ らに朔 って,我 々が 必要 と

す るDBは 何 なの か を考 える必要 が あ りそ うであ る。

物(ハ ー ド)の 場合,ニ ーズ とシー ズの 関係 はマ ーケテ ィングの理論等 で論議 尽 くされた よ

うに見 え るが,情 報 のニ ー ズ とシー ズ とは何 か を考 えな い こ とにはDBに は言及 で きない。情

報 のニ ー ズ とは個 人 また は特 定の集 団(大 き くは,国,人 類 も含 む)が あ る時期 に あ る情報 を

欲 しが るこ とで,そ の 中か ら希少価値 な どの付 加価 値 が付 く。情 報 シー ズ とは,作 家,出 版社,

放 送 局,映 画,DB… 等IP(InformationProvider)が 成 立す るための活動 で あって,我 々は

この ニー ズ とシー ズが うま くマ ッチ ングす るための メデ ィア,つ ま り高度情 報化 社会 の 「誰 と

で も(ど ん なDBで も)ど こで も,い つで も,安 く,簡 単 に」 情報 が入 手,発 信 で き るのが 理

想系 とい うメデ ィア を追及 してい るわけで あ る。大 雑把な定義 を してみ たが,メ デ ィアには受

動,能 動性 や量 産性,秘 話 性等 々沢 山の特 性 を もった ものが存 在 し,一 義 的 に どの メデ ィアが

理想 で あ るか を断定 す るこ とは愚か であ る。 また情報 は もの と異 な って不可思議 な特 性 を沢 山

持 っ てお り,誰 で も使 うDBに はな い情 報 の価値 を尊ぶ動 きもます ます 出て くるで あ ろ う。

つ ま りデ ー タベ ー スの普 及の ため には この辺 の議 論 を徹底 的 に し尽 くすべ きで,キ ャプ テ ンの

普 及率 か ら見 て もわ か る よ うに,家 庭用DBと は何 が理想 なの か,い まだ に悩 ん で い るIPが 多

いこ とか ら も急 を要 す る作 業 であ ろ う。 ・
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2.メ デ ィア の もつ 理 想 特 性

DBを 普 及 させ る大 きな フ ァクター は情報 の 内 容 を除 けば メ デ ィア に依 存 す る とい っ て も過

言で はない。情 報過 多時代 のメデ ィア に具 備す べ き条件 は

・高速検 索性

・大 容量蓄積 性 ,双 方 向性(通 信機 能)を 補 間

・高度 な ヒューマ ンイ ンター フ ェー ス

・携 帯性

・マル チメデ ィア特 性

・低 価格

な どいろいろ あ り,全 て行 な うには高精 彩度 の完 全デ ジタル テ レビの ような機 能 が必要 で あ る

が現在 は本 をパ ラパ ラ とめ くる動 作一 つ行 な うの もCPUの 処 理 能力 が足 りず,DBは 一 覧性 に

乏 しいな ど と言 われ るわ けであ る。将来 この理想 の メデ ィアが完成 すれ ば全ての 業種 が,各 々

の特徴 をいか して,こ の統一 メデ ィア(IntegratedMultimedia…IMM)を 使 うこ とが 出来,

大変 な量産 効 果 に よ り低 価格 帯 に な るこ とは期待 で きそ うで あ る。 このIMMの 完 成 につ い て

は,ISDNの 家庭 用 ネ ッ トワー クの普 及 よ り も相 当時 期 は早 いで あろ うが,当 分 先の 話 に な る、

であろ う。

さて現実 に戻 って,現 状 のDB用 メデ ィア を眺め てみ る と,大 型,オ ンライ ン系 のDBか ら小

型パ ッケー ジ系 のCD－ 良OMの よ うなメデ ィアへの移 行 に よ り1桁 位 は普 及率 が 高 まった とい

え る。更 に上記 項 目の携 帯 性 を強化 した8cmCD-ROMの 登 場 に よ り,大 衆 化 へ の道 は加 速

され るであ ろ う。現 在DBを 使 ってい る人達 は多少 の 不便 を忍 んで も使用 せ ざ る を得 ない環境

にい るわ けで,さ 程 問題 は少 ないが,こ れか らDBを 使 お う とす る人達 の為 に しなけれ ば な ら

ぬ こ とが い くつ か ある。

その 中で現 在 の技術水 準 で容 易 にかつ 経済 的 に可能 な事項 は2つ ある。1つ は ヒューマ ンイ

ンターフ ェー スの向上 と,2つ め は機 能 は低 く して も携 帯性 を持 たせ るこ とで あ る。 この点 に

つ いて若 干説 明 を行 な う。

2-1ヒ ューマ ン ・イ ンター フェース

最 近図書館 や書店 でCD-ROMが 導入 され,書 籍 の検 索 が行 な われ る よ うに な って きたが,

エ ン ド・ユ ーザが 自分で これ を扱 うよ うになか なか なって くれ ない と,司 書 や店 員達 が嘆 いて

い る。書店 で は本 の検索 をエ ン ド・ユ ーザ にや らせ るこ とに よ り,省 力化 で きる とい う触 れ込

み もあ り,導 入 したが,一 向に使 って くれ な い とい うわ けで,こ れ をいかにすべ きかが1つ の

ポ イ ン トに な りそ うであ る。

これは現在 コン ピュー タが前面 に出過 ぎて お り,キ ー ボー ドと見 に くい画面 の デ ィスプ レー
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が あるためで あ り,こ れ を改善 す る ことは急務 であ ろう。 キー ボー ドに馴 れ てい ない.人達 の為

にはバ ー コー ド入力(メ ニ ュー 方式),タ ッチパ ネル,手 書 き入 力,音 声認 識 な どい ろ いろ あ

るが,前2者 は早 急 に実現 す べ きであ る。 これ は銀 行 のキ ャ ッシュ ・デ ィスペ ンサ ーが とうに

採 用 して いるわ けで,も し現在 の キー ボー ド配列 を使 って いた ら,ユ ーザ ーは大反 発 を した と

思 われ る。

またオ ンライ ン手 書 入力 の識字率 は最近 大幅 に向上 して お り,実 用の域 に達 してい るが,紙

に書 くときの よ うな感触 とは程 遠 い ため,ま だ違 和感 が大 きい。 入力手法 はタブ レッ トとデ ィ

スプ レー が離 れ ていた り,一 文字 ご との認識 しかな い と極 端 に使 い勝 手 が悪 くな る。 更 に漢字

認識 の精 度 が向上 すれ ば 申 し分 な い。 これ に よ りDBを 初 め て扱 え る人 口は急 上昇 す る と思 わ

れ,慣 れ るに したが って ス ピー ドの点 で キーボー ドを使 いた くな る人達 も多 くなれば上 出来 で

あ る。

要 は現 在の 人間の行 動パ ター ンや慣 れ親 しんで きた フ ォーマ ッ トか ちいか に逸脱 しない かが

普 及の要 件 にな る。 これ は入 力機 器等 のハ ー ドの みの問題 で はな く,キ ー ワー ド,シ ソー ラス

な ど検索 手法 に工 夫 を凝 らす ソ フ トの ヒューマ ン ・インター フ ェース も非 常 に大切 であ る こ と

は明 白で あろ う。

2-2携 帯性(カ ー ド型 メデ ィア)

メデ ィアが 小型化 す る こ とに よ り,使 用方法 の一 層の拡 大 が図 られ る こ とは,過 去 幾 多の例

が示 して い る。(ウ ォー クマ ン,セ ル ラー,…)

た とえ,今 迄の機 能 が若干低 下 して も携 帯性 の向上 に よ る利 便性 の 方が非 常 に大 きい と考 え

る。 ただ現在 の 電子 手帳程 度 の機 能で は真の デー タベ ース検 索端 末 とはな りえないの で,あ る

レベル は確保 す る必要 が あ る。従 って現 在の デス ク トップ ・パ ソ コ ンが超 小型化 し,記 憶 媒体

もメモ リー ・カー ドの ような固体化 された もの が必須条 件 とな るわ けで,技 術的 に は もう何等

問題 はな い と思 われ る。 量産 に よ りメモ リー の価 格 は激 減 す るため,数 年 で10メ ガ程 度 の ハ

ー ドデ ィス クに置 き変 わ る こ とは間違 い ない。 ここ まで くる とビジネスマ ンが 常時使 用 してい

る自社 商 品や 常識 的 なDBは 外 出時 に携 帯 で きる ようにな る。更 に セル ラーが組 み込 まれ てい

ろい ろなDBに 即座 に外 出先 か らで もア クセ スす る こ とが で き る ように なれ ば,殆 どの ビジ ネ

スマ ンは これ を携 帯せ ざる を得 な くな るの ではな かろ うか。

この場合 セル ラー はマ イ ク とレシーバ ー が不要 にな り,ボ ー レー トの低 い通 信形式 で済 む の

で,超 小 型化が 可能 にな り,カ ー ド型 メデ ィア にオプ シ ョンで組 み込 まれ るこ とにな る。 但 し

この時代 の到来 の前 に,ペ ー ジ ャー の機 能 のみ は簡 単 に附加 で きるので,こ れが普 及 タイプ に

な る と思 われ る。 これ に よ りラ ジオ放送 局やテ レガ イ ドの よ うな通 信サ ー ビスの ような業種 が

DB産 業 に大 きな関 わ り合 いを持つ ので はなか ろ うか。 ポー タ ビ リテ ィーが新 たに生 むDB産 業

の可能性 は大 きい と思 わ れ る。
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3.教 育

DBの 普 及 の最 大 の鍵 は教 育 にあ る とい って も過言 で はな い。 これ は コン ピュー タ ・リテ

ラ シーの一環 と して考 え得べ き もので あ り,場 合 に よっては幼 児期 よ り概 念 の習得 が可能 であ

る。筆 者が米 国 で体験 したDBの 教 育の例 をここで揚 げ よう。

3--1小 学校 でのデ ータベー スの使 い方

ロサ ンゼ ル スの小学 校 で4年 生 の ク ラスで 身近 な事象 を取 り上 げ,DBを 教 えて いる例 を説

明 しよ う。

まず大 きな紙 を用意 して,縦 の欄 をク ラスの生徒名,横 の欄 を血 液型,好 きな色 とい うよう

な,子 供 の興味 にマ ッチ した趣 味 な どの項 目を設定 し,表 作 りを して教 室 に貼 り出 す。(大 き

さは縦1m,横4m位 の で低 学 年の ク ラ ス に よ く貼 っ てあ る もの)好 きな色 の場合 は欄 の 中に

ク レ ヨンで色 をぬ った りして,遠 くか らで も一 目瞭然 で わか るよ うにす る。

これ らのデ ー タをパ ソコ ンに入 力す るわけで あるが,使 用 す るデー タベ ース ・ソフ トは学校

用 に軽 く作 られ た もので,単 純 な機 能 しかない もの で あ る。 これ に よ り小学校4年 生で も条件

検 索 の概 念が 理解で き,条 件A+B,又 はA×Bな ど検 索が出来 る ようにな るわけで あ る。

具体 的 には教師が次 の ような質 問 を発 してい く。

「B型 の人 は誰?」

"
これ は表 を見 る と一 目瞭然 なの です ぐに答 え られ る。次 に

「B型 の人で サ ッカ ーの好 きな人 は?」

これ は表 を見 なが ら教 え始 め るが,結 構 時 間が かか る。 また

「サ ッカーが好 きな人 とハ ンバ ーガ ーが好 きな人は全部 で何人?」

この ように して条 件検索 の概 念 を教 えてい くが,デ ー タ量や検 索 の条件 が増 える とパ ソ コン

で行 な う方 が いかに簡単 かが体 得で きるわ けで あ る。

この ように小学生 に もデー タベー スの 使 い方 を教 え らえる とい うこ とは,コ ロ ンブスの卵 的

で あ り,工 夫 次 第で難 しい概 念 を理解 させ るこ とが で きる ものだ と感心 してい る。

以前小学校 の算 数 に 「集合 」 を教 えるカ リキ ュラムが採用 され たが,教 え る側 の教師 にそれ

を う まく説明 す るノウハ ウが なか った ため に,数 年 で挫折 して カ リキュ ラムか ら消 えた歴 史が

あ る。 も しパ ソ コンを使 って この ような教授法 を開 発 していた ら,プ ール代 数の概 念 な どは容

易 に理解 され たで あろ う。時代 が少 し早 かったのか もしれない。
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3-2中 学校 での デー タベ ースの使 い方

米 国で はDBを 社会科 で利 用 す る例 が 多 く見 られ,問 題 解決 型 手法 の一 助 と して有 効で あ る

とい う報 告 がい くつか あ る。

ミネ ソタ大 学 とMECC(ミ ネソタ ・エデ ュケーシ ョナル ・コン ピュー テ ィング ・コー ポ レー

シ ョン)はMECC/UnivercityofMinnesotacentreと い う財 団 を作 り,コ ン ピュー タの 教 育

利 用 につ いて学際 的 な幅 広 い視 野 で研究 を行 なって いる。 その財 団 の テーマの一 つは 「社会 科

のDB利 用 につ いて」で あ り,中 間報 告書 は昨年 出 され てい る。

それ に よる と生徒 達 は従来 の本 を使用 して データ を分析 す るよ り,コ ンピュータ を利 用す る

方法 をよ り好 む とい う結果 や,自 分 達 の興 味 あ るデ ータの解析 へ それ を応 用 してい く リテ ラ シ

ーが つ くとい う結果 を統 計 的 に得 て い る。

しか し米 国 で もDBの 授 業 へ の利 用 は まだ一 部の 先進 的 な学校 で行 なわ れて い るの み で あ る

が,こ れ は外部 のDBヘ オ ンライ ンで アクセ スす る設備 を もった所 に 限 られて いた か らで あ る。

日本 で も旭 市が市 内の 小,中 学校へ 統計 デー タや グ ラフ図 表 な どをオ ンライ ン回線 で提供 して

いるが,こ れ は教 師が 電話 でセ ンタ ーに リクエ ス トす る方 式 で あって,教 室で生徒 達 が各 々 自

由にDBを 使 うとい う環境 に は まだ程 遠 い。

DBが オ ン ライ ン系 しか使 用で きない場合 は料金 の 問題(ど の経 費 の費 目で支 払 うかな ど)

や管 理等 で今の 日本 の学校 には馴染 み難 いが,こ れ がパ ッケ ー ジ系 のCD-ROMな どに置 き換

え られた な ら,普 及 の可 能性 は十 分 にあ る。学校 で教 え るDBに つ いては その 日の最 新 デー タ

を必要 とす るこ とは まず無 い わけで,年 に一 回の更 新 デー タで も十 分役 に立つ か らで ある。 教

科書 は数年 に1回 の部 分 改訂 であ るので,教 室で教 え る最 新 の情報 とそれが食 い違?て いて は

混乱 が起 こる し,最 新 の デー タは入 試な どにはか えって必要 無 いわ けであ る。

3-3高 等教育 での デ ー タベ ース につ いて

工 科系 の学校 では今 や コン ピュー タ を使わ な くて は研 究等 に支障 を きたす ようにな って きた

が,米 国で は文化系 の 大 学 で も生徒 に入学 時 ほぼ強制 的 にパ ソ コン を購 入 させ,図 書館 のDB

利 用や レポー ト提 出 をオ ンライ ンで始 めた ところ も多い。 ダー トマス大 学 な どは その ため に図

書 館 に来 て調べ物 をす る大 学 生 は大 幅 に減 った といって いた。

最 近京都 大学 で は東洋一 と称 され るネ ッ トワー ク(KUINS)が 構 築 され,パ ソ コン3,500台,

ワー クステ ーシ ョン200台 が接続 で きる環境 にな った。 この有 効利 用 を行 な うた め に筆 者 も招

待 され,提 言 を求 め られ たが,ハ ー ドの 整備 は完 了 して もDBの 有 効利 用 等の ソフ ト環 境 はユ

ーザ ー教 育 も含 めて これか らとの こ とで あ り,欧 米 に比べ て まだ ソフ ト・イ ンフラの整備 に時

間 をかけな ければ な らない ようで あ る。
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3-4助 成 策

(1)教 師 の リテラ シー向上 と学校 法 の改正

前 述の様 に米 国のDB教 育 は各発達 段 階 でニー ズに合 わせ て 自然 にDBの 便利 さ を理 解 させ る

よ うな工 夫 を凝 らしてい る ところが多 い。 日本 はまだパ ソコ ン教 育 は正 式 には平成5年 度 より

中学 の 「情 報基礎 」 で採 用 され るが,DBの 利 用 の重 要性 を認 識 させ るこ とを要 望 したい。算

数 「集合 」 の教 育が挫折 した理由 の一つ として,教 師の リテ ラシー不足 で あ ったこ とは前 に述

べ たが,DBに つ いて も同様 の ことが考 え られ るの で,教 師 に対 す るDBリ テラ シーの教 育 も教

員養 成大 学や 免許 資格試験 な どに組 み入 れ るこ とが大切 であ る。

また以 前 キ ャプ テ ンを導入 して,大 田区の雪 ヶ谷小 学校 で筆者 らが1年 間 実験 を行 なった こ

と もあ るが(※1)デ ータベ ースの料 金 等 は学校 内 で利 用 す る場合,低 料 金(か 無 料)で な い

と安心 して使 えな い とい う声 が あった。 更 に現在 の学校 では電話 の本数 が1本 な い し2本 で あ

り,DB用 検 索用 に敷設 す るの は前例 が な く,ま た費 目がな い との こ とで,こ の点法 改 正等 も

必要 とされ よう。

(2)サ ー チ ャーの 資格制 度確 認

ビ ジネ ス界 にお いては まだ あ ま り重 要視 され てい ない が,DBの 効率 利 用 に よ り仕事 の 能力

差 が 開 き始 めた現 在,も っ とPRさ れね ば な らないで あろ う。

英 検 の資格 に数段階 あ り,小,中 学 生 が参加 出来 るの に対 し,サ ー チ ャー の資格 は今 ビジネ

ス界 のみ に とどまってい る。

これ を拡大 して資格化 す る と企業 の人材 採用 な どに も参考 に なるで あろ う し,極 端 に言 えば

フ ァ ッシ ョン化 して花 嫁(婿)修 行 の 必須 の一 つ にな る よ うになれ ば,国 民 のDBリ テ ラシー

は格 段 に向上 す るで あろ う。

財 団法 人 デー タベ ース振興 セ ンター が地 方のDB振 興施 策 を現在積 極 的 に推進 して い るが,

DB端 末 や利 用環 境 が人の 目に沢 山触 れ るこ と も必要 で あ る。手 近 な とこ ろで は,図 書 館,公

民館,教 育セ ンター,駅 な どに欲 しい情 報 の 「公 衆検 索端末 」 を置 き,有 料 で使 用 で きる施 策

も必要で あ ろ う。 これ はTVの 普 及 初期 と同 じ経過 も経 なけれ ば な らない と思 われ るか らで あ

る。

また学校 図書館 は現在蔵 書数 も少 な く,現 在 はあ ま り活性化 した場 所 との認識 も少 な いが,

教 師,生 徒 がDBの 積極 活 用 をす る場所 と して は最 適 で あ り,自 校 の蔵 書 の検 索 の みで は な く,

色 々 な資料 や本 の検 索 が で き る環 境 に な る と理想 的 で あ る。 当面 はJ-BISK,東 日販 のCD-

ROMで 十分 検索機 能は果 たせ る と思 われ る。 この時将来 のDB普 及 の ため,学 校 用 の特 別価格

設定 の ための施策 が求め られ る。

これ はや は り新 聞社系 のDBに つ いて も同 じこ とが言 え,米 国 では学校 のDB利 用 は無料 で開

放 して い る ところ もある と聞 く。
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第12章CD-ROMの 規 格

CDの 発 展 と と もにCD-ROM,CD-1,ハ イ シェ ラ フ ォ ー マ ッ ト,CD-ROMXAな ど い く

つ か の 規 格,方 式 が 生 まれ て い る。

1.YeltowBook

CD-ROMデ ィス ク上 にはデー タが ピッ ト形状 にエ ンコー ドされ てい る。デー タはCD-ROM

ドライブの レー ザー ビーム が トラ ックを トレー ス しなが ら読 み取 っ てい く。現在CD-ROMド

ライ ブは各 メー カか ら発売 され,こ れ らの ドライブ間 でメデ ィアの互 換性 が取 れ る よう規格 が

定 め られ て い る。 この規 格 書 は表 紙 の色 がrYellow」 だ った こ とか らrYellowBook」 と呼

ば れ て い る。(オ ーデ ィオCD(CD-DA)で 採 用 され て い るフ ォー マ ッ ト規格 は はRedBook

と呼 ばれ て い る。)

表12-1で 示 され て い る ように,メ デ ィアの互 換性 を保 つ ため に物 理的 な 寸法,信 号 記録 方

法,エ ラー訂正 な どが規 定 され てい る。ハ ー ド・デ ィス クや フロ ッ ピー ・デ ィス ク と違 い,CD

-ROMデ ィスクは デ ィス ク面上 にスパ イ ラル状 に記録 され
,一 つの トラ ックで構 成 され て い

る。 すな わちデ ータ はデ ィス クの 内側 か ら外側 に向か って渦巻 き状 に記録 され る。

トラ ックはデ ータの最 小 単位 で あ るセ クタか ら構 成 され,1セ ク タは2,532バ イ ト,デ ィス

ク全体 で約27万 セ クタ にな る。 各 セ クタの 内,約2KBが ユーザ ・デ ータ ・エ リア と して使 わ

れ,残 りはセ ク タ ・ア ドレスや エ ラー 訂正 に利 用 され る(図12-1)。 さ らにセ ク タ 内のユ ー

ザ ・デ ー タの後 ろ に,EDC(ErrorDetectionCode)とECC(ErrorCorrectionCode)を 付

加 す る領域 が あ る。 これ はLayeredECCと 呼 ばれ,オ ーデ ィオCDの 信頼性 を さ らに レベル ア

ップ し,コ ン ピュー タ ・デ ー タ と して扱 え る ように配慮 して い る。 この付 加的 なECCに よ りオ

ーデ ィオCDの エ ラー率10-9よ りさ らに低 い10 -12以 下の レベル に引 き上 げ
,こ のEDC,ECC

がつ い た フ ォーマ ッ トは 「Mode1」 と呼 ばれ て い る。 またEDCお よびECCが と もに存在 しな

いモ ー ドが あ る。 「Mode2」 と呼 ばれ ヘ ッ ダの後 ろ をすべ てユ ー ザ ・デ ー タ と して利用 し,

1セ クタ あた りの デー タは2,336バ イ トに な りる。 これ は アプ リケ ー シ ョンが音や 画 像 を主 に

扱 う場合,10-9で 十分 実 用 に耐 え られ る事 か らEDC,ECCを 付 加せ ず,よ り多 くの デ ータ を

入 れ るこ と も可 能 に して い る。

2.ハ イ シ ェ ラ フ ォ ー マ ッ ト

「YellowBook」 の発行 後 ,規 定 フ ォー マ ッ トに基 づ いて,デ ィス クが 制作 されて きたが,

さ らに商 用化 に向 けて統 一 された論 理フォーマットの標準 化 が進 め られ た。1985年 末 か ら1986年
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に か け て米 国 で はCD-ROMに 対 して2つ の 大 きな 動 きが あ っ た。1つ はNISO(National

InformationStandardOrganization)と 呼 ばれ る標 準化機 関が図書 情報 お よび科 学技術 情報

のデ ィス トリビュー シ ョンにCD-ROMを 使 う目的 で,論 理 フ ォー マ ッ トの標 準化 を策 定 す る

動 きで あ り,も う1つ はCD-ROM関 連 の メー カや ソフ トハ ウス が 中心 とな りCD-ROMの 論

理 フ ォーマ ッ トを決 めて い こう とす るハ イシェ ラ ・グル ープ(HighSierraGroup)の 動 きで

ある。米 国 ネバ ダ州 の レイ ク ・タ ホにあ るハ イ ・シェ ラ ・ホテル で,第 一 回の論理 フ ォーマ ッ

トを決 め る ミー テ ィング を持 った こ とか ら以後 にこの グル ープ で決 まった フォー マ ッ トは,ハ

イシェ ラ ・フ ォーマ ッ トと呼ば れ るこ とになっ た。 ここで は次 を 目標 に論議 され た。

①CD-ROMの ファイル ・フ ォーマ ッ トを提 案す る。

②CD-1と の互換 性 を考 慮 す る。

③現 在普及 して い るオペ レー テ ィ ング ・シス テム(MS-DOS,UNIX,VMS,AppleDOSな

ど)の もとで実行 で きる ように考慮 す る。

④ROMと して最 適化 を狙 う。

この フ ォーマ ッ トはそ の後1986年4月 に ま とま りNISOに 提 出 され,NISOで はハ イ シ ェ ラ

提 案 を もとに 「情報 交換 の ためのCD-ROMボ リュー ム/フ ァイル構 造 」 とい う名称 で標 準案

が 作 成 され た。 さ ら に 国 際 的 な 規 格 標 準 制 定 の 機 関 で あ るISO(InternationalStandard

Organization)に も提 出 され,1988年 春 正式 に 「ISO9660」 と して制 定 され た。 ここで はCD-

ROMボ リューム とフ ァイル構 造 につ いて以下 を中心 に規 定 した。

① ボ リュームの ア トリビ ュー ト

② ボ リュームデ ィス ク リプ タ

③ ボ リュームセ ッ ト間の 関連

④ フ ァイル の位置

⑤ フ ァイル の ア トリビュー ト

⑥ レコー ド構 造

3.マ ル チ メデ ィアCD-1規 格

CD-ROMデ ィス クに文 字や デ ー タだ けで な く,オ ー デ ィオCDの ようなデ ィジ タル ・サ ウ

ン ド,グ ラフ ィックス,静 止画,ア ニ メ ー シ ョンな どを入 れて対話 形式 で家庭や学 校,市 場 に

使 えな いだろ うか とい う発想が生 まれ た。 しか しCD-ROMド ライブ がパ ソコ ンと接 続 して使

われ てい るため,静 止画 や グ ラフ ィックス を入 れて使 お うとす る と互 換性 が 問題 にな る。 これ

はパ ソコ ンの世界 で は残 念 なが らグ ラフ ィ ックスの標 準 とい った ものが ない ことで,一 方 オ ー

デ ィオCDは どの メ ーカ のCDプ レーヤ ー に も再 生可 能 で,こ の 背景 に は,オ デ ー イオCDの 標

準 化 に基づ いたデ ィスク とCDプ レー ヤー に互 換性 が とれ てい るこ とに よる。

一136一



とりわ けグ ラフ ィ ックスや 自然 画が情報 と して反映 したCD-ROMを 制 作 しよ う とす る と,

各種 のパ ソコ ンに合 わせ た解像 度 の画情報 を必要 とす る。 家庭 用や教 育用 の民生機 器 として広

く普 及 させ るため には,1枚 のデ ィス クで楽 しめ,ま たどのメ ーカ ーの機 器 に も再 生 可能で,

コ ンピュー ター をあ ま り意識 させ な い,互 換性 が とれた シス テムが必 要 では ないか,と した考

えか らCD-1が 誕 生 した。

CD-1(CDInteractive)は オーデ ィオ,テ キス ト,ビ ジュアル デ ータ を混在 させ た統一 規格

で,1988年 秋 に 「GreenBook」 の呼 び方の最終仕様 書 が発行 され た。CD-1シ ス テム ではデ ィ

ジタル ・オーデ ィオ,グ ラ フ ィックス,静 止 自然 画,文 字,デ ー タ,プ ログラム な どを1枚 の

CD-ROMデ ィス クの 中 に収 納 して,リ アル タイム に処 理 して利 用 して い こ うとす る もの で あ

る。デ ィ ジ タル ・オ ー デ ィオ の 規 格 は,従 来 の オ ー デ ィオCDで 使 わ れ て い る16ビ ッ ト,

44.1KHzPCMサ ウ ン ド(CD-DA)に 加 えADPCMと 呼 ばれ る新 しいデ ィジ タル 音声 信 号処

理 方法 を用 いて い る。 通 常のPCMオ ーデ ィオで は,再 生 時 間 が約1時 間 の ス テ レオ のみ に限

定 され てい るの に対 し,ADPCMオ ー デ ィオ にお いてハ イ フ ァイ レベ ル(レ ベ ルA)で はス テ

レオで2時 間,モ ノで4時 間,FMレ ベ ル(レ ベルB)で は ス テ レオ で8時 間 ,モ ノで16時 間,

ス ピーチ レベル(レ ベ ルC)で は ステ レオで8時 間,モ ノで はなん と16時 間 とい う長 時間再 生

が可能 に な る。.

4.拡 張CD・-ROM『CD-ROMXA規 格 』

CD-1規 格 は家 庭用,教 育用 マー ケ ッ トを重点 に した,マ ル チメ デ ィア ・アプ リーケ ー シ ョ

ンを 目標 に標 準 化 を行 な ったが,一 方で一般 のパ ソコンに周 辺機 器 と してCD-ROMド ラ イブ

を接 続 した システム も徐 々 に普 及す るに連 れ て,CD-1の ように音,画 像,文 字 な どを混在 さ

せ て企業 内教 育,商 品 カ タ ログ の よ うな宣伝 な ど,業 務 に広 く利 用 した い要望 が 強 く求 め られ

て い る。

CD-ROMのYellow規 格 で音 を入 れ たアプ リケー シ ョンを制作 しよ う とす る と,音 はRed規

格 を前提 に約1時 間の ステ レオの みの利 用 にな り,グ ラフ ィックスや 静止 画 を同一 デ ィスクに

収 め よ うとす る と,こ れ ら画像 デ ータ にデ ィス クスペ ースの大 半が取 られ て しまい,実 際 に収

め る音 は極 くわず かの時 間 にな る。 この ような背景 か らCD-ROMド ライ ブが接 続 され て い る

パ ソコ ンシス テム で もCD-1規 格 の 音 が利 用 で き,ま た将 来 のCD-1プ レーヤ で も再 生 出来 る

ような,拡 張CD-ROM規 格 を ソニ ー,Philips,Microsoftの3社 で開 発 して い くこ とで 合意

してい る。

拡 張CD-ROM規 格 は 「CD-ROMXA(CD-ROMExtendedArchitecture)」 と呼 ばれて

い る。

① パ ソコンのCPU/OSに は依存 しない。
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② オーデ ィオ フ ァイル,ビ デオ フ ァイル はCD-1規 格 と互換性 があ る。

③ イ ンタ リープ ドADPCMオ ーデ ィオが 使 え る。 な どが定 め られて い る。

この規格 を用 いて,CD-1シ ステ ム に類似 したマル チメデ ィア ・アプ リケ ー シ ョンをパ ソ コ

ン ・システム上 で実現が可 能 にな る。 またCD-ROMXAは 基 本 的 にオープ ン ・ア ーキテ クチ

ャー で,パ ソ コンな どホス ト ・コ ンピュー タのハ ー ドウェア にはで きるだ け制 限 を与 えな いで

多 くの機種 で展 開で きるよ うに配慮 して い る。

1989年3月 に米 国の アナハ イム で開催 され た第3回MicrosoftCD-ROMコ ンフ ァレンスで

既述3社 で発表 し,既 に 日米 の各社 が アプ リケ ー シ ョンの開発 に取 り組ん で い る。

CD-ROMXAはYellow規 格 を包含 して お り,ま たCD-1へ の橋渡 しフ ォーマ ッ トとして認

知 されつつ あ り,今 後 多 くのパ ソコン に採 用 され,文 字デ ータ主体 の使 われ 方か ら,CD-ROM

XAの マルチ メデ ィア機 能 を活用 した広 範 な使途,領 域 へ と拡大 してい こ う。

4-1CD-ROMXAフ ォーマ ッ ト

図12-2はCD-ROMXAの トラック構 造 を示 す。 デ ィスク上 の音 声や 画像 を収納 す る トラ

ックの前後 に既 存のCD-ROMデ ィス ク同様 に リー ドイ ンと リー ドア ウ トを配 置 してい る。 リ

ー ドインに はTOCを 置 き,こ こに はデ ィス クID,各 トラ ックの ス ター ト位 置,リ ー ドア ウ ト

の ス ター ト位 置 な どのデ ィス クに関係 す る各 種情 報 が収 め られて る。 デ ィス クIDはCD-DAや

Yellow規 格 に準拠 してい る と きは"00"に,ま たCD-1規 格 に準 拠 して い る と きに は"10"

にな る。CD-ROMXAで はこの値 が"20"に な る予定 。 ドライブ が これ らのTOCを 読 む こ と

でフ ォーマ ッ トの識 別 を行 な う。

フ ァイル構 造 は,ISO9660を 採 用 して い る。デ ィス クの著作や デ ィ レク ト リー に関 す る情

報 を,図12-2のXAト ラックの先頭 部 に置か れ てい るボ リューム ・デ ィス ク リプ タ(VD)に

書 き込 む。VDの 後 に実 際 のマル チ メデ ィア に対 応 す るデー タが 収め られ る。 図12-2(b)は

XAト ラ ック とCD-DAト ラ ックが混 在 した場合 で,CD-DAト ラ ックはXAト ラ ック と リー ド

ア ウ トの間 に置 くよ うに規 定 してい る。

4-2CD-ROMXAの セ ク タ構造

CD-ROMXAで はCD-1と 同様 にYellow規 格 のMode2セ クタ を採 用 して い る(図12-3)。

Mode2の 中 で は さ らにForm1とForm2の2つ の形 式 を定 め てい る。 この 形 式 で はCD-1と

同様 サプヘ ッダを追加 しマ ル チ メデ ィア を配慮 し,Form1で はデー タの 信 頼性 を高 め るため

に誤 り訂正 符 号(EDC,ECC)を 組 み 込 んで い る。 なおForm2で は この誤 り訂 正 を施 してい

な い。両者 の識 別 はサプヘ ッダ内の ビ ッ トで行 な うこ とに な る。

このサプヘ ッダは8バ イ トか ら成 りフ ァイル番 号,チ ャネル番号,サ プ モー ド,コ ーデ ィン

グ情 報の計4バ イ トを2重 書 きに してい る(図12-4)。
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フ ァイル番 号 は必要 なフ ァイルの セク タを読 む と きに使 われ,特 にフ ァイルが 複数 のセ ク タ

か ら成 り,そ れ らが イ ンタ リーブ(時 分 割 多重)さ れてい る時 に有用 にな る。ユ ーザ が使 え る

フ ァイル番 号 は1～255の255種 で あ る。

チ ャネル番 号 は あ るフ ァイル を構 成 す る複数 のセ ク タ系列 か ら,特 定 のセ クタ系列 を選択 す

るため に用 い,使 用 で き るチ ャネル 番 号 は音声 セ クタが最 大16個,デ ー タセ ク タ,画 像 セ ク

タが それ ぞれ最 大32個 に な る。

サプ モ ー ドで は表12-2の よ うにセ ク タ内容の属 性 を規 定 し,CD-1と 同様 に各 ビ ッ トを定

義 してい るが,EOF,RT,T,EORの 処 理 に は リアル タイム が要求 され,ア プ リケ ー シ ョン

やOS,ド ライバ ー ソフ トの作 り方 に配慮 を必要 とす る。

サ プヘ ッダ最 後部 の コー デ ィ ング情報 は,表12-3の よ うに規 定 してい る。CD-ROMXA

で はオーデ ィオ信 号の符 号化 方式 にADPCM方 式 を採 用 しタ イプ が選択 で きる。 サ ンプ リング

周波 数37.8KHz,量 子 化4ビ ッ トの ス テ レオ/モ ノ ラル(レ ベ ルB)と 同18.9KHz,同4ビ

ッ トの ステ レオ/モ ノ ラル(レ ベ ルC)が 用意 され て い る。表12-4に は各種 オ ー デ ィオ 方 式

の比較 を示す。

1990年2月 前記3社 にて ビデ オ モー ドの規格(第 一 ス テ ップ)が 発 表 され た。3つ の モ ー

ドが規 定 され,CD-1ビ デ オモ ー ド(CDI),拡 張 用 ビデオ モ ー ド(EVM),さ らにア プ リケ

ー シ ョンに依存 した非標 準 ビデ オモー ド(ASM)が 用意 され て い る。 ビデオ セ ク タの各 ビ ッ

トの 設定 でこれ らが選択 で き,ビ ッ ト7が"0"の ときはCD-1ビ デ オモー ドにな るが詳 細 は

検 討 中で あ る。

ビッ ト7が"1"で ビ ッ ト6か ら最 下位 ピ ッ トすべ てが"0"で は非標準 の ビデ オモー ドに

な りグ ラフ ィクスの機 能 が標準 ビデ オモー ドと異 な るハー ドウェアで も独 自の ビデ オモー ドを

使 うこ とで,画 像 以外 の部 分 でXA対 応が可 能 にな る。

拡 張 ビデオモ ー ドで は ピ ッ ト5～0で 選択 し,現 在 は2レ ベル の解像度 と3タ イプ の イメ ー

ジ フ ォーマ ッ トが用 意 され てい る。業 界 の大 半 のパ ソ コ ンで採 用 され てい る320×200の レベ

ル と,VGA,VGA+,マ ッキ ン トッシ ュ,或 い はFMTOWMS他 多 くの機 器 に採 用の640×480

の レベ ル が解 像 度 と して ビ ッ ト5～3で 選 択 で きる。 また イ メ ー ジ ・フ ォー マ ッ トと して

CLUT1,4,8の3段 階 をや は りビ ッ ト2～0で 選択 す る。 なお解像度 とイ メー ジ ・フ ォー

マ ッ トは一 部 を現在 も検 討 中で ある。 そ して ビッ ト7,6が 共 に"1"で は,将 来 の拡張性 配

慮 した予 約 ビ ッ トにな る。
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表12-1.CD-ROMメ デ ィアの主 要規格

外

中

厚

重

屈

反

折

射

法

法

み

量

率

率

ディスク回転方向

光 記 録 速 度

エラー訂正方式

120mm

15mm

1.2mm

14～339

1.55

70%以 上

反 時 計 方 向

1.2～1.4m(線 速 度 一 定)

CIRC

表12-2.サ プ モ ー ドの 内容

ピ ッ ト 記 号 意 味

7 EOF フ ァイルの最後 のセ クタの ときは1

6 RT リアル タイムセクタの ときは1

5 F Form1セ ク タ は0,Form2セ ク タ1

4 T ト リガ と して使 うセ クタの ときは1

3 D デ ー タセ クタの ときは1

2 A ADPCMオ ー デ ィオセ クタの ときは1

1 V ビデ オセ クタの ときは1

0 EOR 論 理 レコー ドの最後のセ クタは1

表12-3.コ ー デ ィ ング

セクタ 7 6 5432 10

ADPCM

オ ー デ ィオ

ゼ ロ エ ンファイス ADPCMレ ベ ル モ ー ド

常に0 0=オ フ

1=オ ン

0000=レ ベ ルB

OOO1=レ ベ ルC

00=モ ノ

ビデオ

ASC モ ー ド

0=NO

1=YES

標 準 ビデオ(1989年 中 に規 定)

非 標準 ビデオ(す べ て0)

デ ー タ 非定義(す べて0)
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表12-4.オ ーデ ィオ方式の 比較

サ ンプ リング バ ン ド幅 モ ー ド
最大記録

時 間

ダイナ ミック

レンジ

CD-DA
16ビ ッ ト

PCM
44.1KHz 20KHz ス テ レオ 1 98db

(レベルA)
8ビ ッ ト

ADPCM
37.8KHz 17KHz

ス テ レオ 2
90db

モ ノ 4

レベルB
4ビ ッ ト

ADPCM
37.8KHz 17KHz

ス テ レオ 4
90db

モ ノ 8

レベルC
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図12-1.CD-ROMデ ィ ス クの デ ー タ構 造(Model)
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(a)XAト ラ ックだけで構 成

リー ドイ ン プ ログ ラムエ リア リー ドア ウ ト－
Form2を

推 奨
VD

XAト ラ ック

(Form1とForm2の み 使用)

'

Form2を

推 奨

Mode

トラ ック番号

(02) 02 (02)

<≡<i>

00

<≡ ＼

∈i>

01
/＼

>

M

<＼/ ＼/ /

(b)XAト ラ ック とCD-DAト ラ ックが混 在 した場 合

2秒 以上 2秒 以上… 2～3秒

K-7リ ードアウト

XA

トラ ック

ポス ト

キャ ップ

ポーズ CD-DAト ラ ック ポーズ
無音の

CD-DA

Mode

トラック番号

(02)

＼

02～
/＼

AA
/＼

/

01

＼
/ ＼/ ＼/

図12-2.CD-ROMXAの トラ ッ ク構 造
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ダ ユーザ データ

デー タ
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ModeO Model
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ン
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ツ
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へ
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ダ
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ダ

ダ

(4)(8)

ユーザ

データ

(2324)
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CD-ROMXA

図12-3.Yellow規 格 とCD-ROMXAの セ ク タ構 造

00 FF FF FFヘ ノFF 00

12バ イ ト 4バ イ ト 8バ イ ト

2048バ イ ト/Form1

2324バ イ ト/Form2

セ ク タ シ ンク ヘ ッダ サプヘ ッダ ユ ーザデー タ

/
ATIME Mode

(02)

ファイル

番 号

チャネル

番 号

サ プ

モー ド

コーデ ィ

ング情 報

ファイル

番 号

チャネル

番 号

サ プ

モー ド

コーデ ィ

ング情報分 秒 フ レー ム

図12-4.サ プ ヘ ッ ダの構 造
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第13章 結 論

1.ま と め

前 章 まで に項 目別 に調査検 討 した内容 か ら明 らかな よ うに,CD-ROMは 関連 ハー ドウ ェア

の普 及,デ ー タベ ース の量 的対象別 の拡 充,利 用 ソフ トウ ェアの開 発,流 通経 路 の整備 な どに

よ り着 実 に進 展 しつつ あるこ とが伺 われ,ま た本 格的普及 の方 向付 けが示唆 されて い る。

2.CD-ROM普 及 の課 題 と提 案

ニ ューメデ ィアの代 表 と も言 え るCD-ROMが 多 方面 か らの期待 を受 け なが ら,そ の普 及,

活用 が予 想 された程の 速度 でな い との感 じが もたれ るのは,既 に述べ た よ うな解 決 され るべ き

多 くの課 題 を抱 えて い るこ とに よる。 そ こで,以 下 にその対策 を提 案す る。

2-1情 報質源化機能

CD-ROMの 容量が従来の情報の生産,流 通,利 用 を3桁 単位で増大 していることから,技

術的に対処で きないでいるのが現状である。また情報は多 くの分野で共通 に使用できるものも

多いので,大 量のデータを重複の無駄 を省 き,共 通の便宜を生かすために有効かつ円滑なデー

タの収集体制が必要である。また情報の高度な活用のためには,適 切 な整理,加 工,情 報付加

が必須である。一方膨大な情報は,多 くの情報源 に関係す ることに もなるので,広 範な情報の

流通,利 用のために,知 的所有権の適切 な処理 と標準化の制定がなされることも必要である。

さらに,多 くの関連学協会,民 間企業,官 公庁 などのみな らず,海 外 との関連調整のために

中立的,か つ国家的,国 際的視点からの情報資源化機能が必須である。特に情報源の分散性,

多様性お よび流通 と利用の多面性か ら,こ の ような機能の実現 には,広 く関係組織全般にわた

って,公 平で機会均等や競争原理に基ず く発展性 の確保な ど,非 排他性に対 して充分な配慮が

必要である。

2-2利 用 ソフ トウェア開発振興

マル チ メデ ィア と して各種の情 報 を必要 なだ け大量 に収録 で きる媒 体 で あ るCD-ROMは,

情 報 の内容 と して は各 専門別の 研究 開発や経 営,行 政 な ど,高 度 な思 考活動 に必要 な もの をす

べ て内蔵 で きる。 したが って,そ の処 理 に必要 な機 能はデ ータへ の ア クセス,検 索 の みな らず,

統計処 理,理 論計 算,シ ュ ミレー シ ョンな どの 数値計算等 は も とよ り,人 工知 能,エ キスパ ー

ト ・システ ムに よる演繹推論 か ら,学 習,類 推,問 題解 決 な どを必要 と して い る。 しか しなが

ら学 習,類 推,問 題 解決 な どは,現 時点 で は方式 が未解決 であ るの で,新 しい技術 の 開発が必
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要 で ある。 またこれ らの成果 を踏 まえて,具 体 的 に研 究支援 シス テムの国際 的 に評 価 され得 る

高度 実用 支援 システ ムを開発 しなけれ ばな らな い。

この ような技 術 開発の ため には,デ ータ,知 識,情 報 の本質 の解 明が前提 とな り,し たが っ

て,基 礎 的体 系的理 論の研 究が な され なけれ ばな らな い。 例 えば学 習や類 推 に必要 な 自己組 織

化の可能 な情報構 造 の明確 な解析 は行 なわれ ていな い。 また大量 の複雑 デー タに対 し,有 効 な

管 理方式,そ の基 礎 となる レコー ドの識 別,同 定 な ど極 めて手近 かで問題 と して認識 され るこ

とす ら少 ない こ とが解 明 されて いないため,実 際 デ ー タの情報 利用 ,ひ いて は情報 処 理全体 の

展 開が押 さえ られて い る。

この ような問題 に本格 的 な対応 策 を実 施す るこ とに よ り,い ままで海外 よ り批判 されて いた

"基 礎 研究 ただ乗 り論"を 根 本 的 に解 決 す るこ とが で き
,尊 敬 され,そ して国 際 的 に調 和 す る

情報 の研 究,技 術,産 業 の発展 が可能 とな る。 しか もこの こ とは,そ の成 果 が他の 分野 の研 究

開 発や経 営,行 政 な どの問題解決,高 度 意志決 定 を支援 す る こ とか ら,波 及効 果 は計 り知 れ な

い と も言 える。

2-3マ ーケ ッテ ィング,普 及活 動促進

大 きく展 開 の期待 され てい るニ ュー メデ ィア は,可 能性 の新 しさの故 にニー ズの把握 か ら始

め なけれ ば,市 場開 拓の 方向す らつかめ ない こ とにな る。 また流通経 路 も,書 店 または通信 施

設な どの既成 の もの が重要 であ るこ とは論 を待 たな いが,新 しい用途,新 しい設 備環境 に対 応

した方式 も既 に機 能 して い ることか らも示 され る よ うに,従 来 存在 しな っかた経路 開発 を含 め,

利用者 向 きの 体制整 備が 必要 であ る。 また専従 者 の養 成 と広範 囲 な利 用者 の教 育 も重要 な課題

で あ り,最 低 限 それ らに適切 なガイ ドラ インや 助成 が必 要で あ る。
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